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Kings Park Festival
９月１日（土）〜 10 月７日（日）
Kings Park and Botanic Garden：
Fraser Ave, West Perth

春の訪れを祝うワイルドフラワーの祭典。ライブ
ミュージックやエンターテインメント、ワイルド
フラワーを観賞するガイドウォークなどイベント
が盛りだくさん。www.bgpa.wa.gov.au。
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IN JAPAN
P12&13

 お好み焼き

check it out!　P12
Red Kellys Tasmania salad dressings
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JENESYS プログラムで高校生 10 人が来豪
日豪の将来に期待

【シドニー８月 15 日共同】

　オーストラリアの連邦最高裁は 15 日、

国内で販売されるたばこの箱から宣伝色

を一掃させるとした「世界初」（同国政府）

の反喫煙法をめぐり、知的所有権の侵害な

どと主張して法律の無効確認を求めていた

大手たばこ業者側の訴えを退け、違憲性は

ないとする判決を言い渡した。

　判決理由は後日示される。判決を受け、

各業者は法に基づき、12 月からロゴやイ

メージカラー、宣伝文句などを箱から排除

するよう規制される。

　子会社が原告となっていた日本たばこ産

【シドニー８月 22 日共同】

　世界最大の鉱山企業、英国・オースト

ラリア系の資源大手 BHP ビリトンが 22

日発表した 2011 〜 12 会計年度（11 年７

月〜 12 年６月）の純利益は、前期比 34・

８％減の 154 億ドル（約１兆 2200 億円）

だった。

　通年での減益は３年ぶり。欧州債務危機

　第 38 回「パース・シティートゥサーフ・

マラソン」が８月 26 日、約４万５千人が参

加して行われ、女子フルマラソンは、兵庫

県から招待参加した田中千洋（たなか・ち

ひろ）選手（42）が２時間 41 分 14 秒で優勝

を飾った。２位はマグダ・カリマリ‐ポウ

ロス選手（オーストラリア）で２時間 49 分

53 秒だった。

　男子はキプロー・リラン・ケネディ（ケニア）

豪反喫煙法で業者敗訴　宣伝一掃は適法と最高裁

BHP、純利益 34％減　11 年度、資源価格下落　 

兵庫の田中選手が女子で優勝
シティートゥサーフ・マラソン

AUSTRALIA NEWS

　21 世紀東アジア青少年大交流計画（Japan-

East Asia Network of Exchange for Students and 

Youths: JENESYS Programme）の一環として

日本の高校生一行がオーストラリアを訪

問。７月 30 日より８日間にわたり、経済・

文化施設の視察、学校交流、地域活動への

参加などをこなした。

　今回は、主要訪問地である西オーストラ

リア州および同州内都市と姉妹提携のある

地域に在学もしくは在住する高校生を対象

に募集。書類審査により兵庫県、鹿児島市、

横須賀市、東京都足立区・世田谷区、埼玉

県杉戸町から合計 10 人が参加した。

　一行はまずシドニーに入り、日本国総領

事館への表敬訪問、オペラハウスや国立博

物館など市内文化施設、ニューキャッスル

では産業施設の視察を行った。またシド

ニー大学でのキャンパスツアー、文化交流、

意見交換など、海外での教育を理解し、自

身の将来像を考える機会を得た。

　４日目からはパースへ移動し、州政府教

育省への訪問やアップルクロス高校での交

流プログラムの実施、エコロッジに宿泊し

ての環境保全の実体験、ホームステイによ

る生活・文化の理解促進などを図った。

　 最 終 日 に は 在 パ ー ス 日 本

国 総 領 事 公 邸 で 両 国 関 係 者、

JENESYS プログラム経験者を招

いての報告会が行われ、各自が

さまざまな視点から今回の派遣

プログラムを振り返った。

　その中で参加者は「日本が

オーストラリアに経済的にも依

存している部分が大きいことを

再認識した」「フレンドリーと

聞いてはいたが、これほどとは

業（JT）は判決を受けて「最高裁が合憲性

を支持したことを遺憾に思う」とするコメ

ントを出した。

　AAP 通信によると、業者側は、補償を

受け取ることなくロゴやブランドを箱に

表示する権利を奪われたなどとして違憲

性を訴えたが、政府側は、健康に害を与

える製品を規制する権利があるなどと反

論していた。

　反喫煙法は健康被害を連想させる写真や

警告文を大きく印刷することも規定。銘柄

名は定められた字体や色を使い、目立たな

く表示される。

や中国経済の減速を背景とした資源価格の

下落などが響いた。売上高は 0.7％増の 722

億ドル。

　BHP は先行きが不透明な経営環境を考慮

し、世界最大のウラン埋蔵量を誇るオース

トラリア南部のオリンピックダム鉱山で進

めていた拡張計画を先送りすることも同時

に発表した。

【メルボルン８月５日共同】

　広島が「原爆の日」を迎えるのを前に、オー

ストラリア在住の日本人らが５日、「核のな

い平和な世界を」と呼び掛けるコンサート

を南東部メルボルンで開いた。日豪のアー

ティストが三味線などを奏でたほか、広島

市出身の被爆者でシドニー在住の絵本作家

が原爆の悲惨さを絵に描いて訴えた。

　この絵本作家は、13 歳の時に被爆し、オー

ストラリアに移住後、当時の体験を基にし

た絵本「わたしのヒロシマ」を日豪両国で

出版した森本順子さん（80）。

　原爆投下時の「絶望」を描写し、英語に

翻訳された森本さんの詩がコンサートで朗

読され、参加した日豪の住民ら約 200 人が

被爆の悲惨さ、絵で訴え　豪から「核なき世界」を
静まり返る中、森本さんは肌が焼けただれ

た母親の遺体の前で泣き叫ぶ幼子の絵を一

気に描き上げた。

　コンサートには、現地で短期研修中だっ

た森本さんの母校、広島女学院中の生徒９

人も出席。生徒たちはホームステイ先の家

族に見せるため、森本さんの絵本を日本か

ら持参しており、オーストラリアで偶然、

作者を目にすることになった。

　同中３年の渥美のぞみさん（15）は真剣

な表情で「親を亡くした子のショック、悲

しみが森本さんの絵にすごく表れていた」

と述べた。森本さんはコンサート後「少し

は平和について考えてくれるきっかけに

なったかな」と話していた。

が２時間 16 分 40 秒で制した。やはり兵庫県

から参加した仁木偉士（にき・たけし）選手

（19）は２時間 40 分 39 秒で、24 歳以下の部

で１位、総合では５位と健闘した。

　昨年は、西オーストラリア州と兵庫県の

姉妹提携 30 周年を記念し、11 月に開催さ

れた第１回神戸マラソンへ当州から選手２

人が派遣され、今回はそれに応える形で両

選手の参加となった。

被爆の悲惨さ、絵で訴え　豪から「核なき世界」を
静まり返る中、森本さんは肌が焼けただれ

た母親の遺体の前で泣き叫ぶ幼子の絵を一

　コンサートには、現地で短期研修中だっ

た森本さんの母校、広島女学院中の生徒９

人も出席。生徒たちはホームステイ先の家

▲ 報告会を終えた参加者とゲストおよび関係者の皆さん

思っていなかった」「多言語教育、国際交

流機会などの面で日本はオーストラリアに

比べ閉鎖的だが、日本が持つ独自の文化や

美しい自然が再認識できた」などの感想を

述べた。

　また全員の約束として「人と人との関わ

りがあるからこそ、世界がより身近になる

チャンスが広がっていく。私たちは将来に

おいて日本と世界との関係をより良くして

いくことに貢献します」と述べ、今回のプ

ログラムが実り多きものであったと確信で

きる言葉を聞くことができた。

※ JENESYS プログラムは、2007 年１月

にフィリピン・セブ島で開催された第

２回東アジア首脳会議（EAS）において、

安倍晋三総理大臣（当時）より表明さ

れた青少年交流事業で、アジアの強固

な連帯にしっかりとした土台を与える

ことを目的として日本政府により進め

られている。EAS 参加国（ASEAN、中国、

韓国、インド、オーストラリア、ニュー

ジーランド）を中心に、相互理解と友

好関係の促進を目的とした交流プログ

ラムを実施している。
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【
ダ
ー
ウ
ィ
ン
８
月
２
日
共
同
】

　
人
気
映
画
「
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・

ダ
ン
デ
ィ
ー
」
の
撮
影
地
と
し
て

知
ら
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
北

部
特
別
地
域
（
準
州
）。
豊
富
な
鉱

物
資
源
の
ほ
か
に
目
立
っ
た
産
業

が
な
い
中
、
巨
大
岩
石
ウ
ル
ル
（
エ

ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）
と
並
ぶ
観
光
産

業
の
目
玉
と
し
て
、
準
州
内
に
多

く
生
息
す
る
凶
暴
な
ワ
ニ
を
前
面

に
出
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
町
お
こ
し

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
準
州
政
府
は
将
来
的
に
、
野
生

の
ワ
ニ
の
商
業
狩
猟
も
視
野
に
入

れ
る
。
ワ
ニ
の
大
半
は
準
州
人
口

の
３
割
を
占
め
る
先
住
民
ア
ボ
リ

ジ
ニ
の
居
住
地
域
に
生
息
。
ア
ボ

リ
ジ
ニ
は
深
刻
な
失
業
問
題
を
抱

え
て
お
り
「
観
光
地
と
し
て
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
加
え
、（
ガ
イ
ド
な

ど
と
し
て
）
雇
用
も
促
進
で
き
る
」

と
期
待
を
寄
せ
る
。

　
州
都
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
水
族
館
「
ク

ロ
コ
ザ
ウ
ル
ス
・
コ
ー
ブ
」。
観
光

客
の
１
番
人
気
は
「
死
の
お
り
」

と
呼
ば
れ
る
恐
怖
体
験
コ
ー
ナ
ー

だ
。
挑
戦
者
は
厚
さ
４
・
５
セ
ン
チ

の
透
明
な
ア
ク
リ
ル
で
囲
ま
れ
た

頑
丈
な
ケ
ー
ス
に
入
り
、
体
長
５

メ
ー
ト
ル
前
後
の
ワ
ニ
が
泳
ぐ
水

槽
に
沈
め
ら
れ
る
。

　
水
槽
を
囲
む
柵
に
は
「
好
戦
的

な
雄
、
体
重
６
７
０
キ
ロ
」
と
の

表
示
。
数
カ
月
前
ま
で
使
っ
て
い

た
旧
型
ケ
ー
ス
に
は
ワ
ニ
の
攻
撃

で
で
き
た
無
数
の
深
い
傷
が
刻
ま

れ
る
が
、こ
れ
ま
で
「
事
故
は
な
い
」

（
係
員
）
と
い
う
。

　
入
館
料
込
み
で
１
人
１
１
０
豪

ド
ル
（
約
９
千
円
）
か
ら
と
安
く

は
な
い
も
の
の
、
１
日
10
回
の
恐

怖
体
験
は
連
日
ほ
ぼ
予
約
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
。
挑
戦
し
た
ブ

ロ
デ
ィ
・
パ
ー
カ
ー
さ
ん
（
23
）

は
「
目
の
前
50
セ
ン
チ
で
ワ
ニ
が

大
き
く
口
を
開
い
た
」
と
興
奮
気

味
に
話
し
た
。

　
郊
外
の
川
で
は
、
船
上
か
ら
ひ

も
で
垂
ら
し
た
肉
の
塊
に
ワ
ニ
が

食
い
付
く
「
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
・
ク

ロ
コ
ダ
イ
ル
」
が
見
学
で
き
る
。

ほ
か
に
も
ワ
ニ
の
形
を
し
た
ホ
テ

ル
、
ワ
ニ
肉
の
天
ぷ
ら
な
ど
ま
さ

に
ワ
ニ
尽
く
し
。

　
一
方
、
計
画
中
の
狩
猟
ツ
ア
ー

は
富
裕
層
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
わ
に

革
な
ど
を
記
念
に
持
ち
帰
る
ツ
ア

ー
に
連
邦
政
府
は
難
色
を
示
し
て

き
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
先
住
民

の
同
意
な
ど
を
条
件
に
「
再
考
す

る
」
と
態
度
を
軟
化
さ
せ
た
。
準

州
政
府
は
国
の
同
意
が
得
ら
れ
次

第
、
年
50
匹
を
上
限
に
試
行
す
る

考
え
だ
。

AUSTRALIA NEWS

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
８
月
14
日
共
同
】

　
米
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
は
13
日
、
幼

児
の
平
均
寿
命
や
成
人
の
喫
煙
率
な

ど
健
康
に
関
す
る
各
種
指
標
を
基
に

し
た
「
世
界
で
最
も
健
康
な
国
々
」

ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
、
１
位
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
だ
っ
た
。日
本
は
５
位
で
、

最
下
位
の
１
４
５
位
は
ア
フ
リ
カ
南

部
の
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
。

　
国
連
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、

世
界
銀
行
の
今
年
５
月
時
点
の
デ
ー

タ
を
使
い
、
年
齢
グ
ル
ー
プ
別
の
死

亡
率
、
喫
煙
率
、
飲
酒
率
、
血
中
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
、
大
気
汚
染
レ

ベ
ル
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
各
国

の
健
康
度
を
独
自
に
点
数
化
し
て

比
べ
た
。
十
分
な
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
な
い
国
は
除
外
し
た
。

　
２
位
は
イ
タ
リ
ア
、
３
位
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
４
位
ス
イ
ス
な
ど

の
順
。
上
位
は
欧
米
諸
国
、
下
位

は
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
目
立
つ
傾
向

に
あ
る
が
、
米
国
が
33
位
と
先
進

国
の
な
か
で
は
低
順
位
に
と
ど
ま

っ
た
。
韓
国
は
29
位
、
中
国
は
55

位
だ
っ
た
。

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
８
月
13
日
共
同
】

　
新
日
本
製
鉄
は
13
日
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
鉄
鋼
大
手
の
ブ
ル
ー
ス
コ
ー

プ
・
ス
チ
ー
ル
と
合
弁
で
持
ち
株
会

社
を
発
足
さ
せ
、
東
南
ア
ジ
ア
と
米

国
で
建
材
事
業
を
共
同
展
開
す
る
と

発
表
し
た
。
自
動
車
向
け
以
外
の
海

外
事
業
強
化
が
狙
い
。

　
ブ
ル
ー
ス
コ
ー
プ
が
設
立
し
た

企
業
に
、
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
が

約
５
億
５
４
０
０
万
ド
ル
（
約

４
３
０
億
円
）
を
出
資
し
て
、
割

合
を
50
％
と
す
る
。
手
続
き
は

２
０
１
３
年
３
月
ま
で
に
終
え
る

予
定
だ
。

　
合
弁
会
社
は
建
築
材
料
や
家
電

用
の
薄
板
に
、
塗
装
や
め
っ
き
加

工
を
施
し
て
販
売
す
る
。
め
っ
き

能
力
は
年
約
１
４
０
万
ト
ン
、
塗

装
能
力
は
年
約
65
万
ト
ン
と
い
う
。

　
新
日
鉄
の
樋
口
真
哉
副
社
長
は

「
投
資
額
と
し
て
は
大
き
な
事
業
で

建
材
事
業
（
強
化
）
へ
の
新
た
な

足
が
か
り
と
す
る
」
と
述
べ
た
。

【
デ
ィ
リ
７
月
30
日
共
同
】

　
東
南
ア
ジ
ア
の
小
国
、
東
テ
ィ
モ

ー
ル
近
海
に
眠
る
天
然
ガ
ス
が
脚
光

を
浴
び
て
い
る
。
現
在
生
産
中
の
ガ

ス
の
ほ
ぼ
全
量
は
原
発
停
止
で
化
石

燃
料
の
需
要
が
高
ま
る
日
本
向
け
。

「
海
底
の
宝
」
を
狙
い
、
日
系
を
含

む
各
国
企
業
が
鉱
区
開
発
に
参
入
す

る
中
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
政
府
は
経
済

発
展
の
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
自
国
沿

岸
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
な
ど
も

要
求
、
権
益
を
め
ぐ
る
激
し
い
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

▽
白
檀
か
ら
ガ
ス
へ

　
大
航
海
時
代
に
香
木
の
白
檀
の
産

地
と
し
て
栄
え
た
テ
ィ
モ
ー
ル
島

と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
に
横

た
わ
る
テ
ィ
モ
ー
ル
海
。
以
降
、
歴

史
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
な
海
域

で
、
資
源
開
発
が
始
ま
っ
た
の
は

１
９
９
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
だ
。

　
今
年
５
月
に
独
立
10
年
を
迎
え
た

ば
か
り
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
は
税
収

を
生
む
産
業
は
ほ
ぼ
皆
無
で
、
新

た
に
発
見
さ
れ
た
海
底
資
源
は
「
国

の
命
運
を
握
る
宝
の
山
」（
地
元
有

力
紙
幹
部
）。
２
０
１
２
年
国
家
予

算
の
９
割
に
当
た
る
16
億
ド
ル
（
約

１
２
５
０
億
円
）
は
、
天
然
ガ
ス
と

石
油
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
。

　
現
在
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
近
海
で
ガ

ス
を
産
出
し
て
い
る
の
は
、
南
岸
か

ら
２
５
０
キ
ロ
沖
合
の
バ
ユ
・
ウ

【
シ
ド
ニ
ー
７
月
30
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
両
政
府
は
30
日
、
凍
結
し

て
い
た
フ
ィ
ジ
ー
の
軍
事
政
権
と
の

外
交
関
係
を
修
復
さ
せ
る
こ
と
で
そ

れ
ぞ
れ
フ
ィ
ジ
ー
側
と
合
意
し
た
と

発
表
し
た
。

　
３
国
の
外
相
が
同
日
、
シ
ド
ニ

ー
で
会
談
し
、
フ
ィ
ジ
ー
側
が

２
０
１
４
年
に
公
正
な
総
選
挙
を
実

施
す
る
考
え
を
強
調
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
カ
ー
外
相
は
民
主
化
に
向

け
た
一
層
の
努
力
が
必
要
と
く
ぎ

を
刺
し
た
が
、
３
氏
は
対
話
促
進

の
た
め
高
等
弁
務
官
の
駐
在
を
再

開
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　
フ
ィ
ジ
ー
は
09
年
11
月
、
内
政

干
渉
を
理
由
に
両
国
の
高
等
弁
務

官
（
大
使
に
相
当
）
を
国
外
退
去

と
し
、
両
国
側
も
対
抗
措
置
と
し

て
直
後
に
フ
ィ
ジ
ー
の
高
等
弁
務

官
を
追
放
し
た
。

ン
ダ
ン
の
み
。
東
京
電
力
、
東
京
ガ

ス
な
ど
の
出
資
で
06
年
に
生
産
を
開

始
、
海
上
に
そ
び
え
立
つ
巨
大
な
採

掘
施
設
が
威
容
を
誇
る
。

　
ガ
ス
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
５
０
０

キ
ロ
南
東
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
部

ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
運
ば
れ
、
液
化
・
精

製
。
年
間
約
３
０
０
万
ト
ン
に
上
る

液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
は
ほ
ぼ

全
量
を
日
本
に
輸
出
、
日
本
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
総
輸
入
量
の
４
％
を
占
め
る
。
ロ

シ
ア
極
東
サ
ハ
リ
ン
沖
の
大
規
模
石

油
・
天
然
ガ
ス
開
発
事
業
で
、
日
本

企
業
も
権
益
を
持
つ
「
サ
ハ
リ
ン

２
」
か
ら
の
輸
入
量
の
約
半
分
に
当

た
る
。

　
日
系
石
油
会
社
は
「
日
本
へ
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
安
定
供
給
の
一
翼
を
担
う
存

在
」
と
指
摘
。
日
本
外
交
筋
も
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
元
の
多
角
化
は
国
家

的
課
題
だ
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
沖
の
資

源
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
」
と

強
調
し
た
。

▽
衝
突

　
周
辺
海
域
で
も
鉱
床
が
発
見
さ

れ
、
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
欧

州
の
ほ
か
韓
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
企

業
が
進
出
し
、
少
な
く
と
も
５
鉱
区

が
開
発
中
。
中
国
企
業
が
新
た
な
鉱

床
探
し
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
と
の

情
報
も
飛
び
交
う
。

　
各
企
業
は
一
日
も
早
い
採
掘
を
目

指
す
が
、
国
土
の
発
展
を
も
く
ろ
む

東
テ
ィ
モ
ー
ル
政
府
と
、
開
発
手
法

を
め
ぐ
り
衝
突
す
る
ケ
ー
ス
も
。

　
バ
ユ
・
ウ
ン
ダ
ン
北
東
約
２
５
０

キ
ロ
の
グ
レ
ー
タ
ー
サ
ン
ラ
イ
ズ
鉱

区
は
、
埋
蔵
量
が
最
も
豊
富
で
年
産

４
０
０
万
ト
ン
が
見
込
ま
れ
る
。
グ

ス
マ
ン
首
相
は
「
東
テ
ィ
モ
ー
ル
と

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
海
底
に
敷

き
、
南
部
の
精
製
施
設
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ

を
輸
出
す
る
」
と
ぶ
ち
上
げ
た
。

　
一
方
、
開
発
主
体
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
企
業
は
「（
現
地
に
は
）
人
材

と
技
術
が
不
足
し
て
い
る
」
と
し

て
、
洋
上
生
産
な
ど
が
現
実
的
と
主

張
、
開
発
は
初
期
段
階
で
停
止
し
て

い
る
。

凶
暴
ワ
ニ
で
町
お
こ
し

　
　
　
　
　
豪
北
部
、
先
住
民
の
雇
用
増
も

新
日
鉄
、
豪
大
手
と
建
材
事
業

　
　
　
　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
や
米
国
で

海
底
の
宝
、
激
し
い
争
奪
戦

　
　
　
　
　
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
ガ
ス
田
開
発
　

フ
ィ
ジ
ー
と
外
交
関
係
修
復

　
　
　
　
　
　
　
　
豪
、
Ｎ
Ｚ
が
合
意
　 

健
康
度
ラ
ン
ク
、
日
本
５
位

　
　
　
　
　
　
　
首
位
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
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【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
８
月
25
日
共
同
】

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
多
機
能
携

帯
電
話
）
な
ど
の
特
許
を
め
ぐ
り
、

米
ア
ッ
プ
ル
と
韓
国
サ
ム
ス
ン
電

子
が
争
っ
た
裁
判
で
、
米
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
連
邦
地
裁
の
陪
審
団

は
24
日
、
サ
ム
ス
ン
が
ア
ッ
プ
ル

の
６
件
の
特
許
を
侵
害
し
た
と
の

評
決
を
下
し
た
。
事
実
上
の
ア
ッ

プ
ル
全
面
勝
利
と
な
っ
た
。
米
メ

デ
ィ
ア
が
伝
え
た
。
世
界
の
ス
マ

ホ
市
場
で
首
位
を
走
る
サ
ム
ス
ン

の
製
品
開
発
や
販
売
に
打
撃
と
な

り
そ
う
だ
。

　
評
決
は
サ
ム
ス
ン
が
ア
ッ
プ

ル
に
約
10
億
５
千
万
ド
ル
（
約

８
２
５
億
円
）
の
損
害
を
与
え
た

と
認
定
、
賠
償
支
払
い
を
命
じ
た
。

ア
ッ
プ
ル
に
よ
る
サ
ム
ス
ン
の
特

許
侵
害
は
認
め
な
か
っ
た
。
近
く
正

式
な
判
決
が
出
る
見
通
し
で
、
損
害

賠
償
額
は
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

韓
国
の
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、

こ
の
評
決
を
受
け
サ
ム
ス
ン
は
上

訴
す
る
方
針
と
み
ら
れ
る
。

　
両
社
は
日
本
で
も
争
っ
て
お
り
、

東
京
地
裁
で
は
31
日
の
中
間
判
決

で
、
特
許
侵
害
の
有
無
に
つ
い
て

判
断
が
下
さ
れ
る
。
米
紙
ウ
ォ
ー

ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に

よ
る
と
、
両
社
は
日
米
の
ほ
か
、

韓
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
計

９
カ
国
で
争
っ
て
い
る
。

　
サ
ム
ス
ン
は
米
グ
ー
グ
ル
が
提

供
す
る
基
本
ソ
フ
ト
（
Ｏ
Ｓ
）「
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
」を
利
用
。
こ
の
た
め
、

ア
ッ
プ
ル
の
裁
判
は
グ
ー
グ
ル
と

の
「
代
理
戦
争
」
の
側
面
も
あ
り
、

今
回
の
評
決
は
急
成
長
す
る
グ
ー

グ
ル
陣
営
の
戦
略
に
も
影
響
を
与

え
る
公
算
が
大
き
い
。

　
評
決
に
よ
る
と
、
ア
ッ
プ
ル
の

WORLD NEWS

携
帯
電
話
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）
の
丸

み
を
帯
び
た
長
方
形
の
形

状
や
ア
イ
コ
ン
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン
特
許
や
、
タ
ッ
チ

操
作
な
ど
機
能
性
の
特
許

で
、
サ
ム
ス
ン
の
侵
害
を

認
め
た
。

　
ア
ッ
プ
ル
は
昨
年
４

月
、
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
「
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
（
ア
イ
パ
ッ
ド
）」
の
デ
ザ
イ

ン
や
機
能
を
ま
ね
た
と
し
て
、
サ

ム
ス
ン
を
提
訴
。
サ
ム
ス
ン
も
通

信
特
許
の
侵
害
で
提
訴
し
た
。
今

年
７
月
末
に
陪
審
員
を
選
ん
で
公

判
が
始
ま
り
、
８
月
21
日
に
結
審

し
た
。

　
一
方
で
ソ
ウ
ル
中
央
地
裁
は
24

日
、
ア
ッ
プ
ル
と
サ
ム
ス
ン
両
社

が
互
い
の
特
許
を
侵
害
し
た
と
認

定
。
ア
ッ
プ
ル
が
サ
ム
ス
ン
の
デ
ー

タ
送
信
な
ど
に
関
す
る
特
許
を
侵

害
し
た
と
し
て
４
千
万
ウ
ォ
ン
（
約

２
８
０
万
円
）、
サ
ム
ス
ン
も
ア
ッ

プ
ル
の
操
作
性
に
関
す
る
特
許
を

侵
害
し
た
と
し
て
２
５
０
０
万

ウ
ォ
ン
の
賠
償
を
命
じ
た
。

【
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・
ヌ
ー
ク
８
月

20
日
共
同
】

　
回
転
ず
し
の
� 

エ
ン
ガ
ワ 

�

が
将
来
、
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
？

温
暖
化
で
氷
の
融
解
が
急
速
に

進
む
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
、
カ
レ

イ
漁
が
近
年
、
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
冬
場
、
氷
が
薄
く
な
り
穴
を

開
け
て
取
る
漁
が
で
き
な
く
な

っ
て
き
た
た
め
だ
。

　
回
転
ず
し
に
並
ぶ
エ
ン
ガ
ワ
の

多
く
は
実
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

産
。
エ
ン
ガ
ワ
と
い
え
ば
、
通
常

は
ヒ
ラ
メ
の
ひ
れ
部
分
だ
。
し
か

し
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
大
手
水
産

会
社
「
ロ
イ
ヤ
ル
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
」
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
ひ
れ
部

分
を
「
エ
ン
ガ
ワ
」
と
し
て
活
用
、

約
20
年
前
か
ら
日
本
に
輸
出
し
て

【
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
８
月
14
日
共
同
】

　
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
、
ボ
サ
ノ
バ
の
名

曲
「
イ
パ
ネ
マ
の
娘
」
が
発
表
さ
れ

て
か
ら
今
月
で
50
年
。
作
曲
者
と
作

詞
者
は
既
に
亡
く
な
っ
た
が
、
モ
デ

ル
と
な
っ
た
女
性
は
テ
レ
ビ
な
ど

で
活
躍
を
続
け
て
い
る
。
世
界
中
で

カ
バ
ー
さ
れ
て
き
た
軽
快
で
郷
愁

を
誘
う
リ
ズ
ム
は
今
も
老
若
男
女

に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

曲

が

発

表

さ

れ

た

の

は

１
９
６
２
年
８
月
。
大
西
洋
に
面
し

た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
南
部
イ
パ

ネ
マ
ビ
ー
チ
近
く
で
、
バ
ー
に
い
た

い
る
。
こ
こ
の
カ
レ
イ
は
最
大
で

約
１
・
２
メ
ー
ト
ル
、
約
45
キ
ロ

に
も
な
る
。

　「
以
前
は
も
っ
と
取
れ
た
ん
だ
が

…
」。
同
社
生
産
担
当
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
イ
ェ
ン
・
ビ
ィ
ス
コ
さ
ん
が
力
な

く
話
す
。

　
カ
レ
イ
漁
は
夏
場
、
船
で
出
漁

し
網
で
取
る
。
冬
場
は
氷
が
張
っ

た
海
上
に
犬
ぞ
り
や
ス
ノ
ー
モ

ー
ビ
ル
で
行
き
、
氷
に
穴
を
開
け

て
針
を
つ
け
た
糸
を
た
ら
し
て

釣
る
。

　
ビ
ィ
ス
コ
さ
ん
に
よ
る
と
、

１
９
９
５
年
ご
ろ
か
ら
犬
ぞ
り
の

重
さ
に
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
氷
が

薄
く
な
る
期
間
が
以
前
よ
り
長
く

な
っ
た
。

　
米
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）

音
楽
家
ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ル
ロ
ス
・

ジ
ョ
ビ
ン
氏
（
94
年
死
去
）
と
作
詞

家
で
外
交
官
の
ビ
ニ
シ
ウ
ス
・
モ
ラ

エ
ス
氏
（
80
年
死
去
）
の
前
を
10
代

後
半
の
美
し
い
少
女
が
通
り
掛
か

っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

　
２
人
は
少
女
に
見
と
れ
「
イ
パ

ネ
マ
の
太
陽
で
黄
金
色
の
体
の
少

女
」「
美
し
い
娘
は
僕
だ
け
の
も
の

で
は
な
い
。
た
だ
一
人
、
通
り
過

ぎ
て
い
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
と
嘆

く
曲
を
制
作
し
、
８
月
に
リ
オ
の

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
発
表
。
63
年
に

英
語
版
を
発
表
す
る
と
瞬
く
間
に

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
８
月
22
日
共
同
】

　
米
国
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
映
画
館
を

席
巻
し
て
い
る
。「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
」
や
バ
ッ
ト
マ
ン

シ
リ
ー
ズ
の
「
ダ
ー
ク
ナ
イ
ト
　
ラ

イ
ジ
ン
グ
」
に
続
き
、
ア
イ
ア
ン

マ
ン
や
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、

ハ
ル
ク
ら
が
集
結
し
た
大
作
「
ア

ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
が
日
本
で
公
開
。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
は
今
、
ア
メ
コ
ミ
人
気

に
沸
い
て
い
る
。

▽
人
間
く
さ
さ

　「
こ
の
夏
、
漫
画
の
ヒ
ー
ロ
ー
映

画
は
最
高
の
興
行
収
入
を
上
げ
て

い
る
。
こ
の
人
気
は
10
年
以
上
続

く
だ
ろ
う
」。「
ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」

を
製
作
し
た
マ
ー
ベ
ル
・
ス
タ
ジ
オ

ズ
の
ケ
ビ
ン
・
フ
ァ
イ
ギ
社
長
は
胸

を
張
る
。

　
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ミ
ッ
ク
の
代
表

的
出
版
社
の
一
つ
「
マ
ー
ベ
ル
・

コ
ミ
ッ
ク
」
は
２
０
０
８
年
の
「
ア

イ
ア
ン
マ
ン
」
な
ど
、
自
社
の
ヒ
ー

ロ
ー
を
次
々
に
映
画
化
し
、
ヒ
ッ

ト
さ
せ
て
き
た
。「
人
気
の
神
髄
は

人
間
く
さ
さ
に
あ
る
」
と
フ
ァ
イ

ギ
社
長
。「
衣
装
や
視
覚
効
果
以
上

に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
性
格
や
特
性

を
大
事
に
表
現
し
て
き
た
。
普
通
の

人
間
と
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
る

か
ら
フ
ァ
ン
が
感
情
移
入
で
き
る
」

と
分
析
し
た
。

▽
世
界
規
模
で

　
人
気
ヒ
ー
ロ
ー
の
大
作
映
画
と

い
う
� 

舞
台 

�
は
実
力
あ
る
監
督

に
も
魅
力
的
だ
。
気
鋭
の
映
像
作

家
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ノ
ー
ラ

ン
監
督
は
「
ダ
ー
ク
ナ
イ
ト
」
シ

リ
ー
ズ
で
、
独
自
の
映
像
世
界
を

展
開
し
た
。

　「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
パ
イ
ダ
ー

マ
ン
」
の
マ
ー
ク
・
ウ
ェ
ブ
監
督
は

「
映
画
で
観
客
と
も
っ
と
つ
な
が
り

た
い
と
考
え
て
い
た
私
に
と
っ
て
、

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
は
絶
好
の
機
会

だ
っ
た
。
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

ス
リ
ル
を
通
し
、
観
客
と
一
体
感
を

味
わ
え
る
。
そ
の
広
が
り
は
世
界
規

模
で
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
経
験
だ
」

と
興
奮
気
味
だ
。

　
マ
ー
ベ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
ズ
は
、
人

気
ヒ
ー
ロ
ー
を
集
め
た
映
画
を
早

く
か
ら
構
想
。
各
ヒ
ー
ロ
ー
の
映
画

は
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
布
石
だ

っ
た
。
集
大
成
と
な
っ
た
新
作
「
ア

ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
は
、
世
界
の
興
行

収
入
で
「
ア
バ
タ
ー
」
や
「
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
」
に
次
ぐ
記
録
的
ヒ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。

▽
夢
か
な
え
る

　
ヒ
ー
ロ
ー
は
い
ず
れ
も
自
己
主

張
が
強
い
が
、「
ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」

で
は
意
見
が
違
う
者
同
士
が
協
力

し
て
敵
に
立
ち
向
か
う
。
フ
ァ
イ
ギ

社
長
は
「
困
難
を
乗
り
越
え
て
夢
を

か
な
え
る
映
画
が
人
の
心
を
打
ち
、

ヒ
ッ
ト
す
る
。
マ
ー
ベ
ル
に
と
っ

て
、
こ
の
映
画
に
至
る
道
こ
そ
が
夢

で
し
た
」
と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　「
ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
は
続
編
の

製
作
も
決
定
。
今
後
、
年
２
本
の
ペ

ー
ス
で
ヒ
ー
ロ
ー
も
の
の
新
作
を

送
り
出
す
方
針
と
い
う
。

　
ヒ
ー
ロ
ー
人
気
は
日
本
で
も
続

く
の
か
。
映
画
評
論
家
の
渡
辺
祥
子

さ
ん
は
「
日
本
は
漫
画
を
発
信
す
る

側
と
い
う
自
覚
が
あ
り
、
ア
メ
コ
ミ

映
画
が
浸
透
す
る
の
は
簡
単
で
な

い
。
イ
ベ
ン
ト
映
画
と
し
て
一
時
は

盛
り
上
が
っ
て
も
、
内
容
が
な
い
と

人
気
は
落
ち
る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人

気
に
頼
る
ば
か
り
で
な
く
、
独
創
的

な
映
画
も
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
る
。

の
衛
星
観
測
で
、
今
年
７
月
中
旬

に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
ほ
ぼ
全
域

で
氷
の
表
面
が
解
け
た
こ
と
が
判

明
。
ビ
ィ
ス
コ
さ
ん
に
よ
る
と
、

海
水
の
温
度
も
上
が
っ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
西
海
岸
の
漁
場

で
は
例
年
最
高
で
も
６
度
前
後
だ

っ
た
が
、
今
夏
は
９
・
５
度
を
記
録

し
た
。

　
海
水
温
上
昇
は
、
エ
ン
ガ
ワ
同

様
、
回
転
ず
し
に
並
ぶ
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
産
甘
エ
ビ
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
。
近
年
、
甘
エ
ビ
が

取
れ
る
海
域
が
北
上
し
て
遠
ざ

か
っ
て
い
る
と
い
う
。
同
社
は
６

年
前
、
南
部
の
加
工
工
場
を
北
部

に
移
し
た
。

　「
将
来
は
甘
エ
ビ
も
取
れ
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
代
わ
り
に
同
じ

海
域
で
サ
バ
や
ニ
シ
ン
が
取
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
ビ
ィ
ス
コ

さ
ん
。

　
北
極
の
海
が
確
実
に
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。

世
界
に
広
ま
り
、
64
年
の
グ
ラ
ミ

ー
賞
を
受
賞
し
た
。

　
少
女
は
当
時
17
歳
だ
っ
た
エ
ロ

イ
ザ
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
さ
ん
（
67
）。

流
行
し
始
め
た
曲
の
モ
デ
ル
が
自

分
だ
と
当
初
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

や
、
モ
デ
ル
だ
と
知
っ
た
恋
人
が
や

っ
か
ん
で
結
婚
を
急
い
だ
と
の
逸

話
が
残
っ
て
い
る
。

　
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
さ
ん
は
主
婦
業
の

傍
ら
、モ
デ
ル
と
し
て
も
活
動
。「
イ

パ
ネ
マ
の
娘
」
と
い
う
名
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
テ

レ
ビ
番
組
に
出
演
す
る
な
ど
今
も

活
躍
中
だ
。
曲
の
発
表
50
年
を
機
に

注
目
が
集
ま
る
中
「
曲
の
通
り
の
イ

メ
ー
ジ
を
維
持
す
る
の
は
大
変
。
若

い
時
代
は
も
う
終
わ
っ
た
け
れ
ど
、

今
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

ア
�
プ
ル
勝
利
の
評
決 

　
　
サ
ム
ス
ン
に
打
撃 

　
　
　
８
２
５
億
円
賠
償
命
令

温
暖
化
で
﹁
エ
ン
ガ
ワ
﹂
減
る

　
回
転
ず
し
に
も
影
響
？

ヒ
ー
ロ
ー
が
劇
場
を
席
巻

ア
メ
コ
ミ
人
気
に
沸
く
米
映
画

ア
ベ
ン
ジ
�
ー
ズ
な
ど
続
々

﹁
イ
パ
ネ
マ
の
娘
﹂
誕
生
50
年

　
世
界
中
で
親
し
ま
れ
て

　
　
モ
デ
ル
の
女
性
、
今
も
活
躍

米スマホ裁判
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世
界
に
広
ま
り
、
64
年
の
グ
ラ
ミ

ー
賞
を
受
賞
し
た
。

　
少
女
は
当
時
17
歳
だ
っ
た
エ
ロ

イ
ザ
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
さ
ん
（
67
）。

流
行
し
始
め
た
曲
の
モ
デ
ル
が
自

分
だ
と
当
初
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

や
、
モ
デ
ル
だ
と
知
っ
た
恋
人
が
や

っ
か
ん
で
結
婚
を
急
い
だ
と
の
逸

話
が
残
っ
て
い
る
。

　
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
さ
ん
は
主
婦
業
の

傍
ら
、モ
デ
ル
と
し
て
も
活
動
。「
イ

パ
ネ
マ
の
娘
」
と
い
う
名
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
テ

レ
ビ
番
組
に
出
演
す
る
な
ど
今
も

活
躍
中
だ
。
曲
の
発
表
50
年
を
機
に

注
目
が
集
ま
る
中
「
曲
の
通
り
の
イ

メ
ー
ジ
を
維
持
す
る
の
は
大
変
。
若

い
時
代
は
も
う
終
わ
っ
た
け
れ
ど
、

今
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

JAPAN NEWS

【
８
月
22
日
共
同
】

　
日
本
の
真
骨
頂
「
美
し
い
体
操
」

を
世
界
に
見
せ
つ
け
た
。
男
子

体
操
個
人
総
合
で
内
村
航
平
選
手

（
23
）
は
風
格
漂
う
演
技
の
連
続
で
、

観
客
を
魅
了
し
た
。「
夢
み
た
い
で
、

ち
ょ
っ
と
信
じ
ら
れ
な
い
」。
表
彰

台
の
一
番
上
。
首
に
掛
け
ら
れ
た

金
メ
ダ
ル
を
見
つ
め
、
そ
の
感
触

を
手
で
確
か
め
る
と
、
最
高
の
笑

顔
が
は
じ
け
た
。

　「
や
っ
と
こ
こ
ま
で
来
た
と
い
う

思
い
で
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
込
み

上
げ
て
き
た
。（
金
メ
ダ
ル
は
）
重

た
い
し
、
一
番
輝
い
て
い
る
」

　
揚
が
っ
て
い
く
日
の
丸
を
感
慨

深
そ
う
に
眺
め
、
歓
声
に
手
を

振
っ
て
応
え
る
。「
こ
れ
か
ら
も

体
操
人
生
は
続
く
。
演
技
で
恩
返

し
し
て
い
き
た
い
」。
応
援
し
て

く
れ
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
言
葉

も
口
に
し
た
。

　
最
初
の
種
目
は
内
村
選
手
に

と
っ
て
「
鬼
門
」
と
さ
れ
る
あ
ん
馬
。

緊
張
か
ら
か
、
演
技
前
に
大
き
く

息
を
吐
き
出
し
た
。「
あ
ん
馬
を
乗

り
切
れ
ば
い
い
流
れ
に
乗
っ
て
最

後
ま
で
行
け
る
」。
着
地
を
決
め
る

と
思
わ
ず
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
が
飛
び

出
し
た
。

【
８
月
10
日
共
同
】

　
手
で
顔
を
覆
っ
て
泣
き
続
け
た
。

五
輪
決
勝
で
敗
れ
、
銀
メ
ダ
ル
と

な
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
宮
間
あ
や
選

手
（
27
）。
主
将
と
し
て
、
攻
守
の

要
と
し
て
の
重
責
を
負
い
、
チ
ー

ム
を
引
っ
張
っ
て
き
た
。「
金
メ

ダ
ル
を
取
り
た
か
っ
た
け
ど
、
銀

を
取
れ
た
の
も
、
す
て
き
な
仲
間

た
ち
と
だ
っ
た
か
ら
。
誇
り
に
思

い
ま
す
」
と
感
慨
深
そ
う
に
語
っ

た
。
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
け
ん

引
者
は
、
高
校
時
代
か
ら
ク
ラ
ス

全
体
に
目
配
り
を
す
る
リ
ー
ダ
ー

役
だ
っ
た
。

　
千
葉
県
大
網
白
里
町
出
身
。
県

立
幕
張
総
合
高
に
進
ん
だ
が
、
在

学
中
か
ら
岡
山
県
美
作
市
の
岡
山

湯
郷
ベ
ル
に
通
っ
て
い
た
。
金
曜

日
の
夕
方
、
授
業
が
終
わ
る
と
岡

山
に
移
動
し
、
日
曜
日
の
試
合
後

に
千
葉
に
帰
る
生
活
だ
っ
た
。

　
当
時
の
同
校
サ
ッ
カ
ー
部
部
長

で
３
年
生
の
と
き
に
ク
ラ
ス
担
任

も
し
た
今
泉
守
正
さ
ん
（
41
）
に
よ

る
と
「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
で
、
こ
の

環
境
を
自
分
が
選
ん
だ
ん
だ
か
ら
」

と
決
し
て
弱
音
は
吐
か
な
か
っ
た
。

　
高
校
で
は
、
人
懐
っ
こ
い
性
格

で
、
ど
ん
な
生
徒
に
も
分
け
隔
て

な
く
声
を
掛
け
た
。「
あ
ま
り
真
面

目
で
は
な
い
子
や
、
学
校
を
休
み

が
ち
な
子
に
も
『
お
ま
え
何
や
っ

て
ん
だ
よ
』
み
た
い
な
感
じ
で
ス

パ
ー
ン
と
入
っ
て
い
く
。
昔
の
が

き
大
将
の
よ
う
な
タ
イ
プ
。
芯
の

通
っ
た
や
ん
ち
ゃ
と
言
う
の
か
な
」

と
今
泉
さ
ん
。

　
体
育
祭
や
文
化
祭
に
な
る
と
、
皆

で
一
緒
に
や
り
遂
げ
よ
う
と
盛
り

上
げ
た
。

　
今
泉
さ
ん
は
20
歳
以
下
の
日
本

代
表
監
督
を
務
め
た
こ
と
が
あ
り
、

代
表
に
な
っ
て
か
ら
の
宮
間
選
手

も
知
っ
て
い
る
。
試
合
中
の
苦
し
い

時
間
帯
に
自
分
を
犠
牲
に
し
て
で

も
チ
ー
ム
の
た
め
に
頑
張
る
。
コ
ー

チ
か
ら
厳
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
落

ち
込
ん
だ
チ
ー
ム
メ
ー
ト
に
声
を

掛
け
る
―
。
今
泉
さ
ん
は
学
校
で

も
代
表
チ
ー
ム
で
も
変
わ
ら
な
い

宮
間
選
手
の
姿
を
見
た
。

　
所
属
の
湯
郷
ベ
ル
で
も
チ
ー
ム

の
中
心
だ
。
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
は
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
多

く
の
観
客
が
集
ま
り
、
宮
間
選
手

に
ボ
ー
ル
が
渡
る
と
歓
声
が
高
ま

る
。
黒
田
和
則
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
「
今
年
入
っ
た
４
人
の

選
手
は
、
宮
間
と
一
緒
に
や
り
た

い
と
言
っ
て
入
っ
て
き
た
。
チ
ー

ム
の
誰
も
が
全
幅
の
信
頼
を
置
い

て
い
る
」
と
語
る
。

　
な
で
し
こ
の
主
将
に
は
今
年
２

月
、
沢
穂
希
選
手
（
33
）
の
後
を

引
き
継
ぐ
形
で
任
命
さ
れ
た
。「
み

ん
な
が
自
分
を
出
せ
る
雰
囲
気
を

つ
く
っ
て
い
け
た
ら
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
た
。

　
米
国
戦
の
後
、
ピ
ッ
チ
で
号
泣

し
た
宮
間
選
手
は
チ
ー
ム
メ
ー
ト

に
次
々
に
肩
を
抱
か
れ
た
。「
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
や
り
切
れ
た
。

お
互
い
を
信
じ
て
や
っ
て
こ
ら
れ

た
。
み
ん
な
に
感
謝
し
て
い
る
」

と
最
後
は
笑
顔
も
見
せ
た
。

　
３
番
目
の
跳
馬
で
ト
ッ
プ
に

立
っ
た
後
は
、
ラ
イ
バ
ル
た
ち
を

寄
せ
付
け
な
か
っ
た
。
平
行
棒
、

鉄
棒
と
演
技
が
続
く
。
空
中
で
の

美
し
い
姿
勢
と
、
地
面
に
吸
い
付

く
よ
う
な
着
地
の
連
発
に
観
客
の

視
線
は
集
ま
り
、
拍
手
と
歓
声
が

増
え
て
い
っ
た
。

　
最
終
種
目
の
床
運
動
。
着
地
が

少
し
乱
れ
た
。
演
技
終
了
後
、
照

れ
笑
い
し
な
が
ら
「
ご
め
ん
」
と

言
う
よ
う
に
観
客
席
に
向
か
っ
て

手
を
合
わ
せ
た
。
勝
利
を
確
信
し

た
の
か
、
全
選
手
の
演
技
が
終
わ

る
の
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
で

待
つ
。
金
が
決
ま
る
と
穏
や
か
な

笑
顔
を
見
せ
た
。

　
世
界
選
手
権
で
３
連
覇
し
、
ロ

ン
ド
ン
五
輪
で
の
金
メ
ダ
ル
へ
の

自
信
を
口
に
し
て
い
た
内
村
選
手
。

団
体
で
銀
を
獲
得
し
た
が
「
４
年

前
も
中
国
の
金
メ
ダ
ル
を
う
ら
や

【
７
月
27
日
共
同
】

　
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
大
手
は
、

ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
出
場
す
る
選
手

に
最
新
の
素
材
を
使
う
な
ど
し
た

シ
ュ
ー
ズ
を
提
供
す
る
。
五
輪
は
技

術
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
場
だ
け

に
、
選
手
の
活
躍
を
通
じ
ブ
ラ
ン
ド

の
浸
透
を
狙
う
。
選
手
が
使
っ
て
い

る
モ
デ
ル
の
商
品
化
や
技
術
を
普

及
品
に
も
広
げ
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
販
売
の
拡
大
も
目
指
す
。

　
ア
シ
ッ
ク
ス
の
マ
ラ
ソ
ン
シ
ュ
ー

ズ
は
、
男
女
計
３
選
手
が
履
く
予
定
。

中
本
健
太
郎
選
手
が
使
う
製
品
は
石

畳
の
路
面
対
策
と
し
て
、
ス
ポ
ン
ジ

材
の
配
合
を
工
夫
し
衝
撃
が
少
な
く

な
る
よ
う
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
高
め

た
。
コ
ー
ス
は
カ
ー
ブ
が
多
い
こ
と

か
ら
、
靴
裏
の
一
部
に
六
角
形
の
構

造
を
取
り
入
れ
、
カ
ー
ブ
を
曲
が
る

際
で
も
地
面
を
し
っ
か
り
と
と
ら
え

る
「
グ
リ
ッ
プ
力
」
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

　
こ
の
シ
ュ
ー
ズ
の
特
徴
を
備
え

た
商
品
を
８
月
に
売
り
だ
す
。

　
藤
原
新
選
手
に
は
本
人
の
希
望

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
レ
ー
ス
で

履
い
た
シ
ュ
ー
ズ
と
ほ
ぼ
同
じ
製

品
を
渡
し
た
。
ア
シ
ッ
ク
ス
の
開
発

担
当
者
は
「
選
手
の
声
と
研
究
開
発

者
の
声
を
合
わ
せ
た
製
品
が
で
き

た
」
と
自
信
を
見
せ
て
い
る
。

　
ミ
ズ
ノ
は
、
卓
球
や
ハ
ン
マ
ー

投
げ
の
選
手
に
シ
ュ
ー
ズ
を
提
供
。

卓
球
で
は
、
高
い
グ
リ
ッ
プ
力
を
求

め
る
福
原
愛
選
手
向
け
に
、
靴
裏

に
滑
り
に
く
い
ゴ
ム
素
材
を
使
っ

た
製
品
を
開
発
し
た
。
福
原
選
手

の
シ
ュ
ー
ズ
に
は
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
、

石
川
佳
純
選
手
に
は
本
人
の
年
齢

に
ち
な
ん
だ
「
19
」
の
刺
し
ゅ
う
を

あ
し
ら
い
、
デ
ザ
イ
ン
面
で
も
選
手

の
要
望
を
反
映
さ
せ
た
。

　
雨
が
多
い
と
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン

の
事
情
を
踏
ま
え
、
ハ
ン
マ
ー
投
げ

の
室
伏
広
治
選
手
に
は
雨
天
用
の

シ
ュ
ー
ズ
を
準
備
。
柔
ら
か
い
ゴ
ム

素
材
を
使
っ
て
お
り
、
回
転
す
る
際

に
靴
裏
と
地
面
の
間
の
水
を
は
じ

き
出
せ
る
よ
う
に
し
た
。

【
８
月
９
日
共
同
】

　
ど
ん
底
を
く
ぐ
り
抜
け
て
つ
か

ん
だ
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
だ
。
レ
ス

リ
ン
グ
の
小
原
日
登
美
選
手
（
31
）

は
大
き
な
挫
折
を
味
わ
っ
て
落
ち

込
み
、
う
つ
病
に
な
っ
た
が
、
家
族

の
支
え
を
得
な
が
ら
乗
り
越
え
て

き
た
。「
恩
返
し
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」。
万
感
の
思
い
を
込
め
、
金
メ

ダ
ル
を
家
族
の
い
る
観
客
席
に
向

け
て
持
ち
上
げ
て
見
せ
た
。

　
青
森
県
八
戸
市
出
身
。
小
学
３
年

で
競
技
を
始
め
た
。
高
校
３
年
で
全

国
大
会
に
優
勝
し
、
中
京
女
子
大

（
現
・
至
学
館
大
）
２
年
の
と
き
に

は
世
界
選
手
権
51
キ
ロ
級
を
制
し

た
。
レ
ス
リ
ン
グ
人
生
は
順
風
満
帆

だ
っ
た
。

　
そ
の
こ
ろ
２
０
０
４
年
ア
テ
ネ

五
輪
か
ら
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
が
競

技
種
目
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

だ
が
51
キ
ロ
級
は
対
象
外
。
妹
真
喜

子
さ
ん
（
26
）
の
い
る
48
キ
ロ
級
に

す
る
か
、
吉
田
沙
保
里
選
手
（
29
）

が
立
ち
は
だ
か
る
55
キ
ロ
級
に
す

る
か
。「
姉
妹
が
戦
う
姿
は
見
た
く

な
い
」
と
の
父
清
美
さ
ん
（
57
）
の

ひ
と
言
で
55
キ
ロ
級
を
選
ん
だ
。

　
02
年
12
月
下
旬
の
全
日
本
選
手

権
決
勝
。
吉
田
選
手
に
わ
ず
か
25
秒

で
敗
れ
た
。
隣
の
マ
ッ
ト
で
は
妹
が

初
優
勝
し
た
。「
自
分
に
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
道
が
な
い
」。
パ
ニ
ッ
ク

に
陥
っ
た
。

　
年
明
け
か
ら
毎
日
、
実
家
に
電

話
し
「
レ
ス
リ
ン
グ
を
や
め
た
い
」

と
漏
ら
し
た
。
自
ら
の
命
を
絶
つ
こ

と
を
考
え
た
瞬
間
も
。
03
年
７
月
、

実
家
に
戻
っ
た
。「
目
を
つ
ぶ
る
の

が
怖
い
」。
眠
っ
て
い
て
も
吉
田
選

手
に
負
け
た
場
面
が
よ
み
が
え
っ

て
目
を
覚
ま
す
。

　
母
万
理
子
さ
ん
（
56
）
は
娘
の
話

に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
た
。「
レ
ス

リ
ン
グ
が
原
因
の
苦
し
み
は
、
レ
ス

リ
ン
グ
で
制
す
る
し
か
な
い
」
と
考

え
た
清
美
さ
ん
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

に
連
れ
出
し
自
転
車
で
伴
走
し
た
。

両
親
の
サ
ポ
ー
ト
で
少
し
ず
つ
気

持
ち
が
安
定
し
て
い
っ
た
。

　
04
年
の
年
明
け
、
母
校
の
練
習
に

参
加
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
レ
ス

リ
ン
グ
の
楽
し
さ
も
再
発
見
。
練
習

を
再
開
し
て
北
京
五
輪
の
代
表
を

目
指
し
た
が
、
ま
た
も
や
吉
田
選
手

に
阻
ま
れ
、
引
退
し
て
コ
ー
チ
に

な
っ
た
。
妹
を
ロ
ン
ド
ン
に
行
か
せ

る
こ
と
が
、
姉
の
夢
に
な
っ
た
。

　
転
機
は
09
年
９
月
の
世
界
選
手

権
。
２
回
戦
で
負
け
、
限
界
を
感

じ
た
真
喜
子
さ
ん
は
姉
に
告
げ
た
。

「
日
登
美
が
五
輪
を
目
指
し
た
方
が

い
い
」。
妹
か
ら
姉
に
バ
ト
ン
が
渡

さ
れ
た
。
48
キ
ロ
級
で
復
帰
後
は
世

界
選
手
権
を
２
連
覇
。
集
大
成
と
し

て
五
輪
に
照
準
を
合
わ
せ
て
き
た
。

　
決
勝
戦
で
勝
利
が
決
ま
る
と

マ
ッ
ト
に
し
ゃ
が
み
込
ん
だ
。「
み

ん
な
で
取
っ
た
金
メ
ダ
ル
。
マ
ッ
ト

に
立
つ
と
き
も
一
人
じ
ゃ
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
戦
え
た
」
と
涙
を
流

し
た
。
清
美
さ
ん
は
感
無
量
の
面
持

ち
で
言
っ
た
。「
夢
み
た
い
。
い
ろ

ん
な
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
こ
こ

ま
で
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
」

ま
し
そ
う
に
見
て
い
た
の
を
思
い

出
し
た
。
今
ま
で
何
を
し
て
き
た

の
だ
ろ
う
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

　「
本
当
に
苦
し
く
て
、
今
日
も
ど

う
な
る
か
と
思
っ
て
い
た
。
強
い

気
持
ち
で
演
技
し
な
き
ゃ
と
思
っ

た
」。
金
メ
ダ
ル
後
に
そ
う
振
り
返

り
「
自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を

証
明
で
き
た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

　
会
場
で
観
戦
し
た
父
和
久
さ
ん

（
51
）
は
「
こ
こ
数
日
疲
れ
て
い
る

感
じ
が
し
て
、
大
丈
夫
か
な
と
思
っ

て
い
た
が
、
言
っ
た
こ
と
を
実
現

す
る
の
は
す
ご
い
」
と
息
子
を
た

た
え
た
。

　 

け
が
を
し
た
山
室
光
史
選
手

（
23
）
の
� 

代
役 

�
と
し
て
出
場
し

た
田
中
和
仁
選
手
（
27
）
は
手
痛

い
ミ
ス
で
メ
ダ
ル
を
逃
し
「
い
や
ー

悔
し
い
」
と
漏
ら
し
た
が
、「
自
分

ら
し
い
演
技
は
で
き
た
の
か
な
」

と
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
い
た
。

真
骨
頂
、
観
客
を
魅
了

　
　
金
の
輝
き
「
夢
み
た
い
」

　
　
　
　
体
操
人
生
こ
れ
か
ら
も 

五
輪
選
手
支
え
る
シ
�
ー
ズ

日
本
企
業
、
技
術
を
ア
ピ
ー
ル

重
責
負
�
た
主
将
が
号
泣

　
　「
仲
間
を
誇
り
に
思
う
」

　
　
　
リ
ー
ダ
ー
役
、
高
校
か
ら

ど
ん
底
経
て
頂
点
に 

　
　
家
族
の
支
え
で
歩
む 

　
　
　
　
万
感
込
め
「
恩
返
し
」
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【
７
月
30
日
共
同
】

　
多
く
の
死
者
、
行
方
不
明
者
を

出
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
度

目
の
夏
。
時
が
た
つ
に
つ
れ
、
大

切
な
人
を
亡
く
し
た
被
災
者
の
喪

失
、
そ
の
悲
し
み
を
置
き
去
り
に

し
て
、「
復
興
」
ば
か
り
が
声
高
に

叫
ば
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
、
生
者
と
死
者
の
新
た
な
関
係

を
紡
ぐ
言
葉
が
、
静
か
に
浸
透
し

始
め
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
死
者

と
と
も
に
生
き
て
い
る
、
と
。

▽
不
可
視
な
「
隣
人
」

　
大
学
職
員
の
小
原
武
久
さ
ん

（
56
）
は
、
宮
城
県
名
取
市
閖
上
地

区
の
自
宅
に
い
た
27
歳
の
息
子
を

津
波
で
亡
く
し
た
。「
現
実
を
受
け

入
れ
ら
れ
ず
、
夢
を
見
て
い
る
よ

う
な
毎
日
で
し
た
」。
職
場
の
大
学

の
准
教
授
に
手
記
の
執
筆
を
依
頼

さ
れ
た
の
は
、
震
災
か
ら
３
カ
月

が
た
っ
た
こ
ろ
。
同
僚
が
帰
っ
た

夕
暮
れ
時
の
職
場
で
、
一
人
パ
ソ

コ
ン
に
向
か
っ
た
。

　
在
り
し
日
の
面
影
、
必
死
で
行

方
を
捜
し
た
日
々
が
よ
み
が
え
り
、

悲
し
み
が
胸
を
満
た
し
て
い
く
。

「
そ
の
と
き
、
息
子
が
語
り
か
け
て

く
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
息
子
と
２
人
の
時
間
を
過
ご

し
、
一
緒
に
書
い
て
い
る
。
そ
ん

な
気
が
し
て
」

　
死
者
と
は
、
協
同
す
る
不
可
視

な
「
隣
人
」
で
あ
る
―
。
批
評
家

の
若
松
英
輔
さ
ん
は
著
書
「
魂
に

ふ
れ
る
」
で
そ
う
つ
づ
っ
た
。「
人

は
死
者
を
思
う
と
き
、
決
し
て
一

人
で
悲
し
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
は
必
ず
死
者

が
い
る
か
ら
」

　
若
松
さ
ん
自
身
も
一
昨
年
、
妻

を
が
ん
で
亡
く
し
た
。「
死
者
は
存

在
す
る
と
い
う
問
い
は
大
き
な
仮

説
。
で
も
私
に
と
っ
て
は
実
感
で

す
」。
そ
こ
に
あ
る
の
は「
死
に
よ
っ

て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
死
者
と

し
て
生
ま
れ
る
」
と
い
う
感
覚
だ
。

悲
し
み
と
は
「
死
者
が
近
づ
い
て

く
る
」
合
図
で
あ
り
、
逆
に
言
え

ば
「
悲
し
み
こ
そ
が
死
者
の
存
在

を
保
証
し
て
い
る
」。

　
今
こ
の
瞬
間
も
、
言
葉
も
音
も

持
た
な
い
死
者
の
「
声
」
を
待
ち

続
け
、
沈
黙
の
渦
中
に
あ
る
人
々

が
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
の
沈
黙
そ
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の
も
の
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
、

と
若
松
さ
ん
。「
沈
黙
に
至
ら
ざ

る
を
得
な
い
経
験
、
そ
の
苦
し
み

を
１
歩
生
き
た
と
き
、
自
分
の
横

に
死
者
が
い
る
と
感
じ
る
の
だ
と

思
う
」

　
同
書
で
若
松
さ
ん
は
「
死
者
と

生
き
る
と
は
、
死
者
の
思
い
出
に

閉
じ
こ
も
る
こ
と
で
は
な
い
。
今

を
、
生
き
る
こ
と
だ
」
と
書
い
た
。

死
者
と
は
困
難
を
解
決
し
て
く
れ

る
人
で
は
な
く
、
困
難
を
と
も
に

歩
い
て
く
れ
る
人
だ
と
。「
死
者
に

支
え
ら
れ
、
助
け
ら
れ
た
人
間
は

い
つ
か
必
ず
誰
か
を
助
け
る
。
悲

し
み
尽
く
し
た
人
は
誰
よ
り
も
人

の
悲
し
み
を
分
か
っ
て
あ
げ
ら
れ

る
。
今
、
こ
れ
以
上
の
希
望
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
」

▽
言
葉
以
前

　
哲
学
者
の
森
岡
正
博
さ
ん
は
著

書
「
生
者
と
死
者
を
つ
な
ぐ
」
で
「
死

者
と
と
も
に
生
き
て
い
る
と
い
う

リ
ア
ル
な
感
覚
」
を
こ
う
描
い
た
。

「
ふ
と
し
た
街
角
の
光
景
や
、
た
わ

い
な
い
日
常
や
、
自
然
の
移
り
ゆ

き
の
た
だ
中
に
、
私
た
ち
は
死
ん

で
し
ま
っ
た
人
の
い
の
ち
の
存
在

を
あ
り
あ
り
と
見
出
す
の
だ
」

　
宗
教
も
、
肉
体
か
ら
抜
け
出
る

魂
の
存
在
も
信
じ
て
い
な
い
と
い

う
森
岡
さ
ん
は
、
近
代
以
降
の
日

本
の
死
生
観
に
不
備
が
あ
っ
た
と

指
摘
す
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
言
葉

に
な
る
以
前
の
感
覚
と
し
て
多
く

の
人
が
持
っ
て
い
る
も
の
に
、
言

葉
を
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
」。

む
し
ろ
、
魂
の
存
在
や
、
お
盆
に

死
者
が
帰
っ
て
く
る
と
い
う
儀
式

は
、
こ
の
「
原
体
験
の
感
覚
」
が

基
本
に
あ
り
、
そ
れ
を
説
明
す
る

た
め
、
後
か
ら
「
発
明
」
さ
れ
た

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

　
生
者
と
死
者
が
出
会
い
、
交
わ

る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
一
方
で

「
わ
れ
わ
れ
が
大
切
に
し
て
き
た
伝

統
的
な
感
受
性
」
だ
と
い
う
。
例

え
ば
、
世
阿
弥
の
「
夢
幻
能
」
は
、

死
者
が
能
面
を
か
ぶ
っ
て
生
者
の

前
に
現
れ
、
語
り
か
け
、
舞
う
。

「
死
者
の
声
を
ど
う
聞
く
か
と
い
う

テ
ー
マ
を
能
は
描
い
て
き
た
。
そ

う
し
た
感
受
性
を
も
と
に
、
死
者

と
と
も
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

今
の
視
点
か
ら
言
葉
に
置
き
換
え

て
い
く
作
業
が
必
要
で
す
」
と
森

岡
さ
ん
。

　「
い
わ
く
言
い
難
い
感
覚
で
あ
る

た
め
、
口
に
し
た
り
、
考
え
た
り

す
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
人
々
に
、
そ
れ

は
あ
り
得
る
ん
だ
よ
、
そ
こ
か
ら

開
け
て
く
る
生
命
観
も
あ
る
ん
だ

よ
、
と
伝
え
た
い
」

【
８
月
10
日
共
同
】

　「
将
来
、
年
金
は
も
ら
え
る
の
か
」

「
希
望
が
持
て
る
社
会
を
」。
消
費
税

増
税
を
柱
と
す
る
一
体
改
革
関
連

法
が
成
立
し
た
。
期
待
す
る
意
見
が

あ
る
一
方
、
不
安
や
怒
り
の
声
も
。

年
金
に
つ
い
て
は
20
代
で
も
考
え

が
分
か
れ
た
。

　「
自
分
が
老
後
に
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
も
、
年
金
制
度
を
改
善

し
て
ほ
し
い
」。
法
政
大
法
学
部
３

年
の
松
山
聡
さ
ん
（
22
）
は
、
消

費
税
を
上
げ
る
こ
と
自
体
は
や
む

を
得
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ

将
来
年
金
を
も
ら
え
る
の
か
、
不

安
も
感
じ
る
。

　
子
ど
も
に
も
関
心
が
あ
る
。
一

時
は
教
員
を
目
指
し
、
学
童
保
育

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。「
定
員
超
え
で
学
童
保
育

に
入
れ
な
い
子
も
い
た
。
増
税
分

を
子
ど
も
の
た
め
に
使
う
の
は
賛

成
」
と
話
し
た
。

　
同
じ
20
代
で
も
「
一
体
何
の
た
め

の
増
税
か
」
と
憤
る
人
も
い
る
。

　
大
学
卒
業
後
に
就
職
し
た
企
業

【
８
月
24
日
共
同
】

　
読
売
新
聞
西
部
本
社
（
福
岡
市
）

の
記
者
が
７
月
、
福
岡
県
警
警
部

補
の
贈
収
賄
事
件
の
取
材
メ
モ
を
、

誤
っ
て
他
の
報
道
機
関
の
記
者
に

メ
ー
ル
送
信
し
、
同
社
は
８
月
、

紙
面
で
記
者
の
退
職
処
分
や
編
集

局
長
ら
の
更
迭
を
公
表
す
る
事
態

と
な
っ
た
。
同
社
は
処
分
理
由
を

「
取
材
源
の
秘
匿
と
い
う
重
い
記
者

倫
理
に
反
し
た
」
と
説
明
し
た
が
、

メ
ー
ル
誤
送
信
の
翌
日
の
朝
刊
に

同
事
件
の
記
事
を
掲
載
し
た
こ
と

に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
識
者

か
ら
は
「
取
材
源
の
保
護
よ
り
特

ダ
ネ
を
優
先
さ
せ
た
」
と
の
指
摘

も
出
て
い
る
。

▽
特
定
さ
れ
る
危
険

　
７
月
20
日
午
後
９
時
９
分
。
新

聞
・
テ
レ
ビ
・
通
信
社
の
14
社
が

加
盟
す
る
福
岡
司
法
記
者
会
に
所

属
す
る
読
売
記
者
か
ら
、
他
社
の

記
者
に
取
材
メ
モ
が
メ
ー
ル
で
一

斉
送
信
さ
れ
た
。

　
警
部
補
が
捜
査
情
報
漏
え
い
の

見
返
り
に
暴
力
団
関
係
者
か
ら
現

金
を
受
け
取
っ
た
疑
い
が
あ
り
、

県
警
が
内
偵
捜
査
し
て
い
る
と
の

内
容
。

　
取
材
結
果
を
社
内
の
デ
ス
ク
や

同
僚
記
者
に
送
信
し
よ
う
と
し
て

誤
っ
た
と
い
う
。

　
原
因
は
「
送
信
済
み
メ
ー
ル
」

か
ら
13
社
に
送
っ
た
メ
ー
ル
を
選

択
し
、「
全
員
に
返
信
」
す
る
方

法
を
取
っ
た
「
過
失
」
だ
っ
た
が
、

事
件
は
全
社
に
知
れ
渡
っ
た
。

　
問
題
は
、
メ
モ
に
取
材
源
に
関

係
す
る
具
体
的
な
肩
書
が
記
さ
れ

て
い
た
こ
と
だ
。
取
材
源
が
特
定

さ
れ
る
危
険
が
あ
り
、
読
売
新
聞

西
部
本
社
も
「
取
材
関
係
者
を
窮

地
に
追
い
込
み
、
多
大
な
苦
痛
を

与
え
た
」
と
し
て
い
る
。

▽
特
ダ
ネ
優
先
？

　
波
紋
は
さ
ら
に
広
が
る
。
同
社

だ
け
が
翌
21
日
付
朝
刊
で
、
誤
送

信
し
た
取
材
メ
モ
の
事
件
を
「
警

部
補
　
組
関
係
者
に
捜
査
情
報
」

と
の
見
出
し
で
１
面
ト
ッ
プ
に
掲

載
し
た
。
な
ぜ
報
じ
た
の
か—

。

同
社
広
報
宣
伝
部
は
共
同
通
信
の

取
材
に
「
個
別
の
記
事
掲
載
の
経

緯
に
つ
い
て
は
お
答
え
し
て
い
ま

せ
ん
」
と
回
答
し
た
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
谷
昭
宏

氏
は
「
一
番
の
問
題
は
誤
送
信
し

た
取
材
メ
モ
の
事
件
を
記
事
化
し

た
こ
と
。
誤
送
信
で
ニ
ュ
ー
ス

ソ
ー
ス
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、

記
事
化
し
た
こ
と
で
二
重
に
迷
惑

を
か
け
た
。
取
材
源
に
対
す
る
認

識
が
あ
ま
り
に
も
軽
す
ぎ
る
」
と

批
判
し
た
。

　
取
材
メ
モ
は
そ
の
後
、
一
部
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
に
も

流
出
し
た
。

▽
取
材
源
の
保
護

　
一
連
の
事
態
は
当
事
者
以
外
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。「
メ

モ
の
扱
い
は
大
丈
夫
か
」。
共
同

通
信
の
記
者
は
贈
収
賄
事
件
で
取

材
先
と
接
触
し
た
際
、
こ
ん
な
言

で
、
暴
言
を
吐
か
れ
る
な
ど
度
重
な

る
嫌
が
ら
せ
を
受
け
、
今
夏
退
職
し

た
女
性
（
25
）。「
年
金
の
た
め
と
言

う
が
、
自
分
の
世
代
は
ど
う
せ
も
ら

え
な
い
と
思
う
。
周
り
も
同
じ
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。
政
治
家
は
ち
ゃ

ん
と
説
明
す
べ
き
だ
」
と
話
す
。

　
新
し
い
職
場
の
月
給
は
約
５
万

円
下
が
っ
た
。
外
食
は
控
え
、
節
約

は
当
た
り
前
。
そ
れ
で
も
将
来
の
不

安
は
拭
え
な
い
。「
給
料
も
上
が
ら

な
い
、
仕
事
に
生
き
が
い
も
持
て
な

い
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
、
若
者
が

希
望
を
持
て
る
よ
う
な
社
会
づ
く

り
を
優
先
し
て
ほ
し
い
」

　
子
育
て
支
援
で
は
評
価
す
る
声

が
多
い
。
全
国
認
定
こ
ど
も
園
協

会
の
古
渡
一
秀
副
代
表
理
事
は
「
新

子
育
て
施
策
関
連
法
が
成
立
す
る

か
、
ひ
や
ひ
や
し
な
が
ら
見
守
っ
て

い
た
」
と
ほ
っ
と
し
た
様
子
。

　
関
連
法
で
は
認
定
こ
ど
も
園
の
増

加
を
阻
ん
で
き
た
文
部
科
学
、
厚
生

労
働
両
省
の
縦
割
り
行
政
の
弊
害
が

解
消
さ
れ
る
。

　
古
渡
さ
ん
は
「
幼
稚
園
、
保
育
所

と
と
も
に
財
源
が
内
閣
府
に
一
本
化

さ
れ
る
。『
子
ど
も
家
庭
省
』
の
よ

う
な
省
庁
が
で
き
る
第
一
歩
で
、
保

護
者
に
と
っ
て
も
意
義
は
大
き
い
」

と
喜
ぶ
。
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
料

に
公
定
価
格
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
「
料
金
で
良
し
あ
し
を
判
断

す
る
の
で
は
な
く
、
保
育
の
質
や
内

容
で
施
設
を
選
択
で
き
る
」
と
評
価

し
た
。

　
一
方
、「
一
体
改
革
」
の
恩
恵
が

本
当
に
困
っ
て
い
る
人
に
届
く
か
疑

問
の
声
も
。

　
東
京
・
山
谷
地
域
な
ど
で
、
約

１
２
０
０
人
の
生
活
困
窮
者
に
食
事

や
住
ま
い
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
る
さ
と
の

会
」。
滝
脇
憲
常
務
理
事
は
「
消
費

税
が
上
が
れ
ば
支
援
事
業
の
経
費
は

か
さ
む
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
税
制
面
で
の

優
遇
は
な
く
運
営
が
苦
し
く
な
る
」

と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。

　
会
で
は
失
業
者
の
就
労
支
援
の
た

め
生
活
保
護
制
度
を
利
用
し
な
い
こ

と
も
多
い
。
滝
脇
理
事
は
「
制
度
ば

か
り
つ
く
っ
て
も
膨
大
な
費
用
が
か

か
る
だ
け
。
現
場
の
事
業
に
直
接
、

財
政
支
援
し
て
ほ
し
い
」
と
注
文
を

付
け
た
。

葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

　
あ
る
捜
査
関
係
者
は
、
自
ら
も

命
を
懸
け
て
捜
査
協
力
者
を
守
っ

て
い
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
「（
取

材
源
を
）
守
る
に
は
細
心
の
慎
重

さ
が
必
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　
最
高
裁
は
取
材
源
の
秘
匿
を
容

認
す
る
判
断
を
示
し
て
い
る
。
米

国
健
康
食
品
会
社
の
日
本
法
人
へ

の
課
税
処
分
を
め
ぐ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記

者
の
裁
判
で
２
０
０
６
年
、「
取
材

源
は
職
業
の
秘
密
に
当
た
る
。
取

材
源
の
秘
密
は
取
材
の
自
由
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
で
、
社
会
的

価
値
を
持
つ
」
と
し
て
取
材
源
に

か
か
わ
る
民
事
裁
判
で
の
証
言
拒

絶
を
認
め
た
。

　
記
者
に
は
権
力
監
視
と
い
う
使

命
が
あ
る
。
権
力
の
不
正
を
暴
き
、

隠
さ
れ
た
真
実
を
伝
え
る
に
は
、

勇
気
あ
る
内
部
告
発
者
が
必
要

だ
。
記
者
に
取
材
源
を
守
ろ
う
と

す
る
徹
底
し
た
姿
勢
が
な
け
れ
ば
、

勇
気
あ
る
告
発
は
な
く
な
り
、
国

民
の
知
る
権
利
に
応
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
大
谷
氏
も
「
棺
お
け

ま
で
持
っ
て
い
く
の
が
ニ
ュ
ー
ス

ソ
ー
ス
。
命
の
次
に
重
い
も
の
だ
」

と
強
調
し
た
。

　
記
者
が
最
優
先
す
べ
き
は
、
取

材
源
の
保
護
だ
。

悲
し
み
の
と
き
、
そ
こ
に
い
る

紡
ぎ
出
す
新
た
な
関
係 

期
待
と
不
安
、
怒
り
も

　
　
　
20
代
、
意
見
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
は
評
価

取
材
源
保
護
か
特
ダ
ネ
か

メ
ー
ル
誤
送
信
の
翌
日
記
事
化
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問
の
声
も
。

　
東
京
・
山
谷
地
域
な
ど
で
、
約

１
２
０
０
人
の
生
活
困
窮
者
に
食
事

や
住
ま
い
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
る
さ
と
の

会
」。
滝
脇
憲
常
務
理
事
は
「
消
費

税
が
上
が
れ
ば
支
援
事
業
の
経
費
は

か
さ
む
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
税
制
面
で
の

優
遇
は
な
く
運
営
が
苦
し
く
な
る
」

と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。

　
会
で
は
失
業
者
の
就
労
支
援
の
た

め
生
活
保
護
制
度
を
利
用
し
な
い
こ

と
も
多
い
。
滝
脇
理
事
は
「
制
度
ば

か
り
つ
く
っ
て
も
膨
大
な
費
用
が
か

か
る
だ
け
。
現
場
の
事
業
に
直
接
、

財
政
支
援
し
て
ほ
し
い
」
と
注
文
を

付
け
た
。

JAPAN NEWS

【
８
月
20
日
共
同
】

　
の
ら
く
ろ
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
、
き
か
ん
し
ゃ

ト
ー
マ
ス
…
。
昔
か
ら
擬
人
化
さ

れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
人
気
だ
が
、

近
年
は
物
や
動
物
を
美
少
女
や
美

男
子
と
し
て
描
き
、
何
を
人
間
に

模
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な

漫
画
や
ア
ニ
メ
が
増
え
て
い
る
。

最
先
端
の
擬
人
化
か
ら
、
娯
楽
へ

の
追
求
を
続
け
る
現
代
の
文
化
の

姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

▽
完
全
な
人
間
化

　
こ
の
夏
注
目
を
集
め
て
い
る
の

が
、
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
な
ど
で
放
送
の

ア
ニ
メ
「
う
ぽ
っ
て
!!
」。
学
園

ド
ラ
マ
を
繰
り
広
げ
る
少
女
た
ち

は
、
実
は
擬
人
化
さ
れ
た
銃
器
だ
。

鉄
道
路
線
が
美
男
子
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
描
か
れ
る
人
気
漫
画

「
青
春
鉄
道
」
な
ど
、
か
つ
て
は
考

え
付
か
な
か
っ
た
よ
う
な
作
品
が

【
８
月
８
日
共
同
】

　
デ
ビ
ュ
ー
８
周
年
を
迎
え
る
ア

イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
関
ジ
ャ
ニ
∞
」

が
勢
い
に
乗
っ
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー

７
人
全
員
の
映
画
「
エ
イ
ト
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
が
７
月
に
公
開
さ
れ
て

話
題
と
な
り
、
主
題
歌
の
「
Ｅ
Ｒ
」

は
１
週
間
で
33
万
枚
を
売
り
上
げ

た
。
８
月
に
は
千
葉
、
大
阪
で
イ

ベ
ン
ト
「
∞
祭
」
を
開
き
、
５
日

間
で
20
万
人
の
フ
ァ
ン
が
集
結
。

そ
の
人
気
を
探
っ
た
。

▽
友
達
同
士
の
よ
う

　
４
日
、
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ

で
の
∞
祭
に
は
４
万
２
５
０
０
人

が
詰
め
掛
け
た
。
ラ
イ
ブ
、
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
写
真
や
衣
装
の
展

示
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
、

多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
擬
人
化
の
歴
史
は
古
い
。
学
習

院
女
子
大
非
常
勤
講
師
の
伊
藤
慎

吾
さ
ん
に
よ
る
と
、
絵
に
限
定
し

な
け
れ
ば
イ
ン
ド
の
仏
典
な
ど
古

今
東
西
に
あ
る
。
日
本
で
は
平
安

末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
「
鳥
獣
戯

画
」（
国
宝
）
も
擬
人
画
だ
。
本
格

的
に
広
ま
っ
た
の
は
室
町
時
代
以

降
と
い
う
。

　「
室
町
時
代
に
多
い
の
は
、
顔
は

動
植
物
、
体
は
人
間
と
い
う
も
の
。

江
戸
時
代
に
は
、
人
の
衣
服
の
模

様
な
ど
で
何
の
擬
人
化
か
を
表
す

絵
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
近
年
の

擬
人
化
は
説
明
が
な
い
と
分
か
ら

ず
、
日
本
史
的
に
み
て
も
か
な
り

特
殊
で
す
」。
伊
藤
さ
ん
は
そ
れ
を

「
完
全
な
人
間
化
」
と
呼
ぶ
。

▽
「
ヘ
タ
リ
ア
」

　「
完
全
な
人
間
化
」
を
広
く
普
及

し
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ

フ
ァ
ン
は
広
い
会
場
を
移
動
し
て

回
っ
た
。

　
新
潟
市
の
女
子
大
学
生
（
18
）

が
「
ラ
イ
ブ
よ
り
も
楽
し
み
」
と

言
う
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
横
山
裕
と

村
上
信
五
が
メ
ン
バ
ー
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
話
を
向
け
る
。
学
校
の
休

み
時
間
に
、
友
達
同
士
が
繰
り

広
げ
る
よ
う
な
楽
し
い
会
話
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
続
き
、
笑
い

が
起
き
た
。

　
ラ
イ
ブ
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
バ

ン
ド
を
組
み
、
渋
谷
す
ば
る
の
艶

や
か
な
歌
声
を
軸
に
、
ク
ー
ル
に

決
め
る
。
一
方
で
、
み
な
で
尻
を

振
り
な
が
ら
ひ
ょ
う
き
ん
な
表
情

で
歌
う
。
ラ
イ
ブ
で
歌
の
合
間
に

披
露
し
て
い
た
コ
ン
ト
か
ら
発
展

し
た
の
が
映
画
「
エ
イ
ト
レ
ン

と
い
っ
た
国
を
美
男
子
と

し
て
描
き
、
第
２
次
世
界

大
戦
中
の
国
際
関
係
な
ど

を
コ
ミ
カ
ル
に
表
現
す
る

漫
画
「
ヘ
タ
リ
ア
」
だ
。

　
こ
た
つ
で
憩
う
日
独
伊

が
ほ
の
ぼ
の
と
三
国
同
盟

を
締
結
し
た
り
、
英
仏
合

併
を
試
み
る
フ
ラ
ン
ス
が

イ
ギ
リ
ス
に
結
婚
を
迫
っ

た
り
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
発
表
さ
れ
た
作
品
が

話
題
を
呼
び
、
２
０
０
８

年
の
コ
ミ
ッ
ク
化
を
機
に

ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
、
こ
の
ブ
ー

ム
の
背
景
に
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

へ
の
愛
着
を
表
す
「
萌
え
」
を
重

視
し
た
「
萌
え
擬
人
化
」
が
あ
る

と
み
る
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
主

に
「
ボ
ー
イ
ズ
ラ
ブ
」
と
呼
ば
れ

る
男
性
同
士
の
恋
愛
を
扱
う
漫
画

上
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。

　「
萌
え
る
」
こ
と
が
目
的
で
あ
る

以
上
、
原
形
が
残
っ
て
い
る
か
ど

う
か
は
重
視
さ
れ
な
い
。
回
転
ず

し
、
フ
ォ
ン
ト
、
デ
パ
ー
ト
、
家

電
製
品
、
祝
日
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

ジ
ャ
ー
」
だ
。

　
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
に
詳
し
い
江
戸
川

大
の
西
条
昇
准
教
授
は
「
関
西
弁

で
掛
け
合
い
を
す
る
が
、
お
笑
い

タ
レ
ン
ト
ほ
ど
、
ど
ぎ
つ
く
な
い
。

面
白
く
親
し
み
や
す
い
関
西
の
お

兄
ち
ゃ
ん
的
な
と
こ
ろ
が
魅
力
」

と
言
う
。

▽
「
頑
張
っ
た
な
」

　
道
の
り
は
平
た
ん
で
は
な
か
っ

た
。
関
西
出
身
者
ば
か
り
８
人
で

結
成
し
２
０
０
４
年
９
月
に
、
ジ
ャ

ニ
ー
ズ
と
し
て
は
異
例
の
演
歌
で

全
国
に
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ

の
後
、
１
人
が
不
祥
事
で
脱
退
し
、

７
人
は
舞
台
や
ド
ラ
マ
で
個
々
の

活
動
を
地
道
に
続
け
た
。

　
村
上
は
∞
祭
中
に
客
席
を
見
渡

し
「
デ
ビ
ュ
ー
当
時
は
こ
の
１
ブ

ロ
ッ
ク
も
お
客
さ
ん
が
集
ま
ら

な
か
っ
た
」
。
錦
戸
亮
も
「
こ
れ

ま
で
の
過
程
を
写
真
で
見
た
ら
、

ぐ
っ
と
く
る
も
の
が
あ
っ
た
。
頑

も
の
が
美
男
子
と
な
る
。

▽
手
軽
さ
楽
し
む

　
擬
人
化
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
� 

何

で
も
あ
り 

�
に
な
っ
た
の
か
。
社

会
学
研
究
者
の
金
田
淳
子
さ
ん
が

強
調
す
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
同
人
誌
の
即
売
会
な
ど
で
楽

し
み
を
共
有
す
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
点
だ
。

　
自
分
で
一
か
ら
考
え
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
、
性
格
や
背
景
を
理
解

し
て
も
ら
う
に
は
時
間
と
手
間
が

か
か
る
。
そ
れ
よ
り
、
誰
も
が
イ

メ
ー
ジ
を
共
有
し
て
い
る
も
の
を

擬
人
化
し
、
そ
の
属
性
か
ら
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
設
定
す
れ
ば
、
理
解

が
早
い
。
そ
の
「
手
軽
さ
」
を
み

ん
な
で
楽
し
む
う
ち
に
、
対
象
が

拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
だ
。

　
普
及
の
過
程
に
着
目
す
る
の
は

作
家
の
海
猫
沢
め
ろ
ん
さ
ん
。「
何

げ
な
く
や
っ
て
み
た
ら
面
白
か
っ

た
も
の
が
、
一
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
広
が
っ
て

い
く
。
そ
の
広
が
り
方
自
体
に
時

代
性
が
あ
る
」

　
伊
藤
さ
ん
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

張
っ
た
な
と
思
う
」
と
感
慨
深
く

話
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
の
魅
力
が
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
11
年
。

「
24
時
間
テ
レ
ビ
『
愛
は
地

球
を
救
う
』」（
日
本
テ
レ

ビ
系
）
で
メ
ー
ン
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め
、
出

演
す
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番

組
「
関
ジ
ャ
ニ
の
仕
分
け

∞
」（
テ
レ
ビ
朝
日
系
）
が
、

深
夜
帯
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン

タ
イ
ム
に
進
出
し
た
。

　
デ
ビ
ュ
ー
前
か
ら
の

フ
ァ
ン
と
い
う
東
京
都
の

会
社
役
員
山
田
陽
子
さ
ん

（
45
）
は
「
こ
の
こ
ろ
か
ら

コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト

が
取
り
に
く
く
な
っ
た
」

と
語
る
。

▽
幅
の
広
さ
を
意
味

　
ド
ラ
マ
出
演
が
続
く
大

倉
忠
義
ら
に
加
え
、
今
年

な
ど
現
代
の
娯
楽
文
化
に
通
底
す

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
本
位
の
傾
向
を

読
み
取
る
。

　「
古
く
か
ら
擬
人
化
は
社
会
や
政

治
を
風
刺
す
る
手
段
で
も
あ
る
け

れ
ど
、
萌
え
擬
人
化
に
お
い
て
そ

れ
は
二
次
的
要
素
に
す
ぎ
な
い
」

　
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
な
ど
が
子
供

向
け
に
か
わ
い
ら
し
さ
を
強
調
さ

れ
る
の
と
も
違
い
、
若
者
が
純
粋
に

娯
楽
を
追
い
求
め
た
結
果
、
純
文
学

な
ど
で
重
視
さ
れ
る
世
界
観
や
物

語
よ
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
中
心
に

な
っ
て
い
っ
た
。
擬
人
化
の
対
象
は

そ
の
素
材
の
一
つ
な
の
だ
。

　
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
を
背
景
に
、

娯
楽
の
消
費
量
と
速
度
が
増
し
て

い
る
の
も
昨
今
の
傾
向
。
萌
え
擬

人
化
は
、
そ
の
過
程
に
現
れ
た
一

形
態
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

キ
ャ
ラ
本
位
で
楽
し
み
た
い

銃
器
、
国
、
鉄
道
も
人
間
に

面
白
い
関
西
の
お
兄
ち
ゃ
ん

　
映
画
、
歌
、
ド
ラ
マ
、
ト
ー
ク

「萌え」重視の擬人化

関ジャニ∞デビュー８年

７
月
か
ら
安
田
章
大
や
丸
山
隆
平

も
連
続
ド
ラ
マ
で
初
主
演
。
映
画

で
共
演
し
た
舘
ひ
ろ
し
は
「
皆
、

俳
優
と
し
て
感
性
が
豊
か
だ
」
と

絶
賛
す
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
、
場
面
で
多
彩
な
表
情
を
示
す
。

西
条
准
教
授
は
「
落
差
の
大
き
さ

は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
し
て
の

幅
の
広
さ
を
意
味
す
る
」
と
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
や
ド
ラ
マ
で
、

よ
り
多
面
的
に
見
せ
る
機
会
が
増

え
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
る
。
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ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
教

え
る
の
は
、
デ
シ
ジ
ョ
ン

メ
イ
キ
ン
グ
だ
と
い
わ
れ

る
。
そ
の
デ
シ
ジ
ョ
ン
メ

イ
キ
ン
グ
の
た
め
に
ア
メ

リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
は
非
常
に
多
く
の
時

間
を
費
や
す
。
日
常
生
活

す
べ
て
デ
シ
ジ
ョ
ン
メ
イ

キ
ン
グ
の
連
続
で
あ
る
と

い
う
よ
う
な
考
え
方
も
で

き
る
。

　
私
の
場
合
に
今
ま

で
、
そ
の
ひ
と
つ
の
デ

シ
ジ
ョ
ン
で
人
生
が
変

わ
る
と
い
う
よ
う
な
デ

シ
ジ
ョ
ン
メ
イ
キ
ン
グ

を
何
回
も
行
っ
て
き
た
。

大
学
を
出
て
か
ら
野
村

證し
ょ
う
け
ん

券
に
就
職
し
、
当
然
、

野
村
證
券
で
一
生
を
終
わ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｇ

Ａ
（
多
数
国
間
投
資
保
証
機
関
）

と
い
う
と
こ
ろ
の
話
が
、
大
蔵
省

の
財
務
官
だ
っ
た
友
人
の
行

ぎ
ょ
う
て
ん天

豊と

よ

お雄
さ
ん
か
ら
あ
っ
た
。
野
村
を

辞
め
て
、
そ
の
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
の
長
官

に
な
ら
な
い
か
と
い
う
話
で
、
私

に
と
っ
て
は
非
常
に
大
き
な
デ
シ

ジ
ョ
ン
メ
イ
キ
ン
グ
だ
っ
た
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
か
ら
帰
っ
て
き
て
、

し
ば
ら
く
経た

つ
と
、
細
川
護も
り
ひ
ろ熙
さ

ん
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
、
当

時
彼
が
創
っ
た
ば
か
り
の
日
本
新

党
に
来
て
参
議
院
議
員
に
立
候
補

し
て
ほ
し
い
と
要
請
が
あ
っ
た
。

日
本
新
党
と
い
っ
て
も
誰
も
知
ら

な
い
、
た
だ
、
た
ま
た
ま
、
日
本

新
党
の
ブ
ー
ム
が
起
き
て
、
新
し

い
政
党
な
の
に
参
議
院
議
員
の
比

例
区
で
４
人
当
選
す
る
と
い
う
、

信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て

４
人
の
３
人
目
で
当
選
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
今
度
は
、
外
資
系

の
銀
行
の
頭
取
あ
る
い
は
会
長
、

す
べ
て
そ
の
都
度
、
私
に
と
っ
て

は
重
い
デ
シ
ジ
ョ
ン
メ
イ
キ
ン
グ

の
連
続
だ
っ
た
が
、「
え
い
や
っ
」

と
そ
の
場
で
決
め
る
と
い
う
い

さ
さ
か
乱
暴
な
決
め
方
で
や
っ
て

き
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
今
考
え
る

と
失
敗
も
非
常
に
多
か
っ
た
と
思

う
。
た
だ
、
深
く
考
え
れ
ば
ベ
タ
ー

な
デ
シ
ジ
ョ
ン
に
な
る
の
か
、
そ

れ
も
ふ
た
を
開
け
て
み
な
け
れ
ば

ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
わ
け
な
の

で
、
と
に
か
く
ふ
た
を
開
け
て
み

よ
う
、
デ
シ
ジ
ョ
ン
メ
イ
キ
ン
グ

の
た
め
に
時
間
を
と
っ
て
イ
ラ
イ

ラ
し
て
も
仕
方
が
な
い
と
考
え
た
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、
私
の
考
え
の

ど
こ
か
に
も
う
ど
う
に
で
も
な
れ
、

な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
、
と

い
う
ひ
と
つ
の
諦
め
と
言
っ
た
ら

よ
い
の
か
、
覚
悟
み
た
い
な
も
の

が
い
つ
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
こ

の
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
ゆ
っ
く
り
慎
重
に
時

間
を
と
っ
て
考
え
て
み
た
と
こ
ろ

で
、「
下
手
の
考
え
休
む
に
似
た
る
」

で
意
味
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

　
た
だ
、
原
則
は
あ
っ
た
。
ひ
と

つ
に
は
、
私
に
と
っ
て
新
し
い
も

の
、
私
の
人
生
で
今
ま
で
に
や
っ

て
こ
な
か
っ
た
も
の
、
前
例
の
な

い
も
の
。
そ
う
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
な
も
の
に
向
か
っ
て
い
く
と

い
う
考
え
方
の
原
則
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
や
っ
て
み
て
失
敗
し
た
ら

そ
の
時
の
こ
と
、
と
い
う
覚
悟
は

あ
っ
た
。
失
敗
だ
っ
た
場
合
も
多

い
と
思
う
。
た
だ
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
も
結
果
論
で
あ
っ
て
、
や
っ

て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。

　
80
年
の
来
し
方
を
考
え
て
み
る

と
、
あ
あ
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た

の
に
と
か
、
こ
う
し
て
い
れ
ば
違
っ

た
の
に
と
か
、
と
い
う
後
悔
の
念

に
か
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
人
の

一
生
は
た
ぶ
ん
映
画
の
フ
ィ
ル
ム

の
一
コ
マ
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の

場
面
か
ら
次
の
場
面
に
変
わ
る
の

だ
ろ
う
と
思
う
。
幸
せ
な
場
面
か

ら
不
幸
せ
な
場
面
へ
、
綺き

れ

い麗
な
場

面
か
ら
汚
い
場
面
へ
と
、
と
に
か

く
一
コ
マ
ず
つ
変
わ
る
。
そ
し
て

最
後
に
こ
の
世
と
の
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｅ

Ｎ
Ｄ
が
映
し
出
さ
れ
る
の
だ
。

　
時
間
を
逆
戻
し
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
起
こ
っ
た
も
の
は
起
こ
っ

た
も
の
で
、
す
で
に
過
去
の
こ
と
、

今
あ
る
の
は
、
現
在
と
未
来
で
あ

る
。
良
き
人
生
と
は
、
そ
の
終
わ
り

【特別寄稿】
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�
ー
イ
の
入
院

　
喜
代
に
も
う
一
度
会
う
た
め
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
引
き
返
し
た

ヒ
ュ
ー
イ
は
、
５
月
24
日
に
羽
田

で
喜
代
と
別
れ
、
翌
日
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
到
着
す
る
。

　
無
事
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
着

い
た
。
東
京
か
ら
香
港
ま
で
は

快
適
な
旅
で
、
朝
の
７
時
30
分

に
到
着
。
空
港
に
４
時
間
半
い

て
、
正
午
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

向
け
て
出
発
。
こ
れ
も
実
に
快

適
な
旅
で
、
当
地
に
は
午
後
６

時
30
分
に
着
い
た
。（
１
９
５
７

年
５
月
26
日
付
）

　
明
日
29
日
に
こ
こ
を
離
れ
、

帰
国
の
途
に
つ
く
こ
と
に
な
�

た
。
午
後
２
時
に
乗
船
、
３
時

に
出
港
だ
。
�
で
は
、
次
は
船

の
上
か
ら
船
旅
の
様
子
を
知
ら

せ
る
手
紙
を
書
こ
う
。
フ
リ
ー

マ
ン
ト
ル
で
君
の
手
紙
を
受
け

取
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。（
同
年
５
月
28
日
付
）

　
ヒ
ュ
ー
イ
は
５
月
29
日
、
オ
ラ

ン
ダ
船
籍
の
マ
ー
ツ
イ
ケ
ル
号
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
後
に
す
る
。
６

月
９
日
頃
に
は
フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル

に
到
着
す
る
予
定
だ
っ
た
。
だ
が
、

次
の
手
紙
は
船
旅
の
様
子
を
知
ら

せ
る
も
の
で
は
な
く
、
差
出
人
の
住

所
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
な
っ
て
い
た
。

ヒ
ュ
ー
イ
は
船
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

を
出
て
間
も
な
く
心
臓
発
作
を
起

こ
し
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
Ｋ
Ｐ
Ｍ
病
院

に
運
ば
れ
た
の
だ
。

　
ど
う
や
�
て
船
を
降
り
た
の

か
も
覚
え
て
い
な
い
ん
だ
。
こ

の
病
院
ま
で
15
マ
イ
ル
（
約
24

キ
ロ
）
の
道
を
救
急
車
で
運
ば

れ
た
ら
し
い
が
、
ず
い
ぶ
ん
悪

路
だ
�
た
よ
う
な
記
憶
は
あ
る
。

病
院
で
は
、
最
初
に
心
電
図
を

と
�
て
心
臓
の
状
態
を
調
べ
て

く
れ
た
。（
同
年
６
月
５
日
付
）

　
Ｋ
Ｐ
Ｍ
病
院
は
、
マ
ー
ツ
イ

ケ
ル
号
を
所
有
す
る
オ
ラ
ン
ダ

の
王
立
海
運
会
社K

oninklijke 

P
aketvaart-M

aatschappij

（K
P

M

）

が
１
９
１
５
年
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に

建
て
た
病
院
。
１
９
５
７
年
の
12

月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
移

管
さ
れ
、
名
称
も
ペ
ル
ニ
（P

elni

）

病
院
に
変
わ
る
が
、
こ
の
時
は
ま

だ
Ｋ
Ｐ
Ｍ
が
運
営
し
て
い
た
。

　
ヒ
ュ
ー
イ
は
、
こ
の
広
大
な
敷

地
を
持
つ
病
院
で
１
カ
月
半
を
過

ご
す
。
そ
の
間
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
病
院
で

の
入
院
生
活
、
喜
代
と
訪
れ
た
京

都
や
箱
根
の
思
い
出
、
ヒ
ュ
ー
イ

の
帰
り
を
待
つ
子
供
た
ち
の
こ
と
、

将
来
へ
の
希
望
と
不
安
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
喜
代
に
向
か
っ

て
書
き
続
け
た
。
そ
し
て
喜
代
か

ら
の
手
紙
を
毎
日
待
ち
焦
が
れ
、

「
今
の
僕
に
は
君
の
手
紙
だ
け
が
支

え
で
あ
り
、
生
き
が
い
だ
」（
同
年

６
月
６
日
付
）
と
書
く
。

１
枚
１
０
０
円

　
ヒ
ュ
ー
イ
と
出
会
っ
た
時
、
喜

代
は
英
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
か
っ

た
。
ヒ
ュ
ー
イ
と
付
き
合
う
う
ち
に

少
し
ず
つ
意
思
の
疎
通
が
図
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ま
た
込
み
入
っ
た
話
は

英
語
が
得
意
な
親
友
の
石
塚
静
子
が

通
訳
し
て
く
れ
た
。
だ
が
、
手
紙
の

翻
訳
は
プ
ロ
の
翻
訳
者
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

　
僕
に
手
紙
を
書
く
た
め
に
君

が
ど
れ
だ
け
時
間
と
金
を
か
け

て
い
る
か
も
知
�
て
い
る
。
君

が
自
分
で
書
け
た
ら
何
の
問
題

も
な
い
の
に
、
言
葉
が
違
う
ば

か
り
に
大
変
な
苦
労
を
強
い
て

し
ま
い
、
誠
に
申
し
訳
な
く
思
�

て
い
る
。（
同
年
７
月
15
日
付
）

　
ヒ
ュ
ー
イ
は
喜
代
に
申
し
訳
な
く

思
う
と
同
時
に
、
自
分
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
正
確
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
、
中
に
は
読
ん
で
も

ら
え
な
い
手
紙
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
た
。
し
か
し
喜
代
は
、

ヒ
ュ
ー
イ
か
ら
３
日
に
１
通
の
割
で

届
く
手
紙
を
全
て
日
本
語
に
翻
訳
し

て
も
ら
っ
て
い
た
。

　
喜
代
の
記
憶
で
は
、
手
紙
の
翻
訳

第
４
回
　
ジ
�
カ
ル
タ
Ｋ
Ｐ
Ｍ
病
院

秋
山
　
英

は
和
訳
、
英
訳
と
も
に
１
枚
１
０
０

円
。
翻
訳
者
は
数
人
い
て
、
い
ず

れ
も
女
性
だ
っ
た
と
い
う
。
ヒ
ュ
ー

イ
の
長
い
手
紙
の
和
訳
に
加
え
て

自
分
の
手
紙
の
英
訳
も
あ
り
、
翻
訳

料
は
１
カ
月
数
千
円
に
上
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ラ
ー
メ
ン
１
杯
が

30
�
50
円
、
国
家
公
務
員
（
大
卒
）

の
初
任
給
が
９
２
０
０
円
の
時
代

で
あ
る
。
夫
と
別
れ
、マ
ッ
サ
ー
ジ
・

整
体
の
収
入
で
息
子
を
育
て
て
い

た
喜
代
に
と
っ
て
、
数
千
円
の
出
費

は
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

喜
代
の
手
紙

　
ヒ
ュ
ー
イ
が
日
本
を
離
れ
て
か

ら
、
喜
代
は
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

州
ド
ン
ガ
ラ
、
フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル

港
（
マ
ー
ツ
イ
ケ
ル
号
宛
て
）、ジ
ャ

カ
ル
タ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使

館
な
ど
、
い
く
つ
も
の
宛
先
に
手
紙

を
送
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん

ど
は
Ｋ
Ｐ
Ｍ
病
院
に
転
送
さ
れ
、
大

使
館
宛
て
の
も
の
は
領
事
が
直
接

ヒ
ュ
ー
イ
の
元
に
届
け
て
く
れ
た
。

ヒ
ュ
ー
イ
は
病
床
で
、
喜
代
の
手
紙

を
繰
り
返
し
読
ん
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
連
載
の
第
１

回
（
６
月
号
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、

喜
代
は
ヒ
ュ
ー
イ
か
ら
受
け
取
っ

た
66
通
の
手
紙
を
大
切
に
保
管
し

て
い
た
が
、
喜
代
自
身
の
手
紙
は
、

た
ま
た
ま
ヒ
ュ
ー
イ
の
手
紙
に
紛

れ
て
い
た
１
通
を
除
い
て
喜
代
の

手
元
に
は
な
い
。
そ
の
短
い
手
紙
に

は
、
横
浜
の
女
性
翻
訳
者
の
手
で
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
日
本
を
離
れ
る
前
に
喜
代
の

不
幸
な
結
婚
生
活
を
知
り
、
深

に
後
悔
は
な
か
っ
た
と
満
足

で
き
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
そ

ん
な
人
生
な
ど
多
く
は
な
い
。

　
老
い
先
の
短
い
私
に
し
て

み
れ
ば
、
今
後
は
そ
ん
な
に

大
き
な
デ
シ
ジ
ョ
ン
メ
イ
キ

ン
グ
は
し
な
く
て
も
よ
い
と

思
う
。
そ
れ
で
も
こ
れ
ば
か

り
は
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

It’s not that I have a doubt in your feeling 
towards me but I rather fear for the future of 
both of us; you once told me that you were 
sympathetic with me for having led a hard life. 
They say that such sympathetic feeling often 
turns into love. I fear, for the sake of you as well 
as myself, that your feeling towards me might 
mix up with love and sympathy. If not, I am the 
happiest in the world. 

く
同
情
し
た
ヒ
ュ
ー
イ
に
、
喜
代
は

「
私
を
思
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は

分
か
る
が
、
そ
れ
は
愛
情
か
、
そ
れ

と
も
苦
労
し
て
き
た
私
へ
の
憐
（
あ

わ
）
れ
み
か
」
と
問
う
て
い
る
。
日

付
は
５
月
28
日
。
こ
の
時
喜
代
は
、

２
日
後
に
ヒ
ュ
ー
イ
が
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
病
院
に
運
ば
れ
る
と
は
夢
に
も

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

（
以
下
次
号
、
文
中
敬
称
略
）

在豪 40 周年を祝うパーティーで（1997 年）
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テリー 寺
てら

本
もと

　暦の上では９月から春。これからパースは気温も水温も少しずつ上がり、ダイビング

日和のお天気になっていきます。まだダイバーでない人はぜひ、ダイビングに挑戦して

みませんか？　水の中は静かで、とても気持ちいいですよ！　イルカやアシカなどたく

さんの水中生物にも会うことができます。

　今月は、まだダイバーでない方のために、初心者コースといわれているオープンウォー

ターコースをご紹介します。このコースはエントリーレベルといわれ、コース終了後は

世界中の海で水深 18 ｍまでのダイビングを楽しむことができます。インストラクター

の付き添いなしでダイビングを楽しめるようになるので、ダイビングのパスポートと

いってもいいでしょう。

❖知識開発セッション

　コースは３つのパートに分かれてお

り、１つ目のパートは５つの知識開発セッ

ション。お店に来て講習を受けるというス

タイルのほかにも、「イーラーニング」と

いって、インターネットを使って好きな時

間に自分のペースで学ぶというオプショ

ンもあります。仕事が不規則、学校がある

など忙しい方には最適です。また学科を先

に終わらせて、残りの講習は旅行先で受講

したいという方たちにも人気の受講スタ

イルです。

　知識開発セッションでは、ダイビングに

必要な基礎知識を学びます。講習内容に

は、陸上と水中の環境の違い、水圧の変化

や正しい呼吸の仕方、機材の使い方やその

名称などが含まれています。

❖限定水域講習

　２つ目のパートは５つの限定水域講習

（プールトレーニングともいいます）。学科

講習で習ったことを水中で体験、実習して

みます。

　まずは機材のセッティングをマスター

し、実際に機材を着けて水中へ。万が一起

こり得るトラブルを想定してスキルを練

習します。例えばマスクの中に入ってし

まった水を水中で出す方法。水面にいちい

ち上がるよりも時間の節約になります。そ

のほかにも水中を泳ぐのに一番効率的な

泳ぎ方や、足のつりを治す練習をしたりも

します。

❖海洋実習

　３つ目のパートは、４本の海洋実習！

講習の仕上げに、プールで練習したスキ

ルを実際の海でもう一度おさらいして中

性浮力をコントロールしながら水中ツ

アーへ。１本目よりも２本目、２本目よ

りも３本目という感じで、経験を増すご

とに上手になっていくのが分かると思い

ます。

　水中ツアーではタツノオトシゴや、そ

のほかたくさんの魚たちを見ることがで

きます。パースの海では講習中にイルカ

に遭遇することも多々あります。

　オープンウォーターダイバーになるた

めには、200 ｍの水泳か 300 ｍのスノーケ

ルスイムと 10 分間のフローティングが義

務付けられています。時間制限はありませ

んがノンストップで泳がなければいけま

せんので、心配な方は練習をしてみてくだ

さい！

オーストラリア・ワインの話PADI コース・ディレクター

河
こう

野
の

  真
ま

由
ゆ

美
みダイビング・コラム 連 載

その 87

料理に合います。

　ワイナリーを訪ねているといろいろ

な出会いがありますが、オーストラリ

アではお医者さんがワイン造りに興

味を示して日曜大工ならぬ“Weekend 

Farmer”つまり、週末の畑いじりが嵩（こ

う）じて本格的ブティックワイナリー

になるケースが多々あります。そんな

ワイナリーの一つ、James Halliday 氏が

将来性を見て５つ星をつけたところを

ご紹介します。

■ Tintilla Estate（ティンティラ・エス

テイト）

設立：1994 年

　オーナーの Professor Robert Lusby（ロ

バート・ラズビー教授）はシドニーの

有名な外科医で Mary 夫人と学会などで

世界中を回り、特にアメリカとヨーロッ

パでのワインとの出会いに強い印象を

受けました。昔からの伝統的な造り方

のヨーロッパワイン（Old World Wine）

とアメリカの新しい方法を取り入れた

ワイン（New World Wine）の考え方を、

このハンターで実践しています。ハン

ターを代表する Semillon（セミオン）は

クラシックな造り方、イタリアン品種

の Sangiovese（サンジョベーセ）は最新

のテクノロジーを駆使してのワイン造

りを心掛けています。家族経営で、息

子たちはそれぞれにチーフワインメー

カーとして、またゼネラルマネジャー

としてチームを組んでいます。

　ワインに関わると必ずといっていいほ

ど“食”につながっていきます。このファ

ミリーもワインと食、同時進行でオリー

ブを育てて異なる品種のオリーブオイ

ル、ヴィネガーなどを商品化しています。

　セラドアでワインテイスティングの

折、パンやクラッカーと何種類ものオ

リーブオイル・テイスティングも楽し

めます。

　ワインをご紹介します。

◇ 2011 Rosalind Sparkling Blush ..........＄28

◇ 2006 John Basil Sparkling Red ..........＄36

◇ 2011 Hunter Semillon ........................＄28

◇ 2010 Four Marys Pinot Noir ..............＄30

◇ 2011 Saphira Sangiovese ....................＄28

　ちなみに Tintilla とは、ギリシャ神話

からとった言葉で赤ワインという意味

とか。 

　オーストラリア・ワインの権威者、

James Halliday（ジェームス・ハリデイ）

氏によってその将来性を買われて５つ

星を受けているハンターのワイナリー

をご紹介します。ハンターは、シドニー

にいらした皆さまにはご家族や友人同

士で日帰りのワイナリー巡りとして行

きやすい所ですので、ご参考になさっ

てください。

 

■ GUNDOG ESTATE（ ガ ン ド ッ グ・

エステイト）

設立：2006 年

　オーナーの Geoff Burton（ジェフ・バー

トン）氏はオーストラリア映画、TV 界

では有名な製作者、Director として知ら

れ、その経歴は 50 年にも及びます。世

界中を回り、ワインと食事（食べ物）

に深く関わるようになり、ハンターに

ワイナリーを持つようになりました。

彼のパートナーの Sharon Bell（シャロン・

ベル）さんは考古学を大学で教えてい

るうちにドキュメンタリー作家となり、

世界各地の、ワインと食べ物に興味を

持つようになったそうです。

　息子の Matt Burton（マット・バート

ン）は NSW 州の Charles Sturt University

（チャールス・スタート大学）でワイン

造りを学び、その後各地のワイナリー

でワインメーカーとしての経験、研鑽

（けんさん）を積み、2010 年から両親の

経営する現在の Gundog Estate のチーフ

ワインメーカーとしてリーダーシップ

を発揮しています。彼は 2010 年にハン

ターヴァレーワイン業界から“最も将

来性のある輝かしいスター”に選ばれ

ています。

　ワイナリーの名前の Gundog は、家族

のペット犬、コッカースパニエルのカー

ルが Gunfire（鉄砲の音）が大嫌い、か

ら来ているそうです。

　手造りで高品質を目指しているブ

ティックワイナリーの一つです。ハン

ターの特徴を生かしています。

　一部のワインの紹介をします。

◇ 2012 Hunter Semillon ........................＄25

ハンターのヴィンヤードのフルーツで

造られています。Drink Young Style。

◇ 2012 Off-Dry Semillon ......................＄25

食前酒としてもよく、またフレッシュ

なシーフードとも相性が良い。

◇ 2011 Shiraz .........................................＄30

軽めのシラーズですが、飲みやすく肉

English-Japanese conversation exchange in the city

「会 WA」参加者募集のお知らせ

JET プログラムの経験者でつくる JETAA 西オース

トラリア支部では、気軽に英日会話が楽しめる交流

会を定期的に行っています。参加費はゴールドコイ

ンで ( おつまみ代となります )。今後の開催予定は

以下の通りです。ふるってご参加下さい。

*

会 WA is held from 5:30pm on Thursday every 

two weeks in the function room at 43 Below. A 

gold coin donation is encouraged to pay for food!

*

Date : September 6 & 20 2012

Time: from 5:30pm(you don't have to be there on time!)

Venue: 43 Below (corner of Hay & Barrack)

*

問い合わせ先／ Inquiries

ニック（Nick）

Tel: 0408-083-131 / president@jetaawa.com
18+ only ; photo ID required

　もし水泳がちょっと苦手、またと

りあえず試したいという方には、ス

キューバーダイバーコースが最適で

す。このコースでは 10 分のフローティ

ングのみ義務付けられており、３つの

知識開発セッション、３つの限定水域

講習、２本の海洋実習をマスターする

ことになりますが、最短２日間ででき

ることもあり、時間がない方にもお勧

めです。コース終了後は最大 12 ｍの

深度、またプロフェッショナルの監督

の下でダイビングを楽しむことができ

ます。スキューバーダイバーコース終

了後、オープンウォーターダイバー

コースにアップグレードすることも可

能です。

　ダイバーになろうと決めたら、お店

選び。費用や日程のほかにも、インス

トラクターのレベルや経験、またイン

ストラクター対生徒の比率についても

聞いてみましょう！

★★★オープンウォーターコース★★★

☆スキューバーダイバーコース☆
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﹁
全
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
ず
﹂

　
こ
の
言
葉
の
解
説
を
見
る
と
、

⑴
真
理
と
い
う
も
の
は
、
ど
の
よ

う
な
経
路
を
通
っ
た
と
こ
ろ
で
、

必
ず
行
き
着
く
も
の
で
あ
る
、
⑵

真
理
に
行
き
着
く
に
は
、
決
し
て

経
路
は
一
つ
で
な
く
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が

あ
る
も
の
で
あ
る—

と
書
か
れ
て

い
る
。

　
も
と
も
と
は
、
古
代
ロ
ー
マ
帝

国
の
政
策
に
お
い
て
道
路
政
策
が

非
常
に
重
要
視
さ
れ
、
ロ
ー
マ
を

中
心
と
し
た
道
路
網
の
発
達
具
合

を
誇
っ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
後
に
、

西
洋
文
明
は
全
て
ロ
ー
マ
帝
国
に

集
約
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
こ

と
も
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
の
意
味
へ
と
転
化
し
た
、
と
も

い
わ
れ
る
。

　
故
事
・
こ
と
わ
ざ
・
四
字
熟
語

辞
典
で
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
全
盛

時
に
は
、
世
界
各
地
か
ら
の
道
が

ロ
ー
マ
に
通
じ
て
い
た
と
い
う
こ

と
、
物
事
が
中
心
に
向
か
っ
て
集

中
す
る
こ
と
、
手
段
は
違
っ
て
も

目
指
す
目
標
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
、

あ
ら
ゆ
る
物
事
は
一
つ
の
真
理
に

発
し
て
い
る
こ
と—

と
書
か
れ
て

い
る
。

　
ロ
ー
マ
帝
国
の
定
義
は
難
し
い

が
、
紀
元
前
８
世
紀
ご
ろ
イ
タ
リ

ア
半
島
に
誕
生
し
た
都
市
国
家
が

や
が
て
地
中
海
沿
岸
の
広
大
な
領

域
を
統
治
す
る
国
家
へ
と
発
展
し

た
も
の
で
、
そ
の
後
現
在
の
ル
ー

マ
ニ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
中
近
東
、
北
ア
フ
リ
カ

ま
で
勢
力
を
拡
大
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
は
難
し
い
こ
と
は

詮
索
し
な
い
で
、
古
代
か
ら
続
く

ロ
ー
マ
帝
国
と
い
う
、
と
て
つ
も

な
い
力
を
持
っ
た
国
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
だ
け
を
覚
え
て
お
き
た

い
。
ロ
ー
マ
帝
国
が
い
つ
終
焉

（
し
ゅ
う
え
ん
）
し
た
か
と
い
う
こ

と
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が

あ
る
よ
う
な
の
で
、
こ
こ
で
は
書

か
な
い
。

　
ロ
ー
マ
帝
国
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
人
は
、
塩
野
七
生
著

「
ロ
ー
マ
人
の
物
語
」（
全
15
巻
、

新
潮
社
）
を
精
読
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
た
い
。

　
と
に
か
く
、
ロ
ー
マ
帝
国
が
世

界
中
の
歴
史
や
文
化
に
多
大
な
影

響
を
与
え
、
そ
れ
が
今
も
な
お
続
い

て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
な
こ
と

で
あ
る
。
世
界
中
の
歴
史
関
連
本
を

読
む
上
で
い
つ
も
思
う
こ
と
な
の

だ
が
、「
そ
の
当
時
の
日
本
は
ど
う

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
て
し

ま
う
。
ロ
ー
マ
帝
国
が
で
き
た
こ
ろ

の
日
本
は
、
ま
だ
確
か
な
姿
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ

う
か
。
少
な
く
と
も
歴
史
に
残
る
よ

う
な
か
け
ら
も
な
い
。

映
画
﹁
ロ
ー
マ
の
休
日
﹂

　
日
本
か
ら
、
初
め
て
ロ
ー
マ
を

訪
れ
た
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
グ
レ

ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
、
オ
ー
ド
リ
ー
・

ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
出
演
の
「
ロ
ー
マ

の
休
日
」
を
観
（
み
）
て
ロ
ー
マ

に
憧
れ
、
映
画
に
出
て
く
る
場
面

を
辿
（
た
ど
）
り
な
が
ら
ロ
ー
マ

旅
の
思
い
出
あ
れ
こ
れ
（
そ
の
19
）

中な
か
は
ら原

　
武た
け
し志

連
載

第
33
回

の
街
を
散
策
し
た
に
違
い
な
い
。

実
は
、
私
も
そ
う
だ
っ
た
。
も
う

40
年
ほ
ど
も
前
の
こ
と
だ
。
感
激

し
た
り
、
が
っ
か
り
し
た
り
し
な

が
ら
街
を
歩
い
た
。
映
画
の
シ
ー

ン
の
影
響
も
あ
る
が
、
期
待
し
た

ス
ペ
イ
ン
広
場
の
階
段
が
、
何
の

こ
と
は
な
い
場
所
だ
っ
た
の
が
一

番
の
期
待
外
れ
だ
っ
た
。

コ
ロ
�
セ
オ

　
観
光
を
目
的
と
す
る
場
合
、
人
に

よ
っ
て
も
の
の
見
方
が
違
っ
て
く

る
の
は
仕
方
が
な
い
。
私
が
初
め
て

コ
ロ
ッ
セ
オ
の
中
に
立
ち
入
っ
た

時
に
感
じ
た
感
覚
は
今
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
コ
ロ
ッ
セ
オ
に
行
っ
た
人

た
ち
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と

な
の
だ
が
、
あ
そ
こ
は
単
な
る
「
劇

場
」
で
は
な
い
。
猛
獣
と
人
間
を

戦
わ
せ
て
楽
し
ん
で
い
た
と
い
う
、

す
さ
ま
じ
い
場
所
で
あ
る
。
コ
ロ
ッ

セ
オ
の
観
客
席
か
ら
舞
台
と
な
る

場
所
を
見
下
ろ
し
た
時
、
一
人
の
人

間
が
猛
獣
に
食
い
ち
ぎ
ら
れ
る
光

景
が
脳
裡
（
の
う
り
）
に
飛
び
込
ん

で
き
た
。
人
間
と
い
う
も
の
が
根
底

に
持
っ
て
い
る
残
酷
さ
、
猛
獣
と
戦

わ
さ
れ
る
底
辺
の
人
た
ち
へ
の
差

別
観
な
ど
を
感
じ
て
ぞ
っ
と
し
た

も
の
だ
。

　
コ
ロ
ッ
セ
オ
か
ら
学
び
取
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
人
間
は
も
っ

と
、
賢
く
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
人
を
差
別
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
し
て
も

古
代
ロ
ー
マ
で
あ
れ
だ
け
の
建
築

が
で
き
る
と
い
う
能
力
は
す
ご
い
。

何
し
ろ
５
万
人
が
収
容
で
き
る
と

い
う
巨
大
建
築
で
あ
る
。

カ
ラ
カ
ラ
浴
場

　
な
ん
だ
「
浴
場
」
か
、な
ど
と
思
っ

て
は
い
け
な
い
。
巨
大
浴
場
の
ほ

か
、
図
書
館
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施

設
な
ど
も
整
っ
た
、
今
で
言
う
総

合
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
な
の
だ
。
大

理
石
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
モ

ザ
イ
ク
模
様
の
跡
も
残
っ
て
い
る
。

あ
の
時
代
に
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
を

考
案
し
、
造
っ
た
頭
脳
と
い
う
も

の
を
考
え
る
と
、
人
類
の
進
化
と

い
う
も
の
は
、
場
所
に
よ
っ
て
大

き
な
違
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
気
が

つ
く
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
進
化

を
受
け
継
が
ず
に
退
化
し
て
い
く

民
族
も
い
る
か
ら
不
思
議
だ
。
エ

ジ
プ
ト
や
ペ
ル
ー
な
ど
、
古
代
に

素
晴
ら
し
い
文
化
を
誇
っ
た
国
々

の
、
現
在
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
見
る

と
、
同
じ
民
族
の
中
で
の
文
化
の

継
承
と
い
う
も
の
は
な
か
な
か
難

し
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
・
マ
ー
ケ
�
ト

　
ロ
ー
マ
観
光
を
し
て
い
る
と
、

と
に
か
く
そ
の
凄
（
す
ご
）
さ
に

圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
だ
が
、
古
代

ロ
ー
マ
時
代
に
、
総
合
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
造
ら
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら

驚
き
だ
。
そ
の
発
想
と
１
５
０
０

店
舗
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
、
規

模
に
も
驚
く
。
２
世
紀
の
こ
ろ
の

日
本
は
「
倭
国
」
と
呼
ば
れ
、
そ

の
中
に
卑
弥
呼
が
い
た
「
邪
馬
台

国
」
が
あ
っ
た
の
だ
か
、
卑
弥
呼

と
は
誰
な
の
か
、「
邪
馬
台
国
」
が

奈
良
地
方
に
あ
っ
た
の
か
九
州
地

方
だ
っ
た
の
か
も
定
か
で
は
な
い
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
巨
大
建
築
も

残
っ
て
い
る
が
、
石
の
文
化
と
木

の
文
化
と
の
違
い
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
を
超
え
た
人
間
力
の
違
い
を

見
せ
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

え
た
。

パ
ン
テ
ノ
ン

　
巨
大
建
築
と
い
え
ば
「
パ
ン
テ

ノ
ン
」
も
そ
う
だ
。
世
界
最
大
の

石
造
り
建
築
で
も
あ
る
。
パ
ン
テ

ノ
ン
は
教
会
で
も
あ
り
、
墓
場
で

も
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
フ

ラ
ン
ス
に
は
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
が
、

カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
に
建
っ
て
い
て
、

や
は
り
教
会
で
も
あ
り
、
著
名
人

の
霊
廟
（
れ
い
び
ょ
う
）
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
パ
ン
テ
ノ
ン

を
模
し
て
造
ら
れ
た
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
微
妙
な
発
音
の
違

い
は
イ
タ
リ
ア
語
と
フ
ラ
ン
ス
語

の
違
い
か
ら
く
る
の
か
、
私
の
勘

違
い
な
の
だ
ろ
う
か
。

　ト
レ
ヴ
ィ
の
泉

　
肩
越
し
に
コ
イ
ン
を
投
げ
入
れ

れ
ば
、
再
び
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
た
め
に
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
み
ん
な
コ
イ

ン
を
投
げ
入
れ
る
。
私
は
ロ
ー
マ

に
は
６
回
行
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
が
、
妻
と
も
３
度
は
訪
れ
た
。

最
後
に
行
っ
た
時
に
「
も
う
来
な

く
て
よ
い
と
思
う
か
ら
、
コ
イ
ン

を
投
げ
る
の
は
や
め
て
お
こ
う
」

と
言
っ
た
が
、
そ
の
通
り
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
戻
っ
て
き
た
い
と

い
う
執
念
み
た
い
な
も
の
が
な
く

な
れ
ば
、
ど
う
で
も
よ
く
な
っ
て

し
ま
う
も
の
ら
し
い
。

　
ト
レ
ヴ
ィ
の
泉
は
、
必
ず
訪
れ

る
場
所
だ
っ
た
が
、
２
年
越
し
の

修
理
の
時
な
ど
に
ぶ
つ
か
っ
て
し

ま
っ
て
見
ら
れ
な
い
時
も
あ
っ
た
。

投
げ
込
ま
れ
た
コ
イ
ン
は
、
定
期

的
に
回
収
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、

蓄
積
し
て
修
理
な
ど
に
充
て
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。

大
理
石
彫
刻

　
ロ
ー
マ
に
は
、
大
理
石
の
彫
刻

が
多
い
。
ト
レ
ヴ
ィ
の
泉
だ
け
で

は
な
く
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ

る
噴
水
の
ほ
と
り
に
は
巨
大
な
大

理
石
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
大

理
石
と
い
う
の
は
柔
ら
か
い
の
で

彫
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
現
在
の
よ
う
な
二
酸
化
炭
素

の
多
い
時
代
と
も
な
れ
ば
、
大
理

石
が
腐
食
し
て
、
彫
刻
の
微
妙
な

部
分
が
欠
損
し
て
く
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
だ
。
世
界
に
誇
る
文
化
遺

産
だ
け
に
、
イ
タ
リ
ア
政
府
も
保

存
に
心
を
砕
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

が
、
経
済
危
機
を
迎
え
て
い
る
今
、

ど
れ
だ
け
の
予
算
を
ロ
ー
マ
の
遺

跡
に
つ
ぎ
込
む
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
と
、
気
を
も
ん
で
い
る
。

気
さ
く
な
イ
タ
リ
ア
人

　
イ
タ
リ
ア
人
と
い
う
の
は
、
ど

こ
に
行
っ
て
も
気
さ
く
な
人
が
多

い
。
私
の
少
な
い
経
験
で
言
え
る

こ
と
で
は
な
い
が
、
ミ
ラ
ノ
な
ど

北
部
の
人
た
ち
よ
り
南
部
の
人
た

ち
の
方
が
気
さ
く
な
人
が
多
い
よ

う
に
思
え
る
。
ロ
ー
マ
の
靴
店
で
、

ロ
ー
マ
（
イ
タ
リ
ア
）

１
時
間
も
会
話
に
応
じ
て
く
れ
た

店
主
が
い
た
。
私
が
辞
書
を
見
な

が
ら
質
問
し
、
そ
れ
が
通
じ
た
か

ど
う
か
を
彼
に
辞
書
を
見
せ
な
が

ら
確
認
す
る
と
い
う
の
ん
び
り
し

た
時
間
だ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
語
は

ロ
ー
マ
字
読
み
で
通
じ
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語

の
よ
う
に
発
音
で
の
悩
み
は
少
な

い
。
と
は
い
っ
て
も
、
辞
書
片
手

の
日
本
人
相
手
に
よ
く
付
き
合
っ

て
く
れ
た
も
の
だ
と
思

う
。
イ
タ
リ
ア
な
ら
で

は
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

だ
っ
た
。

　
し
か
し
女
性
た
ち
に

と
っ
て
は
、
油
断
な
ら

な
い
の
が
イ
タ
リ
ア
人

だ
。
女
な
ら
誰
で
も
よ

い
と
公
言
し
て
は
ば
か

ら
な
い
ほ
ど
「
ナ
ン
パ
」

が
好
き
な
人
た
ち
だ
。

ナ
ン
パ
さ
れ
て
、
喜
ん

で
い
る
と
罠
（
わ
な
）

に
は
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
最
近
の
、

ヤ
マ
ト
ナ
デ
シ
コ
は
、
相
手
の
心

理
を
逆
手
に
と
っ
て
し
ま
う
凄
腕

も
多
く
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
今

の
日
本
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
男

性
よ
り
女
性
の
方
が
た
く
ま
し
く
、

頼
り
に
な
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

観
て
い
て
も
そ
れ
を
感
じ
て
し
ま

う
。
近
い
将
来
、
古
代
日
本
の
よ

う
に
女
性
上
位
に
戻
る
よ
う
な
気

が
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
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元・天王寺動物園長　中
なかがわ

川 哲
て つ お

男

Part 78　「タヌキは日本産固有種か？」

タヌキは日本の固有種か？

　タヌキというと日本固有の哺乳類と

思っていませんか？　絵本やお伽（と

ぎ）話や童謡で小さい頃からお馴染（な

じ）みで、身近な存在と感じていまし

たネ。しかし、意外と動物園での人気

は薄く展示は片隅に追いやられている

感が否めません。動物園というと人気

のあるライオン、キリン、ゾウ、トラ、

シマウマ、チンパンジーなどがメイン

で、日本産動物などはややもすると忘

れられています。

　タヌキ（ホンドタヌキ）は平成 24 年

１月現在、全国の動物園 86 園中、約半

数の 39 園で 142 頭が飼育され、多いよ

うですが……時間をかけてご覧になった

ことはありますか？

　タヌキはロシア南東部のアムール川流

域からベトナム北部の東アジアに分布

し、日本、朝鮮半島、中国などに生息し

ています。1928 年に毛皮目的にロシア

西部に持ち込まれたものが逃げて野生化

し、1955 年頃にはポーランド、東ドイツ

に広がり、現在はフィンランドやフラン

ス、イタリアにも分布を広げ、毛色、体

格などの違いから４〜６種の亜種が確認

されています。日本では本州、四国、九

州のホンドタヌキと北海道に分布するエ

ゾタヌキに分けられます。

　タヌキとアナグマ、アライグマ、レッ

サーパンダは体格の大きさ、毛色、目の

周りの暗色（隈取り）、尻尾の模様など

からよく混同されます。

　タヌキの英名は Raccoon dog といい

ま す が、 ア ラ イ グ マ（Raccoon） に 似

たイヌという意味があります。学名も

Nyctereutes procyonoides（ニクテレウテス・

プロキヨノイデス）と標記しますが、こ

れはアライグマに似た夜の探索者という

意味があります。

国際親善として活躍したタヌキ

　戦後、国が落ち着いてきた昭和 40 年

代後半（1970 年頃）、私が勤務した天王

寺動物園では昭和 48 年（1973）にサン

フランシスコ動物園に、昭和 50 年（1975）

に サ ン デ ィ エ ゴ 動 物 園 に、 昭 和 51 年

（1976）にビルマ・ラングーン動物園に、

昭和 52 年（1977）にバングラデシュ・ダッ

カ動物園に当時は珍しがられたタヌキを

それぞれに贈り、交流国からはオオカミ

やダマジカ、ジャングルキャット、ムツ

アシカメ、パインスネークなどを譲り受

け、国際親善の一役を担いました。

“見れそうで見れない”タヌキ

　私の住む大阪泉南の岬町では野生動物

が豊富で食痕、足跡、糞（ふん）を見かけ

ます。特に哺乳類でいえばイノシシ、タヌ

キ、アライグマの痕跡が確認されますが、

しかし、なかなか野生のタヌキを目の当た

りにすることはありません。ところが生駒、

六甲の山が近く広大な庭を持つオーナー

からは毎夜、タヌキが家族連れで我が家を

訪れ、あまり可愛（かわい）いので餌付け

してしまったという話をよく聞きます。タ

ヌキは雑食性で里山の動物として順応性

も高いことが要因と考えられます。

　一方、開発等による環境の悪化が原因

か、里山や畑地を貫く自動車専用道、国

道などでタヌキの轢（れき）死体をよく

見かけます。轢死体が多いのは学習の足

らない子どもや若者タヌキが多いといい

ます。またその死体を巡ってトビやカラ

スが依存し、無脊椎動物が後始末するの

は、それなりに生態系が保たれているよ

うに思います。

タヌキの毛皮と食品

　ところでタヌキというと毛皮や食品の

ことを思い浮かべるのですが、半世紀前

まで和装の女性方の防寒具としてけもの

▲野生のタヌキはなかなか目にしないものです（愛媛・とべ動物園） ▲日本の代表的なイヌ科の動物、タヌキ（とべ動物園） ▲信
しがらきやき

楽焼で有名な陶器の「タヌキ」

の襟巻きが愛用されていました。私の記

憶では子どもにはウサギの襟巻きが、成

人にはタヌキやキツネの襟巻きが使われ

ていたように思います。それも頭や足、

尻尾付きで丁寧にも首に巻いた襟巻きは

口に付けられた金属製の洗濯ばさみのよ

うなもので尻尾あたりを固定していたよ

うに思います。昭和 40 年（1965）以降に

なると高級なミンクやシルバーフォック

スの幅広のストールやショールが流行（は

や）りだしました。しかし、今では動物

愛護上の問題や地球温暖化、ビルや交通

機関の空調の影響で毛皮のショール、ス

トールはさっぱり見かけなくなりました。

　蛇足ですが、麺類で「たぬき」という

と大阪では甘く煮た油揚げがのった汁そ

ば（いわゆる「きつねうどん」のそばバー

ジョン）をいいますが、京都では油揚げ

のきざみがのったあんかけのうどんを指

します。東京では天ぷらの揚げ玉（天か

す）がのったうどんを「たぬきうどん」

といいますが、それを大阪では「はいか

らうどん」といいます。これら全てのベー

スは「きつねうどん」だと思いますが、

これを化かしたものを総称して「たぬき」

と呼んだのではないでしょうか？

▲昔からタヌキと混同されるニホンアナグマ。タヌキ汁はこちらが本家
（大阪・みさき公園）

▲目の周囲の暗色（隈取り）がよく似ているアライグマ
（みさき公園）

▲毛色が違うがアライグマによく似ているレッサーパンダ
（天王寺動物園）
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by Wallaby You

This month we feature a 
range of salad dressings by 
Red Kellys Tasmania.

I  bet  you have your 
favourite ‘go-to’ dressing. 
This writer has tried all 
kinds, but after a few uses, 
most of them tend to end 
up at the back of the fridge, 
edging ever closer to their 
use-by dates. Since coming 
to live in Australia, that 
tendency has only grown 
stronger!

One day in my local 
Coles, however, I happened 
upon a dressing that I had 
no idea even existed. Thinking it was worth 
a go, I added it to my trolley, not expecting 
much. What I got was a product that 
brought back memories of my mother’s 
home-prepared flavours. It was so good I 
have not stopped buying it since.

Red Kellys produces eight different 
dressings, of which four can be commonly 
found at your everyday supermarket. This 
writer’s favourite is the pale orange Italian 

dressing, with its slight sweetness that will 
appeal to all members of the family.

Red Kellys salad dressings are lower in 
salt than most other brands and contain no 
artifi cial colourings or fl avourings: perfect 
for the health-conscious. Prices differ 
between retailers, but it’s never far off the 
very reasonable $4 a bottle. Give it a try!

http://redkellystasmania.com.au/

　今月は RED KELLYS TASMANIA のサ

ラダドレッシングをご紹介しましょう。

　皆さんはお気に入りの「定番」ドレッ

シングをお持ちでしょうか？　私の場

合、いろいろ試してみては、使い切らず

に冷蔵庫の中で賞味期限を迎えるという

パターンがほとんどです。特にオースト

ラリアで生活し始めてからはその確率は

上がる一方です。

　しかしとある日、いつも買い物に行く

Coles で、これまで存在すら気づかなかっ

たドレッシングを見つけました。まあ

ちょっと試しに！という軽い気持ちで購

入してみたところ、子供の頃に母が作っ

てくれた手作りの味に酷似。とっても

美味しくて、もう何本もリピートしてし

まっています。

　８種類の品揃（ぞろ）えですが、通常

Coles や IGA ではうち４種類が販売され

ているようです。私の一番お気に入りは、

淡いオレンジ色の RED KELLYS ITALIAN 

DRESSING。ちょっと甘めでどの世代に

も好まれる味だと思います。

　RED KELLYS のサラダドレッシングは

他のブランドに比べ、減塩で人工の着色

料や香料は使われていません。健康志向

の方にもおススメです。お値段もショッ

プによって異なりますが、４ドル前後と

とてもリーズナブルですので、ぜひ一度

試してみてはいかがでしょう？

http://redkellystasmania.com.au/

Red Kellys Tasmania salad dressings
RED KELLYS TASMANIA サラダドレッシング

Secrets to perfect grilling
Q. How much cabbage should I use?
A. It’s best to use about the same amount of (or from about 1.2-1.4 times as much)   
 roughly but fi nely diced cabbage as batter. Mix the cabbage into the batter and check  
 that it is coated.

Q. Is there any way to stop the batter being powdery?
A. Before making the batter, spread the fl our out thinly on a plate and pop it in the 
 microwave. Put it on ‘defrost’ for 3-5 minutes. When it comes out it should be   
 faintly coloured and the powderiness will be completely gone.

Q. Is there a secret to spreading out the pancake?
A. First, spread about two thirds of the batter into a circle of diameter about 20 cm, 
 leaving a slight recess or dip in the centre. Then pour the remaining third into the   
 recess. Breaking the process into two steps gives it a naturally round, properly thick  
 result.

Q. Can I cook it in a frying pan?
A. Yes, but the thicker the base, the better. Teppan-yaki restaurants typically use a   
 hotplate of between 16-19 mm thickness. This improves heat transfer and allows the 
 radiant energy to quickly cook the pancake all the way through. At home, you can  
 make good okonomi-yaki by using a thick-based and well-oiled pan and being   
 careful to control the heat.

With the assistance of the Japan Okonomi-yaki Association

Basic okonomi-yaki

(1 pancake: serves 1)
Dashi stock: 50 ml (powdered stock dissolved 
in water)
Weak (low-gluten) fl our: 40 g
Finely grated potato: 1 tbsp (15 g)
Cabbage (roughly but fi nely diced): 150 g
Spring onion (fi nely sliced into rings): 5 g
Pork rib meat (boned): 40 g (thinly sliced)
Egg: 1
Nori seaweed fl akes: to taste
Okonomi-yaki sauce: to taste
Japanese mayonnaise: to taste

Method:
1. Add fl our and potato to stock and mix well.
2. Pour batter mixture and egg into cabbage 
and spring onion. Mix thoroughly with a 
spoon, ensuring aeration.

TIP: Ingredients should be rapidly mixed 
immediately prior to grilling each pancake. 
Incorporating air into the mixture gives the 
okonomi-yaki its ‘puff’.

3. Pour batter onto hotplate heated to 
approximately 200°C. Use the edge of a 
spoon to spread batter out to form a pancake 
about 2 cm thick. Grill for around 3 minutes.

4. After around 3 minutes, lay pork on top 
of pancake.

5. Raise heat to around 240°C. Turn pancake 
over, then cover and steam-grill for around 
4 minutes.

TIP: Be sure to cover after turning over. 
This stops the hotplate cooling and ensures 
the okonomi-yaki is cooked through and its 
surface crisp.

6. After around 4 minutes, uncover, turn 
back over and cook again for around 3 
minutes.

TIP: Do not cover at this point and 
defi nitely do not press down with a spatula! 
Compressing the pancake will make it lose 
its ‘puff’.

7. Top with sauce and mayonnaise to taste, 
then sprinkle on nori.
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In Japan, particularly in the midwest 
Kansai area centred around Osaka, 
a much-loved form of cooking is 

teppan-yaki cuisine, in which food is 
grilled on a steel hotplate (a teppan), 
often in front of the diner. One staple 
of teppan-yaki is okonomi-yaki, which 
literally means ‘grilled as you like it’. 
These savoury pancakes are formed 
from a batter made from fl our and 
water, to which are added vegetables, 

meat, seafood, or really whatever 
tickles your fancy — hence the name! 
This mixture is then grilled on a teppan 
and topped with condiments such as 
special sauce and mayonnaise. One 
mouthful is enough to warm the hearts 
of everyday Japanese in a way that is 
diffi cult to put into words!
Certainly, the sound of okonomi-yaki 
sizzling on a hotplate is an indelible and 
almost symbolic part of Osaka life and 

the spirit of that city’s denizens.
Okonomi-yaki can be made from 
ingredients that are readily available in 
Australia, and special fl ours and sauces 
are easy to fi nd in most retailers that 
stock Japanese ingredients. Read on, 
and then give it a try yourself. Before 
long, you will be ready to choose your 
own ingredients and prepare okonomi-
yaki that is literally true to its name!

From noble beginnings…

The citizens of Osaka are renowned for being 
very particular when it comes to inexpensive, 
tasty, no-frills, everyday food. Okonomi-
yaki is a popular choice, be it for lunch, as 
a snack, or with a cheeky beer on the way 
home from work. 
Preparing it by mixing the fl our into the 
water may have its roots in cakes once 
cooked to accompany the traditional tea 
ceremony. These cakes (known as fu-no-
yaki), provided at gatherings presided over 
by Sen no Rikyū, the most famous fi gure in 
the history of the tea ceremony, were baked 
by cooking watered-down fl our spread 
out like a crepe and sandwiched 
with miso infused with sanshō 
(Japanese pepper).
From these beginnings, it 
became customary in the 
late Edo Period (1603-
1868) for commoners 
to grill similar batter on 
a hotplate or pot in a way 
more recognisable today as 
okonomi-yaki.

Local variations

There are various ways to prepare 
okonomi-yaki, but the most prevalent style is 
to mix sliced cabbage and ingredients such as 
seafood or meat into the batter before grilling 
it all on the hotplate.
Another method (sometimes known as 
modan-yaki, or ‘modern’ style), is to cook 
one side of the batter on the hotplate and 
then top it with pre-cooked noodles (such 
as those used for yaki-soba). Combining the 
delicacies of okonomi-yaki and yaki-soba in 
a single dish, this ‘multi-tasking’ technique 
is perhaps an expression of the no-nonsense, 
logical pragmatism said to be characteristic 

of the Kansai region!
Another approach is ‘Hiroshima-style’: thinly 
spreading the batter on the hotplate before 
topping it with spring onions or copious 
amounts of cabbage and other ingredients, 
then applying a further layer of batter on top. 

A healthy 
stomach 
through the 
power of 
cabbage

The ingredient 
used in the 

highest volumes 
in okonomi-yaki 

is cabbage, which 
contains more high-
quality protein, calcium 
and vitamins than 

many other vegetables.
In particular, Vitamin U 
strengthens the mucous membranes in the 
stomach lining, aiding recovery from any 
deterioration and stopping ulcers.
The minerals contained in cabbage also assist 
the stomach to digest and absorb fat, protein 
and sugars, preventing indigestion-related 
nausea.
You need to eat quite a lot of cabbage to 
achieve these effects, which can be a bit 
diffi cult in its raw form. The cooking process 

in okonomi-yaki makes this much easier and 
adds a pleasing sweetness as an added bonus!

The real secret is in the sauce

Adding special sauce to okonomi-yaki takes 
the whole dish up a notch. The umami fl avour 
in the sauce comes from the sweetness of 
the vegetables that are its 
main ingredients, such as 
carrot, onion and celery, and 
glutamic acid (an amino 
acid).
Meanwhile, the umami from 
the meat or seafood in the 
okonomi-yaki itself comes 
from inosinic acid. It is said 
to be the combination of this 
animal-origin acid with the 
plant-origin glutamic acid 
in the sauce that gives the 
overall taste such a dramatic 
boost. Yes, the effectiveness 
of okonomi-yaki sauce in 
drawing out the underlying 
fl avours of the ingredients has 
a scientifi c explanation!
If you want to add some 
punch to store-bought sauce, 
just add some Japanese curry 
powder or cayenne pepper. 
If you like it a bit milder, mix in a dash of 
tomato sauce or oyster sauce.

And don’t forget the Japanese mayonnaise! 
The indispensability of mayonnaise lies in 
its acidity and consequent capacity to cut 
through the slight greasiness of the surface 
of the okonomi-yaki itself and thereby add to 
the overall fl avour. If you enjoy some mayo 
with your kara-age (fried chicken), you will 
not need much convincing!

When in Rome…

In Kansai many people eat 
okonomi-yaki with a bowl of 
rice, so it is commonly available 
as a set in restaurants. This is 
almost unthinkable to many of 
those from the eastern Kanto 
region, many of whom have never 
tried it with rice. When and if they 

do, it is not uncommon for their 
views to change!
How okonomi-yaki is physically 
eaten also differs somewhat 
between Kansai and the rest of 
Japan. In Kansai, the norm is to 
cut it up into manageable pieces 
using small handheld metal spatulas 
known as kote, which then double as 

spoons when eating it hot off the 
teppan. In Kanto and other areas, 
it is often cut radially like a pizza 

and then placed on plates to be eaten using 
chopsticks.

— the people’s dish, made with your favourite ingredients
Okonomi-yaki 
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【
８
月
16
日
共
同
】

　
年
に
１
回
程
度
の
人
間
ド
ッ
ク

や
健
康
診
断
。
ど
う
せ
受
け
る
な

ら
、
つ
い
で
に
旅
行
も
い
か
が
？

　
温
泉
や
ゴ
ル
フ
な
ど
の
観
光

と
一
緒
に
な
っ
た
旅
行
型
の
人
間

ド
ッ
ク
が
各
地
で
広
ま
っ
て
い
る
。

　
独
協
医
科
大
日
光
医
療
セ
ン

タ
ー
（
栃
木
県
日
光
市
）
は

２
０
０
７
年
１
月
か
ら
、
近
く
の

鬼
怒
川
温
泉
に
あ
る
五
つ
の
ホ
テ

ル
と
連
携
し
た
１
泊
２
日
の
人
間

ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
。
利
用

者
は
栃
木
県
内
を
中
心
に
首
都
圏

に
も
広
が
っ
て
お
り
、
毎
年
増
加

傾
向
に
あ
る
。
40
�
50
代
の
夫
婦

や
、
友
人
連
れ
が
多
い
と
い
う
。

　
初
日
の
検
査
は
午
前
10
時
か
ら

始
ま
り
、
午
後
３
時
に
は
終
了
。

そ
の
後
は
温
泉
に
漬
か
っ
て
の
ん

び
り
…
。
採
血
や
採
尿
な
ど
は
初

【
８
月
16
日
共
同
】

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
交
流

サ
イ
ト
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
を
、
就
職
活
動
に
活
用
す

る
「
ソ
ー
活
」
が
大
学
生
の
間
で

急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
企
業
側

も
専
用
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
採
用
活
動
を
重
視
し
始
め
て
お

り
、
従
来
の
� 

就
活 

�
が
様
変
わ

り
し
始
め
て
い
る
。

　
総
合
商
社
、
Ｉ
Ｔ
企
業
、
大
手

銀
行
…
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
多

機
能
携
帯
電
話
）
の
画
面
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
社
員
の
名
前

が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。

　「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
お
か
げ

で
、
20
人
以
上
の
会
社
員
と
会
う

こ
と
が
で
き
た
。
今
の
時
代
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
し
の
就
職
活
動

【
８
月
22
日
共
同
】

　
日
本
各
地
に
あ
る
巨
木
の
撮
影

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
写
真

家
が
い
る
。
東
京
都
在
住
の
渡

邊
典
博
さ
ん
（
76
）
。
今
ま
で
に

２
千
本
以
上
の
木
を
撮
り
続
け
て

い
る
。
「
木
と
話
を
し
な
が
ら
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
の
が
楽
し

い
」
と
語
る
。

　
広
告
や
報
道
の
写
真
を
撮
っ
て

い
た
渡
邊
さ
ん
が
、
木
の
撮
影
を

始
め
た
の
は
１
９
８
０
年
代
初
め
。

「
写
真
家
と
し
て
人
生
を
懸
け
る

テ
ー
マ
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
、
桜

の
花
を
撮
り
始
め
た
ら
、
幹
も
含

め
た
一
本
の
木
と
し
て
撮
る
方
が

面
白
く
な
っ
た
。
で
も
桜
を
撮
る

人
は
多
く
い
る
。
何
か
新
し
い
こ

と
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
巨
木
に
着

目
し
た
」

　
木
を
撮
る
面
白
さ
は
「
対
話
す

る
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
。
撮
り

た
い
巨
木
が
見
つ
か
る
と
、
ま
ず

周
囲
を
ぐ
る
っ
と
歩
い
て
観
察
し
、

ど
の
角
度
か
ら
撮
る
の
が
一
番
い

い
か
を
探
る
。
ア
ン
グ
ル
が
決
ま

る
と
、
幹
に
抱
き
つ
い
て
心
で
話

し
掛
け
る
。

　「
そ
う
そ
う
、
こ
こ
か
ら
撮
っ
て

よ
ね
、
と
か
言
う
言
葉
が
、
木
か

ら
聞
こ
え
る
気
が
す
る
ん
だ
よ
ね
。

原
始
時
代
は
き
っ
と
、
人

は
こ
ん
な
ふ
う
に
生
き
物

と
対
話
し
て
い
た
と
思
う

ん
だ
よ
」

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
使

わ
な
い
。
現
像
コ
ス
ト
を

抑
え
る
た
め
、
１
本
の
木

で
撮
る
の
は
、
10
枚
程
度

だ
。「
無
駄
に
撮
る
と
、
木

の
本
質
が
見
え
な
く
な
る

の
で
、
少
な
い
方
が
よ
い
」

　
撮
影
に
は
、
妻
の
紀
子

さ
ん
が
同
行
し
て
き
た
。

車
を
車
中
泊
や
炊
事
が
で

き
る
よ
う
に
改
造
し
て
、

全
国
を
回
っ
た
。「
ど
こ
に

泊
ま
る
の
も
自
由
だ
し
、

日
で
終
わ
る
た
め
、
宿
泊
先
で
夕

食
や
飲
酒
も
堪
能
で
き
る
。
翌
日

の
検
査
は
午
前
中
で
終
了
す
る
の

で
、
観
光
を
楽
し
む
時
間
も
。

　
友
人
３
人
と
来
た
栃
木
県
佐
野

市
の
女
性
（
54
）
は
「
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
る
の
は
憂
鬱
だ
け
ど
、

友
人
と
の
旅
行
も
兼
ね
て
年
に
１

度
、
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
し
て
利

用
す
る
の
も
い
い
」。
別
の
女
性

（
61
）
も
「
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の

よ
う
な
、
混
ん
で
い
る
人
間
ド
ッ

ク
と
違
い
、
丁
寧
に
見
て
も
ら
え

た
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
斎
藤
光
弘
事
務

部
次
長
は
「
も
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
考
え

た
い
。
観
光
と
医
療
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
に
も
つ

な
が
れ
ば
」
と
期
待
す
る
。

　
空
港
か
ら
ゴ
ル
フ
場
や
ホ
テ
ル

な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
」。
大
手

企
業
な
ど
９
社
か
ら
「
内
定
」
を

得
た
一
橋
大
学
社
会
学
部
４
年
の

松
本
陽
さ
ん
（
23
）
は
手
元
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
目
を
落
と
し
な

が
ら
、
自
身
の
就
職
活
動
を
振
り

返
っ
た
。

　
昨
年
11
月
か
ら
就
活
を
始
め
た

松
本
さ
ん
。「
ま
ず
は
企
業
研
究
か

ら
」
と
思
い
立
ち
、
大
学
の
Ｏ
Ｂ

名
簿
を
頼
り
に
興
味
を
持
っ
た
企

業
の
先
輩
社
員
に
連
絡
を
取
っ
て

み
た
が
、
す
で
に
転
職
し
て
い
た

り
、
海
外
勤
務
に
な
っ
て
い
た
り

と
デ
ー
タ
が
古
く
、
う
ま
く
い
か

な
っ
た
。

　
そ
こ
で
目
を
付
け
た
の
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
だ
っ
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

駆
使
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

社
会
人
約
20
人
と
直
接
連
絡
を
取

り
、
面
会
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。

が
近
い
と
い
う
利
便
性
を
生
か
し

て
、
ゴ
ル
フ
と
が
ん
検
診
を
セ
ッ

ト
に
し
た
ツ
ア
ー
も
あ
る
。

　
宮
崎
市
の
医
療
機
関
で
が
ん
検

診
を
受
け
た
後
、
海
を
臨
む
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
翌
日
は
ゴ

ル
フ
を
楽
し
む
。
利
用
者
は
40
�

50
代
の
夫
婦
や
ゴ
ル
フ
仲
間
が
多

く
、
半
数
近
く
を
リ
ピ
ー
タ
ー
が

占
め
て
い
る
と
い
う
。

　
利
用
者
数
は
ま
だ
年

間
約
20
�
30
人
程
度
だ

が
、
ツ
ア
ー
を
運
営
す

る
「
ジ
ェ
ッ
ト
ア
ン
ド

ス
ポ
ー
ツ
」（
東
京
）
の

木
戸
啓
子
専
務
は
「
ゴ

ル
フ
を
長
く
楽
し
む
た

め
に
も
健
康
を
大
事
に

し
て
ほ
し
い
」。
同
社

は
、
北
海
道
の
新
千
歳

空
港
に
近
い
苫
小
牧
市

で
の
� 

ゴ
ル
フ
＋
が
ん

検
診 

�
ツ
ア
ー
導
入
も

検
討
中
だ
。

　
こ
れ
ら
旅
行
型
ド
ッ

ク
の
料
金
は
、
通
常
の

　
松
本
さ
ん
は
「
プ
ロ
フ
ィ
ル
を

見
れ
ば
、
そ
の
人
が
ど
こ
に
い
て
、

ど
こ
で
働
い
て
い
る
か
が
す
ぐ
に

わ
か
る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
、
就
活
を
乗

り
切
る
の
に
重
要
だ
と
痛
感
し
た
」

と
明
か
す
。

　
Ｐ
Ｒ
会
社
「
電

通
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
の

今
年
１
月
の
調
査
で

は
、
２
０
１
３
年
卒

の
大
学
生
の
約
47
％

が
「
就
職
活
動
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
い

る
」
と
回
答
し
て
お

り
、「
ソ
ー
活
」
の

浸
透
を
裏
付
け
た
。

　
こ
の
流
れ
を
受

け
、
企
業
側
も
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
東
京

都
内
の
会
社
の
人
事

担
当
者
も
「
今
年
は

ま
さ
に
、
ソ
ー
活
元

年
。
こ
れ
か
ら
は
積

極
的
に
会
社
情
報
を

JAPAN NEWS

検
査
と
旅
行
代
を
合
わ
せ
た
額
よ

り
も
割
安
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

通
常
の
検
査
と
同
様
、
検
査
前
日

午
後
９
時
以
降
の
食
事
が
制
限
さ

れ
、
当
日
は
空
腹
で
の
移
動
を
伴

う
が
、
検
査
後
の
� 

お
楽
し
み 

�

が
待
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
利
用
者

は
苦
に
な
ら
な
い
よ
う
だ
。

　
医
師
で
多
摩
大
教
授
（
医
療
経

営
学
）
の
真
野
俊
樹
さ
ん
は
「
各

地
の
実
施
状
況
を
ま
と
め
て
情
報

共
有
で
き
る
組
織
が
あ
れ
ば
、
新

し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
り
課

題
が
見
つ
か
っ
た
り
し
て
、
旅
行

型
ド
ッ
ク
が
も
っ
と
活
性
化
す
る

の
で
は
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

発
信
し
て
い
く
」
と
話
す
。

　
就
職
情
報
会
社
「
ち
か
な
り
」

に
よ
る
と
、
13
年
卒
を
対
象
と
し

た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
採
用
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
た
の
は
１
３
６
０

社
に
上
る
。
担
当
者
は
「
12
年

卒
ま
で
は
１
０
０
社
前
後
し
か
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
加
速
度
的

に
増
加
し
た
。
今
後
は
３
千
社
を

超
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
予
想

す
る
。

　
昨
年
設
立
さ
れ
た
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
」（
東
京
都

渋
谷
区
）
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
が
り

に
着
目
し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
た
学
生
と
企
業
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
同
社
代
表
の
春
日
博
文
さ
ん
は

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
会
社
の
独
自

色
が
表
に
出
し
や
す
く
、
学
生
も

日
々
そ
の
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
説
明
。「
企
業
、
学
生

側
と
も
に
、
う
ま
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
付

き
合
っ
て
い
け
る
か
が
、
今
後
の

就
職
活
動
を
乗
り
切
る
鍵
に
な
る
」

と
分
析
し
た
。

各
地
の
温
泉
も
楽
し
め
た
」
と
二

人
旅
を
満
喫
。
し
か
し
、
紀
子
さ

ん
は
２
０
０
５
年
、
が
ん
で
亡
く

な
っ
た
。

　
夫
婦
で
訪
れ
た
最
後
の
木
は
、

静
岡
市
の
黒
俣
の
大
イ
チ
ョ
ウ
。

「
ご
苦
労
さ
ん
、
こ
れ
が
最
後
の

木
で
す
ね
。
車
も
機
材
も
、
み
ん

な
あ
り
が
と
う
」。
日
記
に
記
し

た
紀
子
さ
ん
の
言
葉
だ
。

　
渡
邊
さ
ん
は
紀
子
さ
ん
の
死

で
、
巨
木
撮
影
は
終
え
る
つ
も
り

だ
っ
た
が
、
全
国
の
巨
木
フ
ァ
ン

か
ら
「
ま
た
撮
っ
て
ほ
し
い
」
と

便
り
が
届
き
、
再
び
旅
に
出
る
こ

と
を
決
め
た
。

　
現
在
は
軽
自
動
車
に
乗
り
、

「
同
行
二
人
」
の
文
字
が
入
っ
た

ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
っ
て
い
る
。

「
い
つ
も
妻
が
そ
ば
に
い
て
く
れ

る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
、
寂
し
い

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
巨
木
の
撮
影
で
つ
ら
い
の
は
、

「
切
り
倒
す
予
定
が
あ
る
の
で
、

生
き
て
い
る
う
ち
に
撮
っ
て
ほ

し
い
」
と
頼
ま
れ
る
こ
と
。「
本

当
に
悲
し
い
よ
ね
。
だ
け
ど
、
最

後
の
姿
を
一
番
い
い
形
で
撮
っ

て
お
こ
う
と
が
ん
ば
る
」

　
木
を
撮
る
際
の
コ
ツ
を
、
渡
邊

さ
ん
に
聞
い
た
。「
い
き
な
り
レ

ン
ズ
を
向
け
な
い
方
が
い
い
。
ど

ん
な
木
に
も
撮
ら
れ
て
喜
ぶ
角

度
が
あ
る
。
そ
れ
を
ま
ず
見
つ
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
ね
」

　
渡
邊
さ
ん
に
は
「
巨
樹
・
巨
木
」

（
山
と
溪
谷
社
）
と
い
う
写
真
集

が
あ
る
。

広
ま
る
旅
行
型
人
間
ド
�
ク

検
査
後
に
温
泉
、
ゴ
ル
フ

﹁
ソ
ー
活
﹂
学
生
が
急
増
中

強
い
味
方
フ
�
イ
ス
ブ
�
ク

軽
自
動
車
で
巨
木
撮
影
の
旅

日
本
各
地
の
２
千
本
以
上

年１回、のんびりと

企業注目、就活様変わり

亡き妻と「今も２人で」
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イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
来
る
前
は
何
を
？

　
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を

経
験
し
ま
し
た
。
例
え
ば
日
本
で
は
松
下
電
器

（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
の
工
場
に
勤
務
し
た
り
、

サ
ー
フ
ィ
ン
好
き
が
高
じ
て
ハ
ワ
イ
へ
渡
り
、

２
年
ほ
ど
ワ
イ
キ
キ
周
辺
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
働
い
た
り
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
は
ど
う
し
て
？

　
９
年
ほ
ど
前
に
や
は
り
美
し
い
海
に
惹
（
ひ
）

か
れ
て
旅
行
で
パ
ー
ス
を
訪
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
そ
の
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
知
り
合
い
、
マ
ン
ジ
ュ

ラ
に
あ
る
彼
ら
の
家
か
ら
ク
レ
ア
モ
ン
ト
に

あ
っ
た
語
学
学
校
へ
毎
日
１
時
間
以
上
か
け
て

バ
ス
で
通
い
ま
し
た
。

　
英
語
は
昔
か
ら
好
き
で
、
中
学
・
高
校
で
の

英
語
の
勉
強
の
他
に
高
校
教
師
を
し
て
い
た
父

の
勧
め
で
英
会
話
学
校
へ
も
通
っ
て
い
ま
し
た
。

語
学
学
校
の
後
は
？

　
日
本
に
い
た
頃
か
ら
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

得
意
な
英
語
を
生
か
し
て
海
外
の
大
学
で
勉
強

し
て
み
た
い
と
思
い
、
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
試
験
を

受
け
ま
し
た
。
も
し
駄
目
だ
っ
た
ら
日
本
へ
帰
っ

て
ま
た
仕
事
を
見
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
１
回
目
の
試
験
で
ポ
イ
ン
ト
に
達
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
ど
う
す

れ
ば
将
来
も
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
住
む
こ
と
が
で
き

る
か
を
考
え
ま
し
た
。

　
最
初
は
デ
ザ
イ
ン
の
勉

強
を
す
る
つ
も
り
は
な

く
、
栄
養
関
係
に
興
味
が

あ
り
栄
養
士
に
な
り
た

か
っ
た
の
で
、
ヘ
ル
ス
サ

イ
エ
ン
ス
を
勉
強
す
る
つ

も
り
で
カ
ー
テ
ィ
ン
大
学

に
入
学
し
ま
し
た
。

　
た
だ
理
数
系
の
ユ
ニ
ッ

ト
で
か
な
り
苦
労
し
ま
し

て
、
そ
の
時
、
親
と
も
相

談
し
た
ん
で
す
。
母
に

は
良
い
仕
事
に
就
く
と
い

う
こ
と
よ
り
も
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
し
た
ら
ど
う

か
と
言
わ
れ
て
進
路
を
変

更
。
デ
ザ
イ
ン
と
ア
ー
ト

の
学
士
コ
ー
ス
に
変
え
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
や

家
具
の
勉
強
を
す
る
こ
と

に
し
た
ん
で
す
。

第 51回

高た

か

ぎ木 

慈よ

し

お夫 

さ
ん

日
本
人
ら
し
さ
を
デ
ザ
イ
ン
に
生
か
し
、

強
み
と
す
る
。

　
８
月
号
で
お
話
を
伺
っ
た
唐
澤
隼
人
（
か
ら
さ
わ
・
は
や
と
）
さ
ん
か
ら
バ

ト
ン
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
高
木
慈
夫
さ
ん
。
デ
ザ
イ
ン
の
道
に
進

ん
だ
理
由
、
も
の
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
を
伺
っ
て
み
た
。

昔
か
ら
も
の
づ
く
り
は
好
き
だ
っ
た
？

　
は
い
、
手
で
何
か
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
好

き
で
し
た
ね
。
小
学
校
４
年
生
の
時
、
新
大
阪

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
私
が
作
っ
た
モ
ザ
イ
ク
ア
ー

ト
が
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
中
学

生
の
時
も
美
術
の
先
生
が
作
品
を
応
募
し
て
く

れ
展
示
さ
れ
た
こ
と
も
。
集
中
し
て
何
か
を
作

る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。

　
書
道
で
も
何
回
か
展
覧
会
に
出
品
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
母
が
書
道
の
先
生
を
し
て
い

て
、
５
歳
か
ら
習
い
始
め
、
小
学
生
の
時
に
毛

筆
と
硬
筆
も
９
段
ま
で
い
き
ま
し
た
ね
。
何
十

枚
書
い
て
も
結
局
、
そ
の
日
一
番
最
初
に
書
い

た
も
の
が
一
番
出
来
が
良
か
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
英
語
が
得
意
と
い
う
こ

と
は
メ
リ
ッ
ト
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
作
る
方
へ

移
行
し
、
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
選
び
ま
し
た
。

大
学
在
学
中
に
製
作
し
た
家
具
が
賞
を
取
っ

た
そ
う
で
す
が
。

　「
フ
ァ
ニ
テ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
展
示
会
が
メ
ル

ボ
ル
ン
で
行
わ
れ
た
時
で
す
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
先
生
が
興
味
の
あ
る
人
は
挑
戦
し

た
ら
ど
う
か
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。

　
テ
ー
ブ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、

も
し
こ
れ
が
作
れ
る
の
な
ら
ぜ
ひ
ア
プ
ラ
イ
し

▲ 風車からアイデアを得てデザインしたテーブル

▲ 試行錯誤しながらひとつの作品を作り上げる 

▲ ２つの賞を受賞した作品とともに

▲ カーティン大学のワークショップで 

な
さ
い
と
も
言
わ
れ

て
。
風
車
（
か
ざ
ぐ
る

ま
）
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
デ
ザ
イ
ン
で
木
製
の

ウ
レ
タ
ン
仕
上
げ
に
し

て
み
ま
し
た
。

　「
フ
ァ
ニ
テ
ッ
ク
ス
」

に
は
50
名
ほ
ど
の
学
生

が
出
展
し
、
そ
の
中
か

ら
ト
ッ
プ
ス
リ
ー
が
選

ば
れ
る
ん
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
そ
れ
に
は
選

ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
唯
一
、
私
の
作
品

だ
け
に
買
い
手
が
つ
い

た
ん
で
す
。
僕
と
し
て

は
作
っ
た
も
の
を
母
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
け

ど
ね
。

　
そ
の
後
メ
ル
ボ
ル
ン

の
「
フ
リ
ン
ジ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
展

示
会
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
か
ら
同
じ
作
品
の

出
展
を
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。
も
う
そ
の
時
は
買
い
手
に
引
き
取
ら
れ
た

後
で
し
て
。

　
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
も
う
１

回
、
今
度
は
少
し
違
っ
た
感
じ
で
作
っ
て
み
よ

う
と
そ
の
お
話
に
乗
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
２

作
品
目
は
日
本
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
紅
白
の
鶴

の
刺
繍
が
施
さ
れ
て
い
る
打
ち
掛
け
を
あ
し

ら
っ
て
み
た
ん
で
す
。
そ
し
て
ベ
ス
ト
デ
ザ
イ

ン
と
ピ
ー
プ
ル
ズ
チ
ョ
イ
ス
ア
ワ
ー
ド
と
い
う

２
つ
の
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家
具
作
り
で
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
よ
う
な
こ

と
は
？

各
地
の
温
泉
も
楽
し
め
た
」
と
二

人
旅
を
満
喫
。
し
か
し
、
紀
子
さ

ん
は
２
０
０
５
年
、
が
ん
で
亡
く

な
っ
た
。

　
夫
婦
で
訪
れ
た
最
後
の
木
は
、

静
岡
市
の
黒
俣
の
大
イ
チ
ョ
ウ
。

「
ご
苦
労
さ
ん
、
こ
れ
が
最
後
の

木
で
す
ね
。
車
も
機
材
も
、
み
ん

な
あ
り
が
と
う
」。
日
記
に
記
し

た
紀
子
さ
ん
の
言
葉
だ
。

　
渡
邊
さ
ん
は
紀
子
さ
ん
の
死

で
、
巨
木
撮
影
は
終
え
る
つ
も
り

だ
っ
た
が
、
全
国
の
巨
木
フ
ァ
ン

か
ら
「
ま
た
撮
っ
て
ほ
し
い
」
と

便
り
が
届
き
、
再
び
旅
に
出
る
こ

と
を
決
め
た
。

　
現
在
は
軽
自
動
車
に
乗
り
、

「
同
行
二
人
」
の
文
字
が
入
っ
た

ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
っ
て
い
る
。

「
い
つ
も
妻
が
そ
ば
に
い
て
く
れ

る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
、
寂
し
い

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
巨
木
の
撮
影
で
つ
ら
い
の
は
、

「
切
り
倒
す
予
定
が
あ
る
の
で
、

生
き
て
い
る
う
ち
に
撮
っ
て
ほ

し
い
」
と
頼
ま
れ
る
こ
と
。「
本

当
に
悲
し
い
よ
ね
。
だ
け
ど
、
最

後
の
姿
を
一
番
い
い
形
で
撮
っ

て
お
こ
う
と
が
ん
ば
る
」

　
木
を
撮
る
際
の
コ
ツ
を
、
渡
邊

さ
ん
に
聞
い
た
。「
い
き
な
り
レ

ン
ズ
を
向
け
な
い
方
が
い
い
。
ど

ん
な
木
に
も
撮
ら
れ
て
喜
ぶ
角

度
が
あ
る
。
そ
れ
を
ま
ず
見
つ
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
ね
」

　
渡
邊
さ
ん
に
は
「
巨
樹
・
巨
木
」

（
山
と
溪
谷
社
）
と
い
う
写
真
集

が
あ
る
。

　
壁
ば
っ
か
り
で
す
ね
。
風
車
の
テ
ー
ブ
ル
の

時
は
四
角
形
と
丸
形
は
除
外
し
ま
し
た
。
そ
れ

以
外
に
ど
う
い
う
形
が
あ
る
か
と
考
え
、
風
車

の
風
を
当
て
る
反
対
側
は
平
た
い
と
い
う
こ
と

に
注
目
し
、
上
下
反
対
に
す
れ
ば
テ
ー
ブ
ル
に

な
る
と
考
え
た
ん
で
す
。

　
最
初
は
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
描
い

て
み
て
は
、
小
さ
な
モ
デ
ル
を
い
く
つ
も
作
り
、

先
生
や
技
術
者
の
方
に
も
何
度
も
相
談
し
ま
し

た
ね
。
こ
の
テ
ー
ブ
ル
は
４
つ
の
パ
ー
ツ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
木
と
木
の
組

み
方
が
な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な
く
、
ど
う
考

え
て
も
方
法
は
一
つ
し
か
な
く
て
、
結
局
そ
の

方
法
が
大
正
解
だ
っ
た
ん
で
す
が
。

　
壁
ば
か
り
で
も
、
自
分
が
考
え
抜
い
て
イ
メ
ー

ジ
し
た
も
の
は
だ
い
た
い
の
場
合
、
答
え
は
あ

る
ん
だ
な
と
実
感
し
た
瞬
間
で
し
た
ね
。

現
在
は
何
を
な
さ
っ
て
い
る
？

　
カ
ー
テ
ィ
ン
大
学
で
の
１
年
間
の
オ
ナ
ー
ズ

コ
ー
ス
が
ち
ょ
う
ど
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
学

生
ビ
ザ
だ
っ
た
も
の
を
１
年
半
の
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
レ
ジ
デ
ン
ス
に
変
え
て
、
ス
ポ
ン
サ
ー
し

て
も
ら
え
る
会
社
を
探
し
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
は
永
住
権
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
も
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
、

製
作
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

今
ま
で
は
自
分
が
好
き
な
も

の
だ
け
を
作
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
大
量
生
産

用
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
挑
戦
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も

や
っ
ぱ
り
私
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
と
い
う
テ
イ
ス
ト
が
入
っ

た
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
有
名

な
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
マ
ー
ク
・

ニ
ュ
ー
ソ
ン
と
い
う
方
が
い
る
の
で

す
が
、
彼
は
家
具
だ
け
で
は
な
く
い

ろ
い
ろ
な
も
の
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛

け
て
い
ま
す
。
日
本
び
い
き
で
、
味

の
素
の
容
器
や
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
携
帯
電

話
を
手
掛
け
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

今
は
彼
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
は
あ

り
ま
す
か
？

　
日
本
人
の
感
性
を
大
切
に
し
て
、

そ
れ
は
変
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
日
本
人
ら
し
さ
、
自
分
ら
し
さ

を
自
分
の
作
る
も
の
に
乗
せ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
絶
対
、
強
み
に

な
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
私
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
テ
イ
ス
ト
を
デ
ザ
イ
ン

に
加
え
、
共
感
し
て
も
ら
う
の
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
に

彼
ら
が
ま
だ
知
ら
な
い
日
本
を
、
も
の
づ
く
り
を

通
し
て
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
僕
自
身
も
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
だ
日

本
の
こ
と
で
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日

本
は
奥
が
深
い
で
す
よ
ね
。
海
外
へ
来
て
日
本

の
見
え
な
か
っ
た
部
分
、
日
本
の
良
さ
に
気
付

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　次
の
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
菊
地
享
代
（
き
く
ち
・
み
ち
よ
）
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。
最
初
に
菊
地
さ
ん
に
会
っ
た
の
は

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
。
菊
地
さ
ん
は
、

そ
の
前
か
ら
新
聞
の
記
事
で
私
の
存
在
は
知
っ

て
い
た
み
た
い
で
す
。

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
真
珠
を
使
っ

た
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
い
え
ば
彼
女
の
代
名
詞
で
す
。

私
に
と
っ
て
は
姉
貴
の
よ
う
な
存
在
の
方
で
す
。
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後２時、４時 30 分公演もあり。要確認）

State Theatre Centre of Western Australia：Cnr 

of William St & Roe St, Perth

「ハリー・ポッター」全７作を 70 分に詰め込

んだ「ポッテド・ポッター」。２人のパフォー

マーがさまざまな登場人物に早変わりする笑

い満載のショーで、ホグワーツの魔法やクィ

ディッチも楽しめる。ハリポタファン必見。

料金：＄60 〜＄80

チケット：BOCS

■ The Castrol Edge Rugby Championship

９月８日（土）午後６時 30 分

Patersons Stadium：Roberts Rd, Perth

オーストラリア代表「ワラビーズ」と南アフ

リカ代表「スプリングボクス」のテストマッチ。

共にラグビーのワールドカップ優勝経験を持

つ世界トップクラスのチームが激突。

料金：一般＄49 〜＄119、コンセッション＄32

〜＄51、子供＄25 〜＄39

チケット：Ticketmaster

■ Perth Fashion Festival

９月 19 日（水）〜 25 日（火）

今年で 14 回目を迎えるパース・ファッション・

フェスティバル。ヒルトンホテルやタウンホー

ルなど、市内各地の会場でさまざまなファッ

ションイベントが開催される。イベント詳

細やチケット購入は www.perthfashionfestival.

com.au。

■ Stampede in the Valley

９月 30 日（日）午前８時〜午後２時

Brookleigh Equestrian Centre：1235 Great 

Northern Hwy, Upper Swan

パース郊外ブルックレイで行われる泥でぬか

るんだ４km コースの障害物競走。早さを競う

より子供のように泥まみれになって楽しむこ

とを目的とした、家族で参加できるイベント。

料金：一般＄65、子供＄35

チ ケ ッ ト：（08）9206-2898、 ま た は www.

stampedeinthevalley.com.au

30 歳未満＄50

□ The Big Sing

９月 23 日（日）午後１時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

メンデルスゾーンのオラトリオ「エリヤ」の楽

譜をダウンロードして、WASO と西オースト

ラリア合唱団と共に歌おう。無料イベント。楽

譜のダウンロードは WASO ウェブサイトより。

■ Annie

〜９月 23 日（日）※時間は要確認

Burswood Theat re：Great Eas te rn Hwy , 

Burswood

ブロードウェイでロングラン公演され、シド

ニーやブリスベンでも大成功を収めたミュー

ジカル「アニー」。どんな環境にもめげず、夢

と希望を持ち続ける少女アニーの物語。

料金：＄69.90 〜＄211.90

チケット：Ticketek

■ Blithe Spirit

９月７日（金）〜 15 日（土）午後８時（15

日は午後２時公演もあり）

Roleystone Theat re：587 Brookton Hwy, 

Roleystone

イギリスの脚本家ノエル・カワードのコメ

ディー劇「陽気な幽霊」。小説家であるチャー

ルズは次作品の構想のために霊媒師に降霊を

頼む。ところが降りてきた霊は亡くなった先

妻で、後妻からチャールズを奪おうとする。

料金：一般＄16、コンセッション＄12

チ ケ ッ ト：（08）9397-5730、 ま た は www.

roleystonetheatre.com.au

 

■ Life After George

９月７日（金）〜 21 日（金）午後８時、16 日（日）

午後２時

Melville Theatre：Cnr of Canning Hwy & Stock 

Rd, Palmyra

ピーター・ジョージ教授が飛行機事故で急死

した後、残された妻と２人の前妻、娘の４人

の女性が、ジョージ教授と時代背景に影響さ

れた自らの人生を振り返る。60 年代末からの

30 年間に社会や女性の生き方がどう変わった

かを描く。

料金：一般＄18、コンセッション＄14

チ ケ ッ ト：（08）9330-4565、 ま た は

bookings@meltheco.org.au

■ Unpack This!

９月 10 日（月）〜 15 日（土）午後７時 30 分（14

日は午後６時 30 分＆８時 30 分／ 15 日は午

後２時 30 分公演もあり）

Subiaco Arts Centre：180 Hamersley Rd, 

Subiaco

怒りをコントロールできない６人の男と２人

のソーシャルワーカーが繰り広げる、怒り抑

制セラピーを題材にしたコメディー劇。オー

ストラリアの TV ドラマ「ネイバーズ」に出

演し、怒り抑制セラピーを受けた俳優ジェフ・

ペイン脚本。

料金：一般＄38、コンセッション＄30

チケット：BOCS

■ Pinocchio

９月 15 日（土）〜 29 日（土）午後７時 30 分（午

後２時、午後６時 30 分公演もあり）

His Majesty's Theatre：825 Hay St, Perth

カルロ・コッローディの童話が原作のバレエ

「ピノッキオ」。いたずら好きで向こう見ずの

ピノッキオが人間になるまでに直面するさま

ざまなチャレンジを、西オーストラリアバレ

エ団が演じる。

料金：＄25 〜＄106

チケット：BOCS

■ Boy Gets Girl

９月 15 日（土）〜 30 日（日）午後７時 30 分（22

日・29 日午後２時 15 分、25 日午前 11 時公

演もあり／ 30 日は午後５時）

State Theatre Centre of Western Australia：Cnr 

of William St & Roe St, Perth

ブラインドデートをしたジャーナリストのテ

レサとコンピューター・コンサルタントのト

ニー。２回目のデートを断るテレサにトニー

からの誘いは途絶えることなく続き、恐れた

テレサは救いを求める。

料金：一般＄69.50、コンセッション＄54.50、

学生＄29.50

チケット：BOCS

■ Potted Potter

10 月２日（火）〜７日（日）午後７時 30 分（午

BOCS

Tel:（08）9484	1133/1800	193	300

www.bocsticketing.com.au

Moshtix

Tel:	1300	438	849	

www.moshtix.com.au

Ticketmaster

Tel:136	100

www.ticketmaster.com.au

TICKETEK

Tel：132	849

www.ticketek.com.au	

パース市内の主なチケット・アウトレット

＜ BOCS ＞

Perth	Concert	Hall：5	St.George's	Terrace

His	Majesty's	Theatre：825	Hay	Street

＜ Ticketmaster ＞

Cloisters	Newsagency：863	Hay	Street	

＜ TICKETEK ＞

Pharmacity：717	Hay	Street	Mall

※イベント開催日時、会場、料金等は予告

なしに変更されることがありますので、ご

確認の上お出かけください。

※チケットには別途手数料が適用される

場合があります。

■ The Beach Boys

９月６日（木）午後８時

Burswood Dome：Great Eastern Hwy, Burswood

1961 年に結成され、50 周年を迎えたアメリカ

のロックバンド「ザ・ビーチ・ボーイズ」のオー

ストラリアツアー。オリジナルメンバーのブ

ライアン・ウィルソン、マイク・ラヴ、アル・

ジャーディン、ブルース・ジョンストン、デ

ヴィッド・マークスが来豪。

料金：＄89 〜＄175

チケット：Ticketek

■ America in Concert

９月 12 日（水）午後８時

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

アメリカのフォークロックバンド「アメリカ」。

代表作「名前のない馬」や「ヴェンチュラ・

ハイウェイ」「ティン・マン」「ひなぎくのジェー

ン」「アイ・ニード・ユー」など多数のヒット

曲を持つ。

料金：＄102.65 〜＄133.50

チケット：BOCS

■ Sunrise

９月 14 日（金）午後７時

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

クラリネット奏者ポール・ディーンとオース

トラリア弦楽四重奏団が共演。演目はハイド

ンの弦楽四重奏曲第 76 番「五度」と第 78 番「日

の出」、ウィルフレッド・レーマンのクラリネッ

ト五重奏曲、ウェーバーのクラリネット五重

奏曲、バルトークの弦楽四重奏曲第４番。

料金：一般＄62、コンセッション＄48、学生・

子供（４〜 18 歳）＄22

チケット：BOCS

■ Jason Bonham's Led Zeppelin  

 Experience

９月 15 日（土）午後８時

Challenge Stadium：100 Stephenson Ave, Mt 

Claremont

イギリスの伝説的ロックバンド「レッド・

ツェッペリン」のドラマー、ジョン・ボーナ

ムを父に持つジェイソン・ボーナム。再結成

したレッド・ツェッペリンに 2007 年からドラ

マーとして参加しているジェイソンの、亡き

父へのトリビュート・ツアー。

料金：＄64.40 〜＄74.50

チケット：Ticketmaster 

■ Michael Jackson − History II

９月 15 日（土）・21 日（金）午後８時

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

９月 20 日（木）午後８時

Albany Entertainment Centre：2 Toll Pl, Albany

故マイケル・ジャクソンのものまねで活躍す

るケニー・ウィズによるコンサート。2011 年

の大成功に続き、さらに磨きをかけた歌とダ

ンスで観客を興奮の渦に巻き込む。ジャクソ

ンのファンにとって必見のコンサート。

料金：＄29 〜＄89

チケット：BOCS

■ Mnozil Brass Unravels Blofeld

９月 19 日（水）午後８時

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

７人の演奏家からなるオーストリアのブラス・

アンサンブル「ムノツィル・ブラス」の新作「ブ

ロフェルド」公演。超一流の演奏テクニック、

歌やダンス、ユーモアをミックスした型破り

なパフォーマンス。

料金：一般＄92.40、学生（26 歳未満）・子供（16

歳未満）＄71.85

チケット：BOCS

■ Vienna Boys Choir

９月 22 日（土）午後８時

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

500 年以上の伝統を誇るウィーン少年合唱団

のオーストラリアツアー。オーストラリアの

作曲家エレーナ・カッツ＝チェルニンやヨハ

ン＆ヨーゼフ・シュトラウスのレパートリー

から天使の歌声を披露。

料金：一般＄99、コンセッション＄89、16 歳

以下＄79

チケット：BOCS

■ Kuss Quartet and Naoko Shimizu

９月 24 日（月）午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

ヴィオラ奏者・清水直子とドイツのクス四重

奏団による演奏。演目はスメタナの弦楽四重

奏曲第２番、クルターグ・ジェルジュの「小

オフィチウム〜エンドレ・セルヴァンスキを

追悼して」、モーツァルトの弦楽五重奏曲第３

番など。

料金：一般＄31 〜＄67、コンセッション＄27

〜＄58、30 歳未満＄30

チケット：BOCS

■ Parklife

10 月１日（月）午後 12 時 30 分

Wellington Square：88 Bennett St, East Perth

パッション・ピット、プラン B、ジャスティ

スなど豪華なラインアップで行われるダンス・

ミュージック・イベント。エレクトロポップか

らヒップホップ、ハウスミュージックまで、会

場がダンスミュージックでヒートアップ。

料金：＄144.25 〜＄192.10

チケット：Ticketmaster

■ Kelly Clarkson with The Fray & Sarah  

 De Bono

10 月５日（金）午後７時

Challenge Stadium：100 Stephenson Ave, Mt 

Claremont

オーディション番組「アメリカン・アイドル」

で優勝したポップロックシンガーのケリー・

クラークソン、ロックバンド「ザ・フレイ」、オー

ディション番組「ヴォイス」で脚光を浴びた

サラ・デ・ボノのコンサート。

料金：＄119

チケット：Ticketmaster

■ 西オーストラリア交響楽団（WASO）

チ ケ ッ ト：www.waso.com.au WASO Box 

Office、または BOCS

□ Symphonic ABBA

９月７日（金）午後７時 30 分、８日（土）午

後２時＆７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

フィンランドの６人組アカペラ・ボーカルグ

ループ「ラヤトン」が WASO と共演。「ダン

シング・クイーン」「マンマ・ミーア」「ギミー！

ギミー！ギミー！」など、ABBA（アバ）のヒッ

ト曲を披露。

料金：＄50 〜＄99、８日午後２時公演のみ

SBS ラジオ日本語放送
（パース 96.9FM）

毎週火曜  午後 10 時〜 11 時

その他

フェスティバル

シアター

スポーツ

コンサート
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ビジネスクラシファイド

JAS Migration Services
ビザコンサルタント
ビザのご相談はパース在住の日本人移民
コンサルタントにお任せください。
Suite 1, Level 4, Carillon City Office Tower 
207 Murray St Perth WA
TEL (08) 9322 6308 日本語 ( 担当 鈴木 )
jas_suzuki@iinet.net.au MARN:1173457

Rich & Co.
西田　洋
350 Walcott Street, MT LAWLEY, WA 6050
☎ (08) 9276-7092（自宅 )	/	0413-354-878
nhiroshi1005@hotmail.com　パース在 33 年 。
住 宅 売 買 、借家のご相談承ります。迅速、
誠実、経験豊富。お気軽にどうぞ

ALTITUDE real estate
不動産のことならアルティチュードへ

Suite 6/8 Alvan St. SUBIACO, WA 6008
豊富な経験を生かし、安心して暮らせる

『住み心地の良い家』をご紹介致します。
担当：細川貢司　携帯：0417-273-739
Email to: koji@altitudere.com.au ( 日本語 )
www.estatequest.com.au ( 日本語 website)

BILLABONG Backpackers Resort
ビラボン・バックパッカーズ・リゾート
381 Beaufort  Street, HIGHGATE, 6003
☎ 	(08) 9328-7720    Fax (08) 9328-7721
四ツ星保持。清潔で市内やノースブリッ
ジ近。朝食、出迎え、卓球、プール、バ
レーコート等全て無料。2007 年西豪州ベ
ストバックパッカー受賞。2008 〜 10 年は
３年連続ファイナリスト受賞。１泊 $25 〜

REGENT CAKES
リージェント・ケーキ
10/45 Francis Street, NORTHBRIDGE, WA
☎  (08) 9227-8081
元有名ホテル勤務のケーキ職人が腕を振
るう店。人気のアンパンは、早めに買う
ことをお勧め。                        　  水曜定休

LOI'S (Lion Oriental Foods Co.）
 ロイズ ( ライオンオリエンタルフーズ）
13 Fitzgerald Street, NORTHBRIDGE
☎ (08) 9228-9898   Fax (08) 9228-8669
日本食品はパース最大の品揃えスーパー。
毎土曜日は日本の食料品とお酒を $10 以
上お買い上げで 10％引き。セール品も要
チェック。日本のビール、酒、焼酎、梅
酒も西豪州最大の品揃え。駐車場完備。

LOI'S Eastern Supermart
 ロイズ イースタン スーパーマート
125 Barrack St. PERTH /☎ (08) 9221-1001 
シ テ ィ 中 心。 日 本 食 品 の 品 揃 え 豊 富。
セール品多数。是非お立寄り下さい。

Crown Karaoke Restaurant
クラウン カラオケ レストラン
60 Roe Street, Northbridge
日本人コンパニオン多数在籍中。
完全個室。ご予約をお願いいたします。
電話 : 045-9999-277( 日本語 )
e-mail: loungeperth@hotmail.com

NORTHBRIDGE ENGINE FIT & AUTO SERVICE
ノースブリッジ エンジン フィット オート サービス
402 Newcastle St. NORTHBRIDGE, WA 6003
☎ 0422-237-728  日本語 ／ (08) 9328-9198
経験豊富なメカニックがお客様の大事な
お車を丁寧に定期点検一般修理メンテナ
ンス致します。技術力には自信がありま
す。牽引車有。日本人経営。ゆかまで

Satomi Hair on Wheels
サトミ・出張ヘアーサービス
☎ 0415-200-119 / (08) 9227-6629
ヘアーカット、パーマ（＋デジタルパー
マ、縮毛矯正）、カラー（＋ヘナ）
日本の材料を使用しております。
お気軽に御利用下さい。

LET'S RELAX MASSAGE in Perth
レッツ・リラックス・マッサージ
125 Barrack St. PERTH, Loi's Supermart 上階
☎ (08) 9221-1001 ストレスにはボディ、
指圧、リフレクソロジー等マッサージを。
経験豊富な日本人セラピスト常駐。飛入
歓迎。$40/30 分、$70/60 分。年中無休。

AI HAIRDRESSING
日本人美容師
☎ 0487-399-043 / mei20040816@yahoo.co.jp
日本の材料でのパーマ；ストレート；
カラー；ウェディングヘアメイク。
出張可能（費用別）カットカラー $80~
お気軽にお電話下さい。

RYOKO for Hair
出張ヘアデザイン
☎ 0423-937-192 / ryoko4hair@yahoo.co.jp
パ ー マ、 カ ラ ー、 ヘ ナ、 ウ ェ デ ィ ン グ
ヘアメイク。カット $35 〜。ご予約はお
早めに！　営業時間：平日９時半〜３時
予約状況は　http://ryoko4hair.client.jp/

　　　　　　　  Roselle Hair Lounge
　　　　　　　　　   ロゼル ヘア ラウンジ
Shop1 448 Murray St. Perth
☎ (08)9321-3448 http://roselle.com.au
HAPPY HOUR : 月・水・木２:00 〜４:00
メンズカット $25 レディースカット $45
ご予約お待ちしております。火曜定休
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 　西豪州政府観光局／ W.A. Visitor Centre
    55 William St, Perth W.A. 6000
 　☎ 1300 361 351

 　移民・市民権局／ The Department of   
   Immigration and Citizenship
   836 Wellington Street, West Perth
 　☎ 13 18 81

 　税務署／ Australian Taxation Office
 　45 Francis St., Northbridge W.A. 6003
 　☎ 13 28 61

■ 在豪日本国大使館／ Embassy of Japan, Canberra
 　☎ (02) 6273 3244   www.au.emb-japan.go.jp

■ 在パース日本国総領事館
 　The Consulate-General of Japan in W.A.
 　U22 / Level 2, 111 Colin St
 　West Perth     ☎ (08) 9480 1800
 　www.perth.au.emb-japan.go.jp

■（法）西豪州日本人会
 　Japanese Association of W.A. (Inc.)
　 パース日本商工会議所
 　Japan Chamber of Commerce and 
 　Industry in Perth Inc.
 　☎ (08) 9285 1765
 jccip@iinet.net.au

■（法）西豪州日本クラブ
 　Japan Club of W.A. Inc.
 　Mr. Katsuhiro Shirakawa   
　 ☎ (08) 9455 3309

■（法）豪日協会
 　Australia - Japan Society (W.A.) Inc.
　 ☎ (08) 9365 7137

■ 社会福祉法人 「サポートネット 虹の会」
 　☎ 0403-530 928 

■  兵庫文化交流センター
 　Hyogo Prefectural  Government Cultural
 Centre
 　☎ (08) 9385 9002

■ パース日本人学校
 　The Japanese School in Perth  ☎ (08) 9285 1758
 　www.japaneseschool.wa.edu.au

■ ジェトロ・シドニー・センター
 　JETRO Sydney  ☎ (02) 9276 0100 

日本関連機関

政府関連機関

■ 緊急電話／ Emergency Calls 000
 ① Fire ( 消防）、Police ( 警察）、Ambulance ( 救急）
 ② 住所と状況を伝える

■ ガス／ Gas　　13 13 52

■ 水道／ Water　 13 13 75

■ 電気／ Electricity　 13 13 51

■ 番号案内／ Directory Assistance
 　豪州国内　12 23 
 　海外　12 25 

■ 電話の故障／ Telephone Faults
 　一般家庭用　　13 22 03
 　業務用　　13 29 99
 　携帯電話　　018 018 111
 　回線不良  （国内）　　11 00
    　             （国際）　　12 21

■ タクシー／ Taxis
 　スワン　　13 13 30
 　ブラック＆ホワイト　　13 10 08

その他

主要機関連絡先 Yellow Pages

     The articles that the Japan Australia News prints are correct at 
the time of printing but please note that there is a possibility that 
information may change after printing. In regard to advertisements 
and articles written by contributors outside of the Japan Australia 
News, the opinions expressed do not necessarily reflect the 
opinions of the Japan Australia News. Reproduction without 
permission of any article, photograph or illustration printed in the 
Japan Australia News is strictly prohibited.
     It is a condition of advertising in the Japan Australia News 
that the advertisement does not breach the Commonwealth 
Trade Practices Act (1974) or Copyright Act (1968), or the 
Western Australian Sale of Goods Act (1895) or Fair Trading 
Act (1987). However, please note that the Japan Australia News 
does not guarantee the absence of breaches or the reliability 
of advertisements, nor does it accept responsibility for such 
breaches.

お　こ　と　わ　り
　弊社では、本紙掲載記事の正確さに万全を期しており
ますが、掲載後にデータや情報が変更になる場合もござ
いますのでご了承ください。また、広告、社外寄稿者の
記事に関しては、必ずしも社の見解を反映した内容では
ないことをお断りいたします。
　なお、掲載記事、写真、図版の無断転載を禁じます。
　掲載の広告内容は連邦公正取引法（1974 年）または
著作権法（1987 年）、西オーストラリア州商品販売法

（1895 年）または公正取引法（1987 年）、およびこれら
の法律に類似する法律の規定に違反するものではないこ
とを条件にしていますが、広告の内容や信憑性に関して
の責任は負いかねますのでご了承ください。

発行人	 高橋　隆幸
Publisher	 Takayuki	TAKAHASHI

翻訳	 スティックランド
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J-Forum Pty Ltd
PO Box 403 Osborne Park

WA 6017 Australia
TEL :1300 551 246

FAX : (+61 8) 9207 2523
info@janews.com.au
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JA NEWS 2012 年 10 月号は、9 月 28 日 ( 金 ) 発行の予定です。
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※毎月末日発行を予定しておりますが、配送の都合により多少遅れる場合もあります。各所配布部数には限りがあります。確実に入手なさりたい方は定期発送お申し込みをお勧めします（P	17参照）。

JA NEWS　主要配布スポット

YUZU KAITEN SUSHI
ZAKKA BOX
■ Murdoch 
Murdoch University (Japanese 
  Department)
■ Myaree 
CN MART
Perth Kimchi
Yee Seng Oriental Supermarket
■ Nedlands 
Kido Restaurant
Kongs Oriental Store
Sunazuka Perth Holistic Acupuncture
■ Northbridge 
Arigataya
Central TAFE
Lion Oriental Foods
MC Beauty
Regent Cakes
■ Perth
Billabong Backpackers Resort
Blue Tourist & Student Centre
hair plus 
H.I.S.

Moisteane
Tenkadori
Toraya Restaurant
Zen Restaurant
■ Victoria Park
Japanese Cafe Ulara
Inter Continental Perth Burswood
■ Vines
The Vines Resort & Country Club
■ Welshpool 
Meijin Garage
■ West Perth
Consulate-General of Japan
■ Whitford
Kobe Sushi
■ Winthrop
City Travel Centre
Sakura Japanese Foods
■ Yokine
Aoi Japan

																																																			（順不同）

Jaws Mint Restaurant
Loi's
Macs Link
Maruyu
Matsuri Restaurant
Milner English College
Nao Japanese Restaurant
Nichigo Centre
Nihongo Iryou Centre
Pan Pacific Hotel 
Rainbow Lodge
Restaurant Jun
Roselle Hair Lounge
TAKA'S Kitchen
WA Tourist Centre
Zensaki Restaurant
■ Rockingham
Regional Campus Community Library
■ Shelly
Kahmon Restaurant
■ Subiaco
Brilliant Hair
Green Tea House
Nippon Food Supplies

■ Albany
Albany Public Library
■ Applecross
Ohnamiya
■ Bassendean
Suisen
■ Bunbury
Kokoro Japanese Restaurant
■ Beaconsfield
Challenger TAFE
■ Bentley
Curtin University (Japanese Department)
Curtin University (ELICOS)
POLYTECHNIC WEST
■ City Beach
Hyogo Cultural Centre
Japanese School in Perth
The Weekend Japanese School
■ Claremont
Methodist Ladies College
Sado Restaurant
■ Crawley
University of Western Australia
 (Asian Studies)

■ East Perth
Chanterelle at Jessica's
Hyatt Hotel
Perth Ambassador Hotel
■ East Victoria Park
Senoji Japanese Restaurant
Restaurant Ninniku Jip
■ Fremantle 
Fremantle Library
Fremantle Tourist Information
Oceans Restaurant
Taka's Kitchen
■ Innaloo 
Sasuke Take Away Food
■ Kalamunda
RYOKAN wabi sabi
■ Leederville 
LUNA Cinema
■ Mandurah 
Mandurah Library
■ Morley 
Sushi - Don
■ Mt Lawley
Cafe Downey
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デリバリ及び加工スタッフ

Botany にある食品加工工場 (Thanks Foods)

でデリバリ／工場内作業の加工スタッフ募

集中。平日 7:00~16:00。英語に自信がない

方でも安心して働ける職場です。未経験者

可。興味のある方はぜひお問い合わせくだ

さい。☎ 02-9316-5833/5855、Email: info@

thanksfoods.com.au / NAOKI まで。

********************************************************

Sushi-YA Chatswood スタッフ募集

キッチンハンド・ホールスタッフ・寿司シェ

フ長期で働ける方。フルタイム・パートタ

イム、未経験でも OK!　時間帯など相談し

ます。賄い・ドリンク・チップ付き。お気

軽に連絡下さい。☎0430 720 523 中村まで。

********************************************************

キッチン、ホールスタッフ、正社員募集 ! 

ニュートラルベイの「スシトレイン」「ス

シサムライ」ではキッチン、ホールスタッ

フ、正社員を募集中。一緒に頑張りたいと

いう方、ご連絡ください。

☎ 02-9908-8891 まで。

オーストラリア・シドニー発

TEL : 02-9909-0111  FAX : 02-9909-0888

info@wjenta.com

www.wjenta.com

美容師募集

City、Chinatown の Japanese Hairsalon Take-

shi & Team では美容師を募集中。スタッフ

は全員フレンドリーで、楽しいサロンです。

塩崎 ☎ 0431 769 521

hairsalontakeshi@yahoo.co.jp

住所 :City mark level1 shop F1A, 683-689 

George St  

********************************************************

ヘアスタイリスト募集 

ローカルのお店で働きたいと思っている方、

まずはうちのお店で世界に通用するスタイ

リストを一緒に目指しませんか ?　英語で

対応出来る方、長期働ける方優遇。パート

タイムだけでも可。経験者のみ。

☎ 02 9904 3336 担当 Takumi。

スタッフ募集！
３か月から６か月間フルタイムで働ける

ホールスタッフ及びキッチンハンド。

パートタイムも常時募集しています。

祭レストラン　☎（08） 9322-7737

松島、吉田まで☎ 0411-881-715 

*****************************************************

シェフ（和食経験者）、キッチンハンド、

フロア担当を求めています。お気軽に。

SADO ISLAND RESTAURANT

Claremont  ☎ 0417-988-064 野村まで

********************************************************

キッチンハンド募集！長期働ける方、永

住者優遇。Innaloo の Bunnings 向かい。

Sasuke Japanese Takeaway ☎ 9445-7831

********************************************************

直ジャパニーズレストラン
117 Murray St. Perth

キッチンスタッフ募集

ワーキングホリデーの方は、長期（6 か月） 

働ける方、しっかりした調理経験のある

方。永住者は未経験も考慮します。

電話連絡の上、履歴書をお持ちください。

担当：たかよ　電話：9325-2090

********************************************************

ランチタイム・スタッフ募集

（月〜金、朝〜昼すぎ）

☎ 044-880-3332 わさび (Woodside)

********************************************************

パース CBD のアジアン キッチンではキ

ッチンハンド / フロント経験者を募集中。

長期勤務できる方優遇。まずは履歴書を

pakperth@hotmail.com まで。

JA NEWS 外部ライター募集

パース市内・周辺での取材活動をお願いし

ます。就労可能なビザを持っている方（WH

可）。日本語の経歴書を以下までお送り下さ

い。info@janews.com.au

ENGLISH LESSONS 英会話クラス

37 Barrack Street, PERTH

☎ 0407-426-628　 スピーキングとヒア

リング中心で少人数制クラス。教師は皆、

経験豊かなネイティブ。90 分＄20。

特殊コース（発音、IELTS、FCE、家庭訪問

レッスン）可能。無料体験レッスン実施。

月〜土無料英会話２時間と聖書 30 分

www.freeenglishclasses.org City クラス

パース日本語キリスト教会　冠婚葬祭も

日曜集会午後 1:00 〜　どなたでもどうぞ

☎ 0413-243-065 ／ 9448-8755　ヤング迄

********************************************************

ＴＯＹＯＫＯ’Ｓ　Hair in Carlisle

☎ 0448-610-963　tadaking1023@gmail.com

カット、カラー、パーマ、縮毛矯正、

ヘアーセット、着付けなど、出張も可能

なのでお気軽にお問合せ下さい。

********************************************************

女声合唱団 ミルキィーウェイ

メンバー募集中です。思いっきり歌って

日頃のストレスを吹き飛ばしてみません

か？ 楽しいティータイムもあります。

場所 :101 Kimbery St West Leederville

(Church) 時間 : 毎週金曜日 11:00 〜 13:00

連絡先：☎ 0401 328 965 初心者大歓迎！

求　人

LASSIFIEDS クラシファイドC

教えます

その他

NSW 州　求人
＜ JENTA	Sydney より＞
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Summer has well and truly arrived in Tokyo. 
It does not get much cooler than 25 degrees at 
night, the days are peaking at 35 degrees, and 
the humidity is a sticky problem.

Ladies are sporting their favourite parasols, 
whilst businessmen are forgiven for not wearing 
a tie to work. Walking through the busy streets, 
pedestrians are blasted with refreshing cool air 
from shops, and the next minute, smelly, hot air 
from vents.

It is a very different scene from last summer 

There are three things you can be guaranteed 
of in a Japanese summer – scorching heat, 
deafeningly loud cicadas and the Obon festival.

For one week in August half of Tokyo – it seems 
– packs up as families return to their home 
towns to honour deceased ancestors. Obon is 
one of the three biggest holiday seasons, and 
increased accommodation costs and bumper to 
bumper traffi c are also guaranteed. This year the 
mass exodus caused huge delays on highways 
across Japan.

Obon is a Buddhist ceremony steeped in 
tradition and ghost stories – it’s Japan’s 
Halloween or Day of the Dead – and some of 
those ghost stories are horrifi c. Like the daughter 
of a samurai who died of a broken heart and 
haunted her lover. Or the decapitated head 
of a disgruntled warlord which is believed to 
haunt an area now turned into Tokyo’s fi nancial 
district. Even in recent times, there have been 

– when power shedding was enforced across 
Japan as a result of the Tohoku disaster. Air 
conditioning was turned off to save electricity, 
as people sweltered in front of desk fans.

There were some, however, who flouted the 
rules last year. Air conditioners and lights were 
turned off on the ground levels, upper floors 
resembled a chilled fridge.

This year, whilst the problems in Tohoku are 
still very real – it seems, in Tokyo, the lights are 
brighter than ever.

sudden illnesses and freak accidents around the 
area – all blamed on the warlord’s angry spirit.

During Obon, the dead are believed to rise 
to visit their relatives – hence the living pay 
homage to ancestors’ graves, and make offerings 
to keep their spirits happy.

To help ward off evil spirits, huge firework 
shows – that go on for over an hour – are a 
spectacular part of Obon. Hundreds of thousands 
of people fl ocked to the Sumida river in Tokyo 
this year for a good view. The crowds were so 
dense, foreigners were advised to stay away 
unless they didn’t mind being in a large crowd. 
It took some people hours to get home.

But that’s all part of Obon.

Twitter: TiffWertheimer9
takemetotokyo.wordpress.com

Confused, Bemused
in Tokyo
Former television reporter 
turned Tokyo gaijin, Tiffany 
Wertheimer, shares her 
latest observations and 
thoughts on the city that is 
full of surprises.

by Tiffany Wertheimer

Air conditioning welcomed as power shedding forgotten

Mass exodus during the scarey season
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ティーガン・チャブ
　2005 年から２年間、JET プログラムの
CIR（国際交流員）として大阪市国際交流課
に勤務。西オーストラリア州パース在住。

Tegan's "Nandeyanen" in Perth Part	84	Tegan	Chubb
第 84 便

ティーガンの
こんなことあってん！！

ティーガン・チャブ

A city that people call home is a living 
thing. Some cities are bustling and become 
busier as they grow larger, and some grow 
quieter as they slowly fade away. In the case 
of Western Australia, many country towns are 
quietly disappearing, while year by year Perth 

continues to grow.

Continuing along the same lines of the 
theme on ‘traffi c lights’, I thought I’d look 
a little deeper into an issue that is always 
a hot topic in Perth.

Tha t i s t he f ac t t ha t a s Pe r th ’s 
populat ion grows, so too does the 
congestion on our roads. This is quite 
a sore point for those who grew up 
accustomed to relatively uncrowded 
streets. I’ve been told that around 20 years 
ago, you could pretty much be anywhere 
in Perth within 20 minutes of leaving your 
front door. However these days, it appears 

　人々が生活する町は生き物だ。

にぎやかで大きくなっていく町

もあるし、静かでだんだん小さ

くなっていく町もある。西オー

ストラリア州はといえば、田舎

の町は小さくなっていくほうだ

けど、パースは年々大きくなっ

ている。

　先月は「信号」のことを書い

たが、今月もその続きで、パー

スでは常にホットな話題につい

てもう少し考えてみようと思う。

　パースの人口が増えるにつれて交通量

もだんだんと多くなる。混んでいる道路

に慣れていない人々にはすごく不便なこ

とだ。20 年前は、パースのたいていの所

まで 20 分で行けたそうだけれど、今は道

が混んでいるから、20 分で行ける範囲は

すごく限られている。だから頭で「５分

で行けるな」と考えて家を出ると、渋滞

に巻き込まれて、それでイライラしてす

ごく自分本位な運転をする人が多い…と

いうのは言い訳にならないけれど、最近

ますます混んできたパースに、みんな慣

れないのだ。

　今度のパースのウォーターフロント再

開発でエスプラネードを変えることに、

文句を言う人も多いらしい。通勤でリバー

サイド・ドライブを通る人は確かに困る。

別の道を通ってシティーに入ることにな

るんだけれども、シティーに向かう他の

道はどれも今よりもっと混むだろうから。

東京や大阪のような大都会に住んだこと

がある人には、町が大きくなればなるほ

ど混むのが当たり前だと理解できるが、

パースの人たちの場合、車をやめて他の

交通手段を選ぶなんて考えられないとい

う人が多いと思う。

　ところで、懐かしい思い出がたくさん

あるエスプラネードの芝生は、私の中で

はとても大事なもの。その芝生に座って

何回もオーストラリア・デーの花火を見

た。その芝生では何回もトレーニングを

して、汗をたくさん流した。恥ずかしな

がら告白するけど、ファーストキスもエ

スプラネードの芝生の上でだった！　そ

して最近も、その芝生に立ってエリザベ

ス女王に一生懸命手を振った。私のたっ

た 30 年間でも、いい思い出がいっぱいあ

る場所なんだけれども、私の２倍や３倍

生きてきた人たちは、この場所がなくなっ

てしまうことをどう感じているのかな？

　といっても、発展の価値もよく分かる。

その芝生がある場所を、もっとたくさん

の人々が楽しめるスペースに変えること

ができれば、素敵なことだ。もしその場

所が今後パースに住む人々にとって大事

な場所になれば、それでいいと思う。そ

れに、芝生になる前はサーカスだったし、

野菜を植える場所だったし、さらに前は

湿地のような所だったらしいので、この

場 所 が 姿 を 変 え る の は 別 に 新 し い こ と

じゃない。住む人の世代が変わっていく

that the ground you can cover in the car in 20 
minutes has shrunk considerably. So there are 
still many people who think, “I can be there 
in about 5 minutes”, only to find themselves 
stuck in traffi c and so frustrated at the situation 
that they become very selfi sh drivers… Which 
is only a reason and not an excuse for their bad 
behaviour, but they simply are struggling to 
become accustomed to a more crowded city.

There are many of these people who are 
protesting against the proposed redevelopment 
of the Perth Esplanade. Those who take 
Riverside Drive to work will have to find 
another way to get into the city. However as 
they do so, the other roads leading in to the 
city will become even more congested. While 
for people who have lived in places like Tokyo 
and Osaka, where it is obvious that the larger 
the city, the greater the congestion, for many 
Perthites it is almost inconceivable to give 
up the freedom of their car and choose other 
methods of transport.

With that said, I too have many happy 
memories of days spent on the green grass 
of the Esplanade. Many times have I sat and 
enjoyed the fi reworks display on Australia Day. 
Many times have I sweated as I participated 
in a Boot Camp session. While embarrassing 
to admit, I’ll let you in on the secret that it 
also happens to be where I experienced my 
first kiss! Last but not least, only recently it 
is where I stood to see a glimpse of Queen 
Elizabeth and wave heartily to her. With 
all these memories spanning only 30 years, 
imagine how those with two or three times my 
years may feel about the loss of this space?

However that may be, I also appreciate 
the value of progress. If that grass can be 
developed such that many more people can 
enjoy what it offers, then that is a worthy 
achievement. If that space can become an 
important part in the lives of people to come, 
then I think that is enough. Besides, before 
it was made into a grass oval, it has hosted a 
circus, market gardens, and even earlier still 
was a marshy swamp. So it’s not as though 
change is a new concept. It is obvious that as 
generations of people pass by, the use of land 
and spaces such as these change. I don’t feel 
that it is something so serious as to protest 
about.

While my grandmother was still alive, I used 
to love hearing about her stories of the way 
that the Esplanade used to be. She could recall 
a time before even the Narrows Bridge was 
constructed. Apparently the area was host to 
a circus, and also a public bath so that anyone 
could swim in the river. My grandmother 
would also swim there as a girl. So is it such a 
bad thing if it is returned to this previous state?

But of course, these are the growing pains 
of a growing city, as are felt in cities all over 
the world. As populations expand, so too do 
the number of cars on the road. More cars 
lead to crowded roads. Removal of a major 
road results in the further congestion of others. 
If people do not switch to another form of 
transport, there is not much that can be done to 
fi x the problem, can there?

While I was living in Osaka, it was normal 
for the roads to be crowded, and everyone 
understood that parking space was only 
available at a premium. So travelling to and 
fro was often done by bike or train. It appears 
that Perth is undergoing a transitional period at 
the moment so people can be a bit terse about 
the situation, but the reality is that as Perth 
grows larger, this problem cannot be avoided. 
But the lucky thing for us Perthites is that our 
city is developing in a much more modern era 
than those that have gone before, and so we 
are able to make decisions based on this past 
knowledge. So at this point, we will just have 
to have faith in our town planners to make 
informed decisions.

In the meantime I’m putting on my helmet 
and getting down to some training on my bike!

I’m inviting comment from readers of JA 
NEWS to let me know directly what you think. 
You can contact me on teganjanews@gmail.
com. I look forward to hearing from you!

▲ パースのサイクリングロードを走ると、いろんな発見があって面白い！
Perth's cycle paths are so full of surprises!

と、土地の使い方も変わるのが当然だし、

反対するほどのことではないと思う。

　私のおばあちゃんが生きてた時に、昔

のエスプラネードの話を聞くのが大好き

だった。おばあちゃんは、ナローズ・ブ

リッジが建設される前のことも覚えてい

た。そのころはエスプラネードにはサー

カスがあって、そして一般の人たちが泳

げるように、川に自然プールみたいな施

設も設置してあったらしい。おばあちゃ

んもよく泳いでいたそうだ。だから、ま

た昔のように水に戻すのは、そんなに悪

くないんじゃないかな？

　だけどこれは、世界中の発展している

町に共通の問題だ。人口が増えると車も

増える。車が増えると道が混む。渋滞す

る幹線道路をなくすと、他の道がもっと

混んでしまう。人々が車をやめて他の交

通手段に替えない限り、この問題は解決

されないんだよね。

　大阪に住んでいた時は、道が混むのが

普通だったし、駐車場が限られているの

もみんな分かっていた。だから自転車や

電車での通勤が普通だった。パースは今、

大きな移り変わりを経験しているところ

なので、町並みが変わることや交通渋滞

に文句を言う人もいるけれど、それは町

が大きくなる時には避けられない問題だ。

だけどラッキーなことに、パースは大阪

などよりもっと最近になってからこのよ

うな変化をしているので、過去に発展を

遂げた他の町から学んで、いくつもの選

択肢から良いものを選ぶことができる。

だから都市計画の担当者たちが、十分な

情報に基づいて決めてくれることを期待

したいね。

　では私はヘルメットを着けて、自転車

の練習をしようっと！

　 こ の 欄 へ の 感 想 な ど、 読 者 の 方 か ら

ティーガンへのメッセージを募集していま

す。teganjanews@gmail.com までメールをお

送りください。日本語でも英語でも OK で

す。ご感想を楽しみにしております！
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格
の
あ
る
武
家
茶
道
」
と
い
う
こ
と

で
、
男
の
茶
道
と
い
わ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　
現
在
同
寺
で
は
、
江
田
氏
の
ご
子

息
・
真
人
（
ま
ひ
と
）
氏
が
住
職
と

し
て
跡
を
継
い
で
お
り
、
ほ
か
に
ヨ

ガ
や
イ
ン
ド
の
タ
ゴ
ー
ル
ダ
ン
ス
、

油
絵
、
武
道
を
通
し
て
心
身
を
鍛
え

る
「
日
曜
わ
ん
ぱ
く
教
室
」
を
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
開
催
し
て
い
る
。

　
最
後
に
な
ん
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｃ

Ｍ
を
有
し
て
い
る
お
寺
。
千
葉
県
市
川

市
の
本
光
寺
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
衝

撃
的
、東
京
都
八
王
子
市
の
了
法
寺
は
、

な
ん
と
も
可
愛
（
か
わ
い
）
く
楽
し

い
ア
ニ
メ
と
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
、
マ
ン

ガ
な
ど
で
迫
る
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ

は
衝
撃
的
、
幸
い
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
試
し
を
！

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

蒲
生 

輝
（
が
も
う
・
て
る
）

　
１
９
４
４
年 

長
野
県
生
ま
れ
。
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ラ
イ
タ
ー
。

政
治
、
比
較
文
化
、
歴
史
、
旅
行
な
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
こ
れ
ま
で
に
16
冊
の

著
書
が
あ
る
。
現
在
、
千
葉
日
報
に
文

化
時
評
コ
ラ
ム
を
連
載
中
。

Columnist and freelance writer Teru GAMO has 
published 16 books in such varied genres as politics, 
comparative culture, history and travel. He currently 
contributes a culture and current affairs column to a 
daily newspaper, Chiba Nippo.

　
日
本
の
生
活
や
習
俗
、
風
景
に
欠

か
せ
な
い
お
寺
。
そ
の
お
寺
が
昨
今
、

様
変
わ
り
を
し
て
い
る
。

　
寺
は
昔
か
ら
「
寺
子
屋
」
を
併
設
し
、

文
武
を
学
び
、
自
己
鍛
錬
す
る
場
で

も
あ
っ
た
。
同
時
に
檀
家
（
だ
ん
か
）

を
は
じ
め
近
郷
近
在
の
人
々
が
触
れ

合
う
、
町
の
広
場
と
い
う
意
味
合
い

も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と

そ
れ
に
伴
う
津
波
襲
来
の
際
に
は
、

緊
急
避
難
の
場
所
と
し
て
機
能
。
帰

宅
困
難
者
が
多
数
発
生
し
た
東
京
で

も
、
築
地
本
願
寺
な
ど
で
は
本
堂
を

開
放
、
救
済
に
あ
た
っ
た
。
第
２
次

大
戦
中
に
は
、
都
会
の
疎
開
児
童
を

預
か
る
場
所
と
し
て
貢
献
し
た
。

　
昨
今
は
楽
し
く
発
展
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ー
ト
を
実
演
・
展
示
し
た
り
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
娯
楽
を
提

供
し
た
り
す
る
場
と
し
て
脚
光
を
浴

び
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
お
寺
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
組
織
も
で
き
た
。
東
京｢

寺

子
屋
ブ
ッ
ダ｣

が
そ
れ
で
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
お
寺
は
、
ボ
ク
ら

の
ワ
ク
ワ
ク
空
間
。
ア
ー
ト
・
音
楽
・

ヨ
ガ
・
映
画
…
。
遊
ん
で
学
ん
で
ブ
ッ

ダ
の
魅
力
も
教
え
て
も
ら
お
う
！
」

　
こ
の
潮
流
に
の
っ
て
、
お
寺
を
開

放
し
て
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
寺
子
屋
の
伝
統
に
即
し
た
、

習
い
事
や
学
習
か
ら
。「
ヨ
ガ
を
通
し

て
ブ
ッ
ダ
の
心
に
触
れ
る
」
を
実
践

し
て
い
る
の
は
、
前
述
の
寺
子
屋
ブ
ッ

ダ
の
サ
ポ
ー
ト
寺
の
一
つ
で
あ
る
千

葉
県
南
房
総
市
の
妙
福
寺
な
ど
。

　
も
っ
と
楽
し
い
習
い
事
は
料
理
教

室
、
と
り
わ
け
精
進
料
理
教
室
を
開

催
し
て
い
る
お
寺
は
少
な
く
な
い
。

た
と
え
ば
、
東
京
赤
坂
の
常
國
寺

（
じ
ょ
う
こ
く
じ
）
の
場
合
、「
精
進

料
理
を
普
段
の
食
事
に
取
り
入
れ
る

こ
と
で
精
進
料
理
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
精
進
料

理
を
作
り
食
べ
る
と
い
う
体
験
か
ら
、

和
の
心
や
精
神
、
伝
統
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
食
体
験
は
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
育
自
力

（
い
く
じ
り
ょ
く
）
を
養
い
ま
す
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
多
く
の
若
い

女
性
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
料
理
教
室
で
は
、

男
性
も
Ｏ
Ｋ
で
、
し
か
も
個
人
教
授

も
可
と
至
れ
り
尽
く
せ
り
だ
。
昨
今

の
ヘ
ル
シ
ー
フ
ー
ド
ブ
ー
ム
に
の
っ

て
、
精
進
料
理
は
さ
ら
に
注
目
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
神
奈
川
県
の
總
持
寺
（
そ

う
じ
じ
）、
京
都
・
妙
心
寺
東
林
院
、

山
口
県
の
祥
雲
寺
な
ど
で
も
行
っ
て

い
る
が
、
祥
雲
寺
は
な
ん
と
ポ
ル
ト

ガ
ル
料
理
教
室
も
あ
る
。

坊
主
バ
ー
は
説
教
が
肴
さ
か
な

？

　
お
寺
カ
フ
ェ
と
な
る
と
、
境
内
で

抹
茶
を
供
し
て
い
た
伝
統
も
あ
り
、

全
国
で
数
多
く
の
お
寺
が
オ
ー
プ
ン

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
最
も
人
気

な
の
が
、
東
京
・
神
谷
町
駅
近
く
の

光
明
寺
。

　「
神
谷
町
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
」
と
銘

打
っ
た
こ
の
カ
フ
ェ
は
、
広
々
と
し

た
本
堂
２
階
の
テ
ラ
ス
が
、
カ
フ
ェ

に
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ー
ヒ
ー
や
日
本
茶
と
お
菓
子
な

ど
を
供
し
て
い
る
が
、
金
額
を
記
し
た

メ
ニ
ュ
ー
は
な
い
。
い
か
に
も
お
寺

さ
ん
ら
し
い
お
布
施
形
式
、
い
や
参

詣
の
一
環
で
利
用
者
は
そ
れ
ぞ
れ
適

当
な
金
額
を
、テ
ー
ブ
ル
上
の
賽
銭（
さ

い
せ
ん
）
箱
に
入
れ
て
い
く
よ
う
だ
。

　
こ
の
カ
フ
ェ
の
メ
リ
ッ
ト
は
ズ
バ

リ
、
静
か
で
瞑
想
（
め
い
そ
う
）
が

で
き
る
こ
と
。
鬱
蒼
（
う
っ
そ
う
）

と
し
た
佇
（
た
た
ず
）
ま
い
の
中
で
、

墓
地
を
目
の
当
た
り
に
し
、
あ
る
意

味
で
、
彼
岸
を
見
据
え
た
と
も
い
え

る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
　
　

　
こ
れ
ほ
ど
落
ち
着
く
場
所
は
な
い

し
、
今
流
行
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
。
た

だ
、
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
制
で
、
し
か

も
期
間
・
時
間
限
定
。
最
新
の
話
題

は
「
坊
主
バ
ー
」。
東
京
・
四
谷
に
あ

る
仏
壇
も
あ
る
こ
の
店
で
は
、
現
役

の
僧
侶
が
カ
ク
テ
ル
を
作
り
、
話
し

相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
。

　
多
目
的
化
し
て
い
る
お
寺
の
先
駆

け
の
一
寺
が
、
東
京･

茗
荷
谷
の

林
泉
寺
。
住
職
の
故
江
田
和
雄
氏
は

１
９
６
０
年
代
か
ら
70
年
代
に
か
け

て
劇
団
を
率
い
て
、
数
々
の
問
題
作
、

話
題
作
を
演
出
し
た
芝
居
人
。
あ
の

唐
十
郎
や
寺
山
修
司
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
ア
ン
グ
ラ
劇
団
の
連
中
に
も
多
大

な
影
響
を
与
え
た
。

　
そ
の
人
間
座
に
、
私
の
友
人
が
所

属
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
江
田
氏

と
酒
を
酌
ん
だ
り
、
そ
の
お
寺
で
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
ん
だ

こ
と
が
あ
る
。

　
筆
者
は
そ
の
中
の
一
つ
、
石
州
流

（
せ
き
し
ゅ
う
り
ゅ
う
）
茶
道
を
習
い

た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
ま
だ
に

果
た
せ
ず
に
い
る
。
こ
の
茶
道
は
「
茶

道
の
本
義
が
利
休
相
伝
の
侘
（
わ
び
）

の
風
体
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
質

実
剛
健
な
中
で
も
雅
趣
に
富
ん
だ
風

［A regular feature by Teru GAMO　　English adaption by Leonie Stickland］

among these is Kōmyōji, near Kamiyachō 
station in Tokyo.

This cafe, calling itself 'Kamiyachō Open 
Terrace,' occupies the spacious upper floor of 
the temple's main building. It serves coffee, 
Japanese green tea, snacks, and so on, but there 
is no menu indicating prices. In a typically 
temple-like 'donation' format, or rather as part 
of their worship visit, its users apparently each 
put an appropriate amount of money into the 
offertory box on the table before they leave.

The merit of this cafe lies decidedly in its 
silence, which enables one to meditate. Amid 
its tree-shaded atmosphere, one has a view of 
the cemetery, making it a location which, in 
one sense, has set its gaze on the nether world.

There is no place so calming, and it 
might even be perceived as one of those 
currently trendy 'power spots,' though online 
reservations are necessary, and, moreover,  
there are limits on at what time and for how 
long one can visit. The latest talk of the town 
is a bar called 'Monk's Bar' in Tokyo's Yotsuya, 
which even has a butsudan (home altar), and 
where a practising Buddhist monk mixes the 
cocktails and chats to the customers.

One temple which has been a pioneer 
among those that have been diversifying their 
activities is Rinsenji, in Tokyo's Myōgadani. 
Its chief priest, the late Mr Kazuo Eda, was 
a theatrical personage who led a theatre 
company named Ningenza (Human Theatre) 
from the 1960s into the 1970s, directing 
numerous problematic and controversial 
works. He also exerted a huge influence upon 
members of so-called 'angura' (underground) 
theatre groups, such as the famed Jūro Kara 
and Shūji Terayama.

Due partly to a friend of mine having 
belonged to that Ningenza, I have raised a 
glass with Mr Eda, and have attended events 
held at his temple.

Though it has yet to come to fruition, I 
myself have mused that I would like to learn 
the Sekishū School of tea ceremony. This is 
because that particular school is called 'the 
men's tea ceremony,' it being a 'samurai's tea 
ceremony which emphasises the fact that 
the underlying principle of the tea ceremony 
lies in its appearance of sober refinement 
(wabi) as handed down from its originator, the 
monk Sen-no-Rikyū, and it has a stateliness 
that abounds in elegance even amid its 
Spartanness.'

At present, Mr Eda's son, Mahito, has 
inherited the post of chief priest at that same 
temple, and also regularly runs 'Sunday 
mischief classes' for honing the mind and 
body through yoga, Indian Tagore dance, oil 
painting and martial arts.

Finally, let me mention temples that 
advertise themselves with really unique 
commercials. Honkōji in Ichikawa City, Chiba 
Prefecture, compels its audience with dramatic 
and startling ads, while Ryōhōji in Tokyo's 
Hachioji City uses very cute and enjoyable 
animation and theme songs, manga (comics), 
and the like. Their uniqueness is astonishing, 
and, fortunately, one can see them on the 
internet. Please try them out!

Buddh i s t t emp le s ( t e ra ) - - t hose 
indispensable components of the Japanese 
landscape, lifestyle, manners and customs 
- - have r ecen t ly been undergo ing a 
transformation.

Since olden times, temples incorporated 
terakoya (private schools teaching literacy, 
numeracy and other subjects), and were also 
places for learning both literary and military 
arts, and for self-discipline. At the same 
time, they also had the connotation of a town 
plaza where residents from the surrounding 
countryside, including their parishioners, 
would mingle.

In addition, they functioned as emergency 
evacuation centres on the occasion of last year's 
Great East Japan Earthquake Disaster and the 
accompanying tsunami that surged ashore. In 
Tokyo, too, where huge numbers of people 
had difficulty returning to their homes, Tsukiji 
Honganji and some other temples threw open 
their main halls to the public, and engaged in 
relief work. During World War II, they also 
made a contribution as places that took in child 
evacuees from the cities.

Recently, temples have developed in an 
enjoyable way, bathing in the limelight as spots 
that host live performances and exhibitions 
of all kinds of art, hold symposia, and offer 
entertainment.

Organisations which support such temples' 
activities have also come into being. Tokyo's 
'Terakoya Buddha' is one of them, its catch-
phrase being: 'Temples are our very own 
exciting spaces. Art, music, yoga, films -- let 
us play and learn, and have them teach us the 
attraction of Buddha, too!'

Jumping onto this trend, a variety of 
activities is being held by the opening of 
temples to the public. These start from culture 
classes and tutorial sessions reflecting the 
tradition of terakoya. Myōfukuji Temple in 
Minamibōsō City, Chiba Prefecture, one of 
the temples supported by the aforementioned 
Terakoya Buddha, is putting into practice the 
idea of 'touching the heart of Buddha' through 
yoga.

As for even more enjoyable enrichment 
classes, there is no dearth of temples that run 
cooking classes, especially those in Buddhist 
vegetarian cookery. Jōkokuji Temple in Tokyo's 
Akasaka, for example, appeals to many young 
women with its promotional message, namely: 
'By incorporating Buddhist vegetarian cookery 
into ordinary meals, you can gain a sense of 
familiarity with such cuisine. As well, from 
the experience of making and eating Buddhist 
vegetarian food, you can touch the heart, spirit 
and tradition of "wa" (harmony). This culinary 
experience fosters the power of self-cultivation 
for living life to the full.'

Incidentally, men are also accepted at this 
cooking school, and, moreover, one-one-
classes can be taken, as well, so students are 
well catered-for. Riding on the recent boom 
in healthy food, Buddhist vegetarian cookery 
is likely to attract even more attention. This 
is happening at temples such as Sōjiji in 
Kanagawa Prefecture, Kyoto's Myōshinji 
Tōrin'in, and Shōunji in Yamaguchi Prefecture, 
but Shōunji even has Portuguese cooking 
classes, as well!

Are sermons the beer nuts at Monk's Bar?
When it comes to temple cafes, there is also 

a tradition of green tea being served in temple 
grounds, but now numerous temples all over 
Japan have opened cafes. The most popular 
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No. 76   Temples are hot right now!
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格
の
あ
る
武
家
茶
道
」
と
い
う
こ
と

で
、
男
の
茶
道
と
い
わ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　
現
在
同
寺
で
は
、
江
田
氏
の
ご
子

息
・
真
人
（
ま
ひ
と
）
氏
が
住
職
と

し
て
跡
を
継
い
で
お
り
、
ほ
か
に
ヨ

ガ
や
イ
ン
ド
の
タ
ゴ
ー
ル
ダ
ン
ス
、

油
絵
、
武
道
を
通
し
て
心
身
を
鍛
え

る
「
日
曜
わ
ん
ぱ
く
教
室
」
を
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
開
催
し
て
い
る
。

　
最
後
に
な
ん
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｃ

Ｍ
を
有
し
て
い
る
お
寺
。
千
葉
県
市
川

市
の
本
光
寺
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
衝

撃
的
、東
京
都
八
王
子
市
の
了
法
寺
は
、

な
ん
と
も
可
愛
（
か
わ
い
）
く
楽
し

い
ア
ニ
メ
と
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
、
マ
ン

ガ
な
ど
で
迫
る
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ

は
衝
撃
的
、
幸
い
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
試
し
を
！

News Photos from JAPAN

❶ AOMORI
"Rice paddy art" in Aomori
Photo taken July 30, 2012, shows pictures and 
letters depicted in rice paddies by planting rice 
species of different colors, in Inakadate, Aomori 
Prefecture.  

❷ ASO
Train track damaged by 
downpour in Kyushu
Photo taken on Aug. 24, 2012, shows train track 
wreckage in Aso, Kumamoto Prefecture. Kyushu 
Railway Co. (JR Kyushu) showed to the media 
a section of the JR Hohi Line severely damaged 
by torrential rain in July. Train service in the 
area is still suspended. 

❸ TOKYO
Goldfi sh in bowl
Some 20 children invited from Kesennuma, 
Miyagi Prefecture, an area hit by the March 
2011 earthquake and tsunami, view about 
1,000 goldfi sh in a large goldfi sh bowl at the Art 
Aquarium exhibition in Tokyo's Chuo Ward on 
Aug. 18, 2012. 

❹ LONDON, Britain
Matsumoto wins Japan's 1st 
gold at London Olympics
Japan's Kaori Matsumoto (L) fi ghts Romania's 
Corina Caprioriu during the fi nal of the women's 
57-kilogram category at the 2012 London 
Olympics, at the ExCel venue on July 30, 2012. 
The 24-year-old Matsumoto became the fi rst 
Japanese woman to win an Olympic gold in this 
category.

Source : Kyodo News
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Source: Kyodo News
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